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　１話　新たなる剣









　ニコラは馬に乗って、ニスタット郊外の森の中にある実家に帰ってきた。

　武人の家だけあって、普通の屋敷とは少し様相が違う。川幅が大人の背丈ほどの小川を堀代わりにして、さらに屋敷の周りには杭くいで作った柵さくがめぐらされている。

　入口は川にかかった木橋の先にある小さな門だけだ。それも、今は閉ざされている。

　ただ、門を開けてもらうためにニコラが声を出す必要はなかった。

　ニコラの馬の音に気づいたのか、母親のセラスが門から出てきたのだ。

「あらまあ、ニコラ、よく戻ってきたわね。少し見ないうちにまた背が伸びた？」

「そんなことはないと思うけどな」

　セラスの言葉にニコラは少し照れくさそうにそう答えた。

「でも、ニコラって父さんに似て、背が高いもの。その分、私にはあまり似てないわよね」

　そのセラスの言葉の通り、ニコラは母親にはあまり似ていない。セラスは小顔で、表情もやわらかく、とても戦いに身を投じている息子を持っているようには見えなかった。

　髪の毛は赤毛で、栗くり色の髪のニコラにその影響はほとんど出ていないようだ。

「ところで、その後ろの方たちは、お友達？」

　セラスの視線がニコラの後ろに飛んだ。

　そう、ここにやってきたのはニコラだけではない。後ろには、馬に乗った少女が何人もいるのだ。

「みんな、アチェロの使徒シビリエ──一緒に戦う大切な仲間だ。母さん、この人たちを一日泊めてもらえないかな」

　後ろを振り返りながら、ニコラは言った。

　ちょうど、みんなが馬から降りたところだ。

　エルザとシャンファは落ち着かないようで、目が泳いでいる。

　ヘラはエルザのそばに無表情で突っ立っている。

「ニ、ニコラのお母さんだ……」とフランは上目づかいでセラスを見ている。格好も女子の制服だ。

　フラゴラ戦でヘラに人質にとられた一族の命を救ったことが評価され、男子しか跡継ぎになれないメイラン家を女子として継ぐことを認められたのだ。もっとも、反対する者がいたとしても、イーリスの実家であり、アチェロ本国で権力を握っているフォンテ家が背後にいる以上、逆らうこともできないだろうが。

　総勢、四人の少女がニコラの後ろにいた。

「あっ！　お義か母あ様さま、はじめまして……。わたくし、シャンファ・バンディエーラと申します。これからよろしくお願いいたしますわ……」

　シャンファが前に出てきて、まずあいさつをした。

　ただ、どうもその言葉には普通の「おかあさま」とは違う意味が入っているように聞こえた。

「ちょっと、シャンファ！　抜け駆けはおかしいわよ！」

　エルザがシャンファの肩に手を置いて、とどめようとする。

　それから、エルザはシャンファの前に出て、

「あ、あの…………私は外典のエルザ・パッサートです……。ご……ご主人様であるニコラの安全を守るために……」

「あなたも同じことをやろうとしているじゃありませんか！」

　今度はシャンファのほうがエルザの腕を引っ張って止めようとする。

「な、何よ……。あいさつをするのは人として当然のことでしょ……？」

「わざわざご主人様がどうとか言う必要なんてないはずですわ！」

「べ、別に変なことは言ってないわよ……。事実は事実だし……」

　エルザはしらばっくれようとするが、顔のほうはやけに赤くなっている。たんなる自己紹介とは違う意図があったのは図星らしかった。

「そもそも、どうしてシャンファたちまでついてくる必要があったの!?　私は、ちゃんと天境国に戻って外典の神術を調べるって目的があるから、ニコラに一泊泊めてって言ったのよ！」

　天境国はセレンディア島の国家の中で最も外典アポクリフアについての情報が蓄積されている。

　シエヌのいるカクトゥス戦に備え、エルザはいくつか調べたいことがあった。そのため、もともと早めにアチェロを発たつ予定だったのだ。

　その天境国への道の途中にニコラの実家があった。だから、エルザがニコラの実家に泊まるのはそんなにおかしなことではない──はずなのだ。

「わ、わたくしも……使徒シビリエですから、早めに天境国にたどりつこうとするのはごく自然なことですわ……。そしたら、偶然、途中にニコラの家があったから立ち寄ることにした……それだけのことですわ……」

　シャンファももっともらしい理由を話すが、うそくさい自覚があるのか、言葉がたどたどしい。

「それに、イーリスも、会議が終わり次第駆けつけるから、先に南に向かっておくようにと連絡していましたし」

「それだったら、この近くの宿場町のニスタットで宿をとってもよかったんじゃないかしら？　わ、私の場合は、ご主人様と離れるのはおかしいから、ここに来たけど……」

「カクトゥスの刺客がいないとも限りませんわ。どうせなら使徒シビリエが一箇所に固まるべきではなくて？」

　シャンファはむっとした顔で、エルザをにらむ。

　それに対抗するように、エルザもシャンファをにらみ返す。

「いまいち、あなたの説明は理由としては中途半端な気がするけど？」

「エルザも五十歩百歩だと思いますわ」

　しかし、二人がいがみ合っている間に、セラスの前に出る影があった。

「は、はじめまして……。僕はニコラ君のルームメイトをつとめていたフラン・メイランと言います……。つまり、ニコラ君と、ど、ど、同どう棲せいしていました……」

　同棲という単語がほかの単語より、少しだけ大きく響く。

「こ、これからも……ニコラ君のお世話ができたらいいなって思っています……」

　フランがつっかえながら、セラスにあいさつをしていた。

「あらあら、アチェロ正典学院では男女で同じ部屋に住むのね。まるで、夫婦みたいね」

　セラスはイーリスに負けず劣らずのほんわかとした笑みを浮かべている。

「ふ、夫婦だってわけじゃないです！　同じ部屋を使っていただけです！　でも……ある意味、夫婦みたいなものかも……しれませんね」

　フランは真っ赤になって下を向きながらも、きっちりセラスの言葉を肯定していた。

「もしかして、あなたとニコラはそういう関係なのかしら？」

　セラスはなんでもないことのように、そんなことを言う。

「そうよね、若い二人が一つ屋根の下で暮らすことになったら、そうなるわよね。うんうん、自然なことだわ」

「違うからね、母さん！」

　まずい状況になっていると思ったニコラがセラスとフランの間に割って入った。

「ルームメイトだった時は、フランが女の子だってことを隠してて……。だから、すごく健全な関係だからね……」

「そうですわ！　二人の間には何もありませんでしたわ！」

「そうよ！　フランのことを男と思ってて、何か間違いがあったわけがないわ！」

　そこにエルザとシャンファがニコラの加勢にやってきた。いがみ合いから一転して、共闘にまわったらしい。

「どうしたの、二人とも……。ケンカしてたんじゃないの？」

　フランがたじろぎながら、エルザとシャンファに目をやった。

「漁夫の利を得ようとするのは、あまりいい趣味じゃないわね」

「ズルはいけませんわよ！」

「僕は、事実を言っただけだからね！」

　どうやら、いがみ合いが二人から三人に拡大したらしかった。

「それに、今の同どう棲せい相手は私だし……。フランとは過去のことだし……」

　エルザがまた余計なことを言った。

「お前な……どうしてこのタイミングでそれを……」

「ニコラったら、母さんの知らない間にずいぶんもてるようになったわねえ。母さんもうれしいわあ」

　セラスは笑みを浮かべて、

「でもね、ニコラ、男の子としてちゃんと責任はとりなさいね。でないと、女の子に迷惑がかかるからね。何人お相手がいても結婚できるのは一人なんだからね」

　妙に生々しいことを言いだした。

「母さん、マジで違うから……。信じてくれ……。武人として間違ったことはしてないから……」

　ニコラは本気で否定するが、セラスのほうは真剣に聞いているのかどうか怪しいところだ。のほほんとしたたたずまいのセラスとイーリスは似ているところがあるなと思った。

「そうそう、そちらの小さな女の子は誰だれかしら？」

　セラスの目が奥でじっとしているヘラのほうに向けられる。話題が転換して、ひとまずニコラはほっとした。

　ヘラはおずおずと、おっかなそうに数歩だけ前に出てくる。

「…………ヘラ・パッサート、外典の一族……。エルザお姉ちゃんのお手伝いをするの」

　まだヘラは人見知りが激しいようなので、それぐらいが限界のようだった。身を守るためか、体の周囲に数匹の蜂はちが舞っている。

　フラゴラの外典アポクリフアだったヘラはフラゴラがアチェロに敗れたあと、エルザにくっついてアチェロにやってきた。なお、フラゴラの使徒シビリエ筆頭だったライネルは本国への報告のためにフラゴラの首都に戻っているので、カクトゥス戦の会場で合流することになっている。

「…………よ、よろしく」

　ヘラは人と話すのに慣れていないので、人当たりのいいセラスでもかなりいっぱいいっぱいだった。ただし、ヘラが初対面の人間とこんなに話せるだけでも奇跡に近いのだが。

「もしかして、あなたもニコラの彼女候補なの？」

「母さん、それは犯罪だよ！」

　どうやらセラスからすると、女子は全員ニコラの彼女候補に見えるらしい。

「一緒に戦う仲間っていうか……」

　仲間で間違いはないのだが、少し堅苦しすぎる。

「……友達！　そう、友達だ！」

「こんなにお友達がいてニコラは幸せ者ね」

　セラスはちらっとニコラのほうを一いち瞥べつした。ニコラは多少照れくさそうに目をそらした。

「それで、どうしてこんなにたくさんのお友達と一緒に来たのかしら？　もちろん歓迎しますけれど──」

　意味深長にセラスが笑みを浮かべる。

「──何か事情があるのよね？」

　自分の息子が使徒シビリエとして激しい戦いを繰り広げていることは、セラスもよく知っていた。

　ニコラは小さく首肯した。

「次の、カクトゥスとの〈統一戦争サクセツシヨン〉は天境国でやることに決まったって早馬が来たんだ」

　早馬を飛ばしたのは、会議に参加していたアチェロの使徒代表のイーリスだ。

　カクトゥスとアチェロの会議は、現在、中立国である天境国で行われている。

　戦闘に関する規定などは勝敗にも直結するので、もっと時間がかかるのだが、場所の選定に関しては両国に異論がなかったので、天境国の首都ヴェースラントということにすんなり決まったらしい。

　たしかに、アチェロやカクトゥスでやれば自国のほうに有利になるし、すでに敗れている海洋国家フラゴラでやったとしても、フラゴラの思惑が影響するかもしれない。

　それならば、場所として中立な天境国で行うのが一番理にかなっている。

　二日前にイーリスから届いた場所決定の連絡には、早めに天境国に入ってほしい旨も書いてあった。

　たしかにイーリスとトルマリーナがアチェロに戻ってくるのは二度手間だし、イーリスはニコラが新しい剣を入手するために実家に行かないといけない理由があることも知っていたようだから、そのあたりの配慮もあったのだろう。

　フラゴラ戦でライネルと戦った際に、聖せい遺い物ぶつの剣が折れてしまったせいだ。

「この家は、アチェロ国内でも南にあるから、休むのにちょうどいいと思ったんだ。近くの宿場町のニスタットで宿をとるより、気も楽だし。あと、新しい聖遺物の剣も必要だし。そしたら──」

　ニコラが後ろのほうに顔を向けた。

「ほかのみんなもせっかくだから来たいって言ってさ……」

　まさか、こんなにぞろぞろとみんな泊まりに来るとはニコラも思っていなかった。断るような理由もとくにないのだが。

「ほら……戦友の家に泊まるほうがいいし……」

「そうだよ、宿がカクトゥスに内通してるかもしれないしさ……」

「宿場の安宿になんて、バンディエーラ家の者として泊まる気もしませんわ……」

　一人ずつ、言い訳のように理由を述べていく。

「まったく、問題はないわ。皆さん、自分の家だと思って、ゆっくりしていってね」

　突然の来客にも嫌な顔一つ見せず、セラスは快諾した。ニコラの記憶の中にも、母親が迷惑そうな顔になったことなど一度もない。

「ありがとうございますわ。後日、バンディエーラ家のほうから何かお礼にお贈りしますわ」

　実家が有力な貴族だけあって、シャンファは何か礼品を渡すつもりらしい。

「そんな気はつかわなくてけっこうよ」

　雰囲気だけなら、シャンファなどよりよほど気品のある態度でセラスは答えた。セラスも出身はカクトゥスの武人の家なので、バンディエーラ家などと比べれば小さいとはいえ貴族の生まれだった。

「いえ、お贈りしますわ！　その……あの……結婚持参金代わりと言うか……。いえ、もちろんたとえ話ですが……」

　シャンファの語気は最初強かったものの、だんだんと弱くなっていった。

「でも、こんなに女の子のお友達がいるんだったら、この中に本当にニコラの将来のお嫁さんがいるかもしれないわね」

　ぼそっと、セラスが言った。

「だから、そういうこと言うのやめてよ、母さん！」

　ニコラが諌いさめた。気恥ずかしいし、セラスは悪気はないのだろうが、言われたエルザたちが気を悪くするかもしれない。

　──と、言い合いをしていたエルザ、シャンファ、フランの口がぴたっと止まった。

「お義か母あ様さま、わたくし、料理が得意ですわ。ぜひ、今日はお夕飯を作らせていただきたいですわ！」

「ご……ご主人様の家に泊まるんだし……掃除ぐらいなら……してもいいかしら……」

「このあたりって森になってて、僕みたいな樹じゆ精せいティルの神しん術じゆつ師しにはちょうどいい環境かな……。住むにはちょうどいいかな……。あっ、僕、意外と料理も上う手まいんだよ……」

　セラスは「あらあら、ニコラも隅に置けないわね」などと三人の様子を楽しそうに見つめている。

　ニコラも母親の前のせいか、落ち着かなかった。

「無骨な父さんの血はあまり引き継がなかったのかしら。父さんはカクトゥスの中でも、とくに堅かた物ぶつだったのに」

　それは本当だ。ニコラの目から見ても、父親のコーゾンはお堅い男だった。

「ねえ、ニコラ、あなた、さっきの話だと付き合ってる子はいないのよね」

「そんな浮うわついたことしないって。今は戦時中だし」

　ニコラがやりにくそうに答える。昔からセラスは色恋の話が好きだった。

「それじゃ、好きな子とかはいるの？」

「いや、好きっていうのが恋愛感情って意味なら──」

　エルザたち三人のほうから殺気が届くのをはっきりとニコラは感じた。

　やけに恨みがましくにらまれている。

　ニコラはまた少しだけ後ろを振り返って、すぐにセラスに向き直った。どうしてにらまれていたのか、よくわからない。

　とにかく、今はこのことは考えないことにしよう。

「そんなことより、まずは〈統一戦争サクセツシヨン〉が終わってからだろ……。そっちが片付かないと恋愛のことなんか考える余裕なんてないよ……」

「それも、そうね。まだニコラたちには大変な戦いが待っているものね」

　右手を頬ほおに軽く当てて、セラスは目を細め、ニコラたち使徒シビリエを案じる表情を作った。

「無事に生き延びて、戻ってきてね」

　ニコラだけでなく、ほかの使徒にもその言葉は重く響いた。

　セラスは目をつぶって言葉を続けた。

「武人の家に嫁いだ私の言うことじゃないかもしれないけれど、私はアチェロがカクトゥスに負けても、それはそれでいいと思っているの。みんな若いのだし、また新天地で生きていくこともできるわ」

　セラスの寂しげな顔に、みんなをいたわるような笑みが混じる。

「だけど、死んでしまったら、もうそこで終わりなのよ。正典カノンにはたしかに死んだ命はまた数百年後に生まれ変わると書いてあるけれど、私たちはそんなに長い間、待つことはできないもの」

〈統一戦争サクセツシヨン〉の使徒が死と隣り合わせの危険なものであるということはセラスも理解していた。

　それに、軍事国家カクトゥスがセレンディア島の国の中で最強と言われていることも。

　アチェロの使徒たちがみんな揃そろっていられるのも、これが最後になるかもしれないのだ。

「私、娘のリディアが行方不明になった時、胸が悲しみで張り裂けて死んでしまうんじゃないかと思ったわ。あんなにつらい気持ちになる人を増やしたくはないの」

　その名前が出た時、ニコラは気まずそうに視線を下に向けた。

　リディアが生きていることをニコラは知っている。

　本来なら開口一番に母親のセラスに教えてやりたいことだった。

　だが、怖くてまだ話せない。

　数日後に何が起こるか、ニコラにもわからないのだ。

「ごめんなさい、戦いに出るあなたたちを暗くさせても何にもならないわね。こんな話はもう終わり。むしろ、戦いで全力が出せるように、ここでくつろいでいって」

　憂いを吹き飛ばすように、セラスはほがらかに笑った。

「ごちそうを用意するから期待していてね。みんな、カクトゥスの家庭料理なんてあまり食べたことがないでしょう？」

「わかった、そうさせてもらうよ」

　ニコラも笑みを浮かべて、母親のやさしさに応こたえた。

「ニコラのお友達は何人だろうと歓迎するわよ。さらに人数が増えてもかまわないわ」

「まあ、これ以上は人数も増えないはずだけどね」




　エルザたちが、ニコラの実家に着いた翌日の昼。

　さらに二人、人数が増えることになった。イーリスとトルマリーナがやってきたのだ。

「えっ!?　二人も泊まるんですか？」

　ニコラもそんな話はまったく聞いていなかった。

「お嬢様が天境国で待つのは面白くないとおっしゃいますので」

　トルマリーナが申し訳なさそうにセラスとともに出迎えに来たニコラに言った。

「ニコラ君のお母さん、お世話になりますよう」

「ご迷惑をおかけいたします。明日には出立いたしますので」

　イーリスとトルマリーナが笑顔のセラスにあいさつをした。

「ふふふ、一日と言わず、何日でもいていいのよ」

　戦争前とは思えない調子で、セラスが言う。

「あなたは、もしかしてニコラの恋人だったりするのかしら？」

　セラスは女の子を見ると誰だれにでもそんなことを言うので正直、やめてほしいとニコラは思った。

「少なくとも、今はまだ違いますよう。これから何かあるかもしれませんけどねえ」

　イーリスもセラスの言葉に合わせるように、そんなことを言う。

「では、未来のお母様になるかもしれないセラスさん、応接室がありましたら貸してくださいませんか。作戦会議をしたいと思っているんですよう」

　イーリスの言葉にもちろんセラスは快諾した。

　フォン・リッター家の応接室にアチェロの使徒シビリエが集まる。椅い子すの数が足りないので、ニコラとトルマリーナは立っている。

「天境国での、カクトゥスとの会議は昨日ですべての議題が終わりましたよう。頑張ったので、少し眠たいぐらいです」

　ふあ～あ、とイーリスはあくびをする。ずいぶん高い背もたれのある椅子に身をあずけていて、このまま眠りに落ちてしまいそうだ。

「お嬢様は昨日、天境国の宿で、九時間はお眠りになっておられたはずですが」

　イーリスのそばに立っているトルマリーナが皮肉っぽく言った。

「とても重要な会議だったんですから、十二時間は寝ないと、疲れがとれませんよう」

　のほほんとした調子でイーリスが言い返す。国の命運を懸けた話し合いなので、気疲れは普通の会議の比ではないだろう。

「それで、皆さんと早めに作戦会議をしたいと思って、こちらにやってきたんですよう。入れ違いにならなくてよかったですけど」

「会議は、どんな内容になったの？　また、フラゴラの時みたいにバトルロイヤルでやるのかしら？」

「エルザさん、そんなに焦らなくても、順番にお話ししますよう。焦って、伝え忘れることがあっても大変ですから」

　イーリスは、少し体を椅い子すの前に持ってきた。

「まず、場所から話しましょうかねえ。〈統一戦争サクセツシヨン〉は天境国の首都ヴェースラントの中央神殿で行うことになりましたよう」

　イーリスの言葉にエルザの眉まゆがぴくりと動いた。よほど意表を突かれるような場所であったらしい。

「中央神殿って、天境国の中で最も神聖な場所と言っていいところよ。すべての正典カノンの神が祀まつられていると言われている、セレンディア島全体でも、最大の宗教施設。そんな場所で、戦争を行うことを本当に天境国が認めたの？」

　いくら、天境国が〈統一戦争サクセツシヨン〉における唯一の中立国とはいえ、そんなところを他国のために貸し出すとは、とてもエルザは信じられなかった。

「これには少し補足があります」

　トルマリーナがエルザのほうに目を向ける。

「戦いの場所に選ばれたのは、中央神殿の前にある石いし舞ぶ台たいと呼ばれている場所です。ここであれば、二十メートル四方の正方形の舞台の上で戦うこともできるので、ちょうどよいだろうということでした」

「なるほどね。たしかに神殿は神を祀る場所であって、石舞台は神を讃たたえるための儀式を人間が行うところだから、神殿内部を使うのでなければそこまで不敬ではないわ。かなり思い切った方法だけれど」

　なんでもないことのように、エルザは答えた。天境国では常識に属することだ。

「次に戦いの方法ですよう。両国から代表者を出し、順番に戦っていくという形式になりました。勝った使徒シビリエは何度でも戦えますが、一度でも負けを認めたり、審議官に負けと宣告された人はそれ以降の戦いに出る権利を失います。それで戦える人間がいなくなった側の負けです」

　フラゴラと戦った、無人島での戦いと比べれば、ずいぶんわかりやすい方法だ。

「そこは順当なところだな。カクトゥスは実力に自信があるんだろう」

　カクトゥス生まれのニコラも違和感はなかった。

　小細工もなしに正面からぶつかり合おうというカクトゥスの魂胆だろう。カクトゥスの使徒シビリエはアチェロよりも実力で上回っていると思っているだろうし、不思議はない。

「なお、代表者は一人とは限りませんよう。二対二でも三対一でも両国が同意すれば成立します。まあ、こちらが同意しなければ、一人で多人数と戦うようなことは起きないですが」

　イーリスはそこまで言うと、一同の顔を見回した。

「なお、日程は今日からちょうど一週間後、朝十時から開始ですよう。時間は厳守してくださいねえ」

　言うまでもないことのはずなのに、イーリスはわずかに語気を強めた。

「遅刻した場合は、その人を待たずに〈統一戦争サクセツシヨン〉をはじめますので、遅れないようにお願いしますよう」

　イーリスは、ふうっと深く息を吸って吐いた。

「やっぱり、フラゴラ戦と違って、カクトゥスは策も何もなさそうですね」

　だが、イーリスは不敵な笑みを口元に浮かべる。

「そう、お思いになるでしょう。ですが、どうも裏があるように思えるんですよねえ」

　応接室の空気が不穏なものに変わる。

「会長、それってどういうことですか……？」

「話を聞いただけでは、ニコラ様のような受け取り方をされるのが普通でしょうね。ただ、我々は会議の場にいましたので」

　トルマリーナがイーリスに代わって答えた。

「怪しいと思った理由は簡単です。今回決まった内容は、ことごとくカクトゥスのほうが提案してきたものだからです」

　トルマリーナは会議のことを思い出しているのか、一瞬遠い目をした。

「カクトゥス側の代表者は【槍やり姫ひめ】の異名を持つ王女リオノーラでした。戦闘の方法はともかくとして、真っ先に天境国の中央神殿を指定してきたのは、多少引っかかります」

「引っかかるって、どのあたりがだ？」

「リオノーラという人物は儀礼的なことにかなりこだわる人間だという話を、会議に参加していたアチェロの外交官がしていました。有ゆう職そく故こ実じつにもずいぶん通じているとか。少なくとも、たんに中央神殿の石舞台が〈統一戦争サクセツシヨン〉に利用しやすいからだけという気はしません」

「もっとも、王女さんが神殿で何かしようとしているんじゃないかとこれ以上疑っても、何の証拠もありませんけどねえ」

　トルマリーナの言葉をイーリスが締めた。

「皆さんは、今は少しばかり中央神殿という場所に気を留めていただければそれで十分ですよう」

　二人の話を聞いて、ニコラはまた何か波乱が起きそうな嫌な予感を覚えた。

「むしろ、この場では、ほかに確認しないといけないことがありますしね。そちらに時間をとりましょうか。放ってはおけないことですし」

「いったい、何ですか、会長？」

　イーリスの目がニコラを強く見据えた。

「カクトゥスの使徒シビリエのことも少しはわかってきましたよう。【槍やり姫ひめ】と呼ばれているリオノーラさんのことは、まだあいまいですが、四し聖せいのほうは、ある程度つかめてきました」

　イーリスは右手の指を折って、名前を挙げていく。

「ええと、まず火か精せいリィンの神しん術じゆつ師し、メイラ・ファン・ダインさん。水すい精せいウェルの神術師、キンゼイ・オル・ターンさん。この方は男性ですねえ。それから、地ち精せいギアの神術師、マーシャ・エル・オラさん。この方はまだ若かった気がします」

「リオノーラが女性であるためか、その側近であるカクトゥスの使徒も女性が多いようです」

　そう、トルマリーナが付け足した。

「それで、最後の一人は──」

　イーリスは、そこで少し間を開けた。

「──リディア・セリクウェールさん」

　姓は違うが、その使徒が確かにニコラの妹であるということを、イーリスも把握したのだろう。

「確認したいこと、単刀直入に言わせていただきますね。ニコラ君が妹のリディアさんと手加減なしに本気で戦えるのかということですよう」

　イーリスだけではない。全員の目がニコラに向けられる。

「ニコラ……」

　エルザが心配そうにニコラに声をかけた。

　ニコラが生き別れになった妹のために戦ってきたこと、それはエルザもずっと忘れずに覚えていた。

　それに、エルザには姉妹で争うことの苦しみもわかる。

「少し時間をもらってもいいか。説明させてくれ」

　ニコラはその場の全員の顔を見回す。

「俺、これまでは迷いなく使徒として戦ってきた。アチェロの手によってセレンディア島の統一がかなえば、リディアに会えるかもしれないと思って、それを信じて生きてきた……」

　ニコラの脳裏には幼い頃ころの、悲劇が蘇よみがえる。

　十年前のあの日、家族揃そろって、カクトゥスとアチェロの国境沿いの峠を追手から必死に逃げた。

　アチェロ側の領土に入れば助かるはずだと信じて。

　ただ、逃避行は決して楽ではなかった。まして、ニコラやリディアのような幼い子供には生き地獄のような日々だった。

　ニコラ以上に幼く、か弱いリディアは何度も恐怖でへたれこんで、動けなくなった。

　服は何度も流した涙でぐっしょりと濡ぬれていた。倒れてついた土がさらに服を汚していた。

　──兄さん、もう、わたし、ダメだよ……。

　弱音を吐くリディアにニコラは手を差し出した。

　──諦あきらめるな。リディアは俺が連れていってやる。

　リディアは闇やみの中でたった一つの光を見つけたように、ニコラにすがるような目をして、その手を握ってくれた。

　──うん。兄さん、お願い……。

　妹を助けるのが、兄であるニコラの役目だと、父親のコーゾンからニコラは繰り返し諭されていた。

　だから、どれだけつらくても、リディアを放り出して、泣きわめくようなことは決してしなかった。足にできたまめがつぶれても、森の中でつまずいて膝ひざをすりむいても、耐えた。男なら女を守るんだ、妹を守るんだと自分に言い聞かせた。

　そして、峠を越えて、アチェロの領土に入ったとわかり、「助かったんだよ！」と後ろを振り返った時──つかんでいたはずのリディアの姿はなかった。

　どこかで、その手は離れてしまっていた。

　どうして気づかなかったのか。頭の中に無数の「どうして」という自問自答が湧わき起こった。父親のコーゾンに腕をつかまれていなかったら、一人で道を引き返していただろう。

　それからの人生、ニコラはずっとリディアと再会することを夢見てきた。

　神しん術じゆつ師しになろうとしたのも、強い力があれば、リディアを助けに行けるかもしれないと思ったからだった。無力なただの少年だったニコラは見失ったリディアを助けに戻ることができなかった。

　そして、あの絶望の日から十年が経たって、ついにリディアと出会えるチャンスがめぐってきた。だが──

「フラゴラでシエヌがリディアの言葉を俺に伝えに来ただろ。『どれぐらい強くなったか、見てあげます』って。リディアは俺と戦うつもりらしい」

　ニコラは自分でもわかるほどに、声がふるえているのを感じた。

　気き丈じように〈統一戦争サクセツシヨン〉も戦ってきたつもりだった。

　命懸けの戦いも、勝ち抜いてきた。

　しかし、これだけは違う。

　妹を捜して、これまで生きていたのに、その妹を殺すかもしれない立場に自分はいるのだ。

「自分が強くなるのは、リディアと出会うためだった。その再会が二人で戦うことだなんて考えたことはなかったんだ」

　この十年、一度も考えたこともなかった形でのリディアとの再会は、ニコラを悩ませた。

「でも、もう答えは出ている」

　ニコラの顔は、精せい悍かんな武人らしいものに変わっている。

「アチェロの使徒シビリエとして俺は戦う。リディアと戦うことになってもな」

　その言葉には、どこにも迷いはない。

「ニコラ、本当にそれでいいの？」

　エルザがその場の全員を代表するように尋ねた。

「十年前の俺はリディアを守ることが自分の務めだった。そのために強くなった。だけど、今の俺はみんなを、アチェロを守ることが務めだろ。だから、俺の力をみんなのために使いたいんだ」

「思ったより、はっきりと決断ができてるのね」

　エルザは不思議そうにニコラの顔を見た。

「きっと、エルザのおかげだと思う」

「え？」

　きょとんとした顔にエルザはなる。

「お前はヘラのことが大事だったけど、ヘラとの戦いで手を抜いたりなんてしなかっただろ。エルザみたいに、俺も戦えばいいんだって思ったら、迷いがすっと晴れた」

　別に難しいことではなかった。

〈統一戦争サクセツシヨン〉を通じて、あの頃ころとは戦う理由が変わったのだ。

　今のニコラの前にはエルザや、シャンファや、たくさんのアチェロの仲間がいる。

　いくら、リディアが大切でもその代わりになんてならない。

「リディアは立派なカクトゥスの使徒になってるんだろ。俺ができることといったら、お互いに使徒として精一杯戦うことだけだ」

　誰だれも今のニコラの言葉を疑う者はいない。

「俺はみんなと戦ってきた。そのみんなを裏切ることなんてできない」

　ニコラは左手を胸に置いて、軽く握り締めた。

「リディアと戦うことになっても、俺は自分の剣を振るう。それが俺の使徒としてのプライドだ」

「肝心の剣は、ライネルとの戦いで折れてしまったみたいだけどね」

　エルザの口調もさっきと比べると柔らかい。

「剣は期日までに最高のものを用意するから、待っててくれ。そのために、ここに来たんだからな」

　父親のコーゾンはすでに、カクトゥス戦に向けて、折れた剣の代わりに、最高の剣を準備すると言ってくれている。

「どうやら、心配ないようですねえ」

　また、イーリスがあくびをした。

「安心したら、眠くなってきましたよう」

「お嬢様はさっきからずっと眠そうだった気がしますが」

　また、トルマリーナが皮肉るように言った。

「それに、つらいのは俺だけじゃないですしね。実の姉と戦う奴やつだっている」

　ニコラは、やり返すようにエルザの顔を見つめた。

「失礼ね。私が迷うことなんてあるわけがないでしょう。全力で叩きつぶすまでのことよ」

　エルザは平然と言ってのける。

「…………もし、エルザお姉ちゃんが戦えないなら、ヘラが代わりに戦うから大丈夫」

　ヘラがたどたどしくも、力強く答えた。

「では、これで話しておかないといけないことは出尽くしましたねえ」

　心なしか、ニコラにはイーリスの表情が話の前よりも明るくなっているように見えた。胸につかえていた懸案がなくなったからだろうか。

「最後にアチェロ正典学院の生徒会長として、皆さんに言っておきますよう」

　ゆっくりとイーリスは席を立つ。

　それから、小さくかわいい声で、「こほん」と咳せきをして、

「皆さん、厳しい戦いになるでしょうが、生きて帰りましょうね」

　イーリスの目は笑っていない。空気もいつのまにか、のほほんとしたものではなくなっている。

「一人の死者も出さずに、アチェロ正典学院に帰ってきたいと思っています。どうか、皆さんのご武運をお祈りしています」

　危険な戦場に出向く使徒シビリエたちを監督する役目をイーリスは負っていた。

　普段はそんな様子は表情にも出さないけれど、その責任感はたしかにイーリスの中にあった。

「会長こそ、気をつけてくださいね」

　いまだに神術も含めてイーリスは多くのことが謎なぞなのだ。未知数の部分が多すぎる分、ニコラとしてはイーリスが一番心配だった。

「わたしは正典カノンの神しん術じゆつ師しなら誰だれにも負けないと思いますよう」

　大言壮語か、冗談かもわからないことを言って、イーリスが笑った。

　また、トルマリーナがたしなめるかとニコラは思ったのだが、

「お嬢様ならそうでしょうね」

　と、トルマリーナはイーリスの言葉を是認するだけだった。





　　　◇






　その日の夜、ニコラはご飯を食べてすぐ、家の風ふ呂ろに入ることにした。これなら客人のエルザたちが入ってくる時間になるまで一時間はある。ゆったりとつかることができそうだ。

　リディアと戦うことにも、もう迷いはない。今は休息をとって、〈統一戦争サクセツシヨン〉に備えるべき時だ。

「ああ、やっぱり広い風呂はほっとするな。学院の寮の風呂は狭いからな」

　カクトゥスの人間は熱くて広い風呂に長くつかる風習があるが、フォン・リッター家もその例に漏れず、浴槽はかなり大きい。五、六人はゆうゆうと入れるほどの広さだ。

　浴槽につかると、自然とニコラの顔はほころぶ。

　ライネルとの戦いで受けた傷はまだ少ししみるが、かなり癒いえてきていた。

　この調子なら、七日後のカクトゥス戦の時には、痛みを気にすることもなく全力で戦えるだろう。

「やっぱり、足を伸ばして入れるのはありがた──」

　と、風呂場と脱衣所をへだてる曇りガラスに人影が映る。

　ニコラは嫌な予感がした。しかし、ガラスの先に誰かが立っているのに出るわけにもいかない。

　そして、ゆっくりとガラス戸が開き、

「お……お邪魔するわ……ご主人様……」

　エルザがおそるおそる入ってきた。

　体は白いタオルが巻かれて隠されているが、かなりきわどい格好だ。

「お邪魔するって……どうして俺がいる時間に入ってくるんだよ……。まだ、エルザたちの時間には早いよな……？」

　ニコラは思わず、浴槽の隅に下がった。

「ニコラが入っている時間だからよ……。ニコラがお風呂に入ってる時間なら……二人だけになれると思って……」

　エルザは浴槽に入る前から顔を赤くしている。ニコラがいることを知っていたとはいえ、エルザのほうもかなり恥ずかしいらしい。

「ほら、最近、ゆっくりと二人で話す時間がとれなかったから……それで思い切って入ることにしたの……」

「ああ、そういうことか……」

　ニコラは多少は腑ふに落ちたという顔になる。

　たしかにフラゴラとの〈統一戦争サクセツシヨン〉のあと、カクトゥスとの戦いのことで頭がいっぱいで、二人で話をするような時間はなかった。

「で、でも……こんなところ誰だれかに見られたら……何を言われるか……」

　理由がわかったからといって、この状況があっさり受け入れられるわけではない。

「そ、それは……ニコラが入ってると知ってるから、みんな入ってこないはずよ……」

　たしかにほかの女子はニコラが出てくるまで入ってこないだろう。

「それに、ニコラ以外は明日には天境国に出立しちゃうし……」

　ニコラだけは剣が手に入るまでは動くことができない。

「そうだったな。まあ、早めに決戦の場所に向かうほうがいいよな」

　ニコラの家から天境国の首都ヴェースラントまでは早馬で半日ほどの道のりだ。前日に出ても間に合うぐらいだが、旅の疲れが出てしまうとまずいし、早く現地入りするにこしたことはない。

「ちょっと、天境国で調べたいものもあるし、行かないといけないの。蠍サソリの神のことでわかることがあるかもしれない」

「外典のことだったら、天境国以上に詳しいことがわかる場所はないもんな」

「うん、シエヌ姉さんと戦うためのヒントがあるかもしれないから」

　すでにカクトゥスとの戦いははじまっている。シエヌの対策を見つけられるかどうかは、勝負の重大なカギを握ると言っていい。

「おそらく、シエヌ姉さんはセレンディア島の神しん術じゆつ師しの中で最も強いと思うわ。ほかのカクトゥスの使徒シビリエを無傷で倒せても、姉さん一人を相手に全滅するかもしれない。それぐらい、姉さんの力はずば抜けているわ」

「お前がそこまでほかの奴やつを褒めるってことは、その話、本当らしいな……」

「だからこそ、やれることは何だってやらないといけないの。それじゃ、私も浴槽に入るわね……。まず、かけ湯と……」

　エルザはニコラに背中を向けると、タオルを解ほどいて、背中をさらした。

　かけ湯をするためなのはわかったが、すぐにニコラは後ろを向いた。ちょっと、お尻しりのほうも見えたような……。

　余計なことを考えないように、ニコラは首を左右に振った。

「うん……じゃ、じゃあ……入るわね……」

「お、おう……」

　ちゃぷんと、エルザが入ってくる音が聞こえた。

　ニコラとエルザは背中を向け合ったままの体勢でいる。

　さっきまでと比べて、急にお風ふ呂ろの温度が上がった気がした。こんなところに長く入っていたらのぼせそうだ。だが、エルザが入ってきて、すぐに出ていくのもおかしい。エルザはニコラと話がしたいと言って入ってきたのだから。

「こっち見ないでね……。肌をさらすのは天境国の人間にとって、恥辱なんだから……」

「言われなくても見ねえよ……」

　一糸まとわぬエルザのほうを振り向けるわけがない。

「あのさ、決戦の前にこんなこと言うのも変だけどさ……無理はするなよ」

　背中を向けながらなので、ニコラは少し声を大きくした。そのせいか、風呂場に声が反響する。

「妹のヘラと戦う時、エルザが本当につらかったの、横で見てて知ってるからさ。もちろん、エルザの頑張りは知ってるし、俺もそれに勇気付けられたわけだけど……あんなこと、一人で何度も抱えこめないだろ」

　妹のヘラとエルザが戦っていた記憶がニコラの頭に自然と蘇よみがえる。

「つらかったら、助けを呼べよ。俺もその苦しみ、背負ってやる」

「そんな気はつかわなくてもいいわよ」

　エルザはニコラの気遣いの言葉に、照れたように答えた。

「姉さんと戦うことに、気持ちのうえで何の意識もないと言えばウソになるわ。でも、私は勝つしかないの。だから、戦う。それはニコラも同じだと思うわ」

「そうだな。俺たちはやらないといけないことがあるからな」

「私はパッサート家の当主になって、外典の秘密を守るわ」

　外典アポクリフアの神術がセレンディア島の中で出回らなかったのは、各国がそれを禁じていただけではない。外典を伝えるパッサート家の当主が、危険な力がいたずらに広まらないよう、秘匿していたのだ。

　だが、パッサート家の長女であるシエヌは外典の知識を隠すようなつもりはない。

　強大な力が無秩序に広がっていけば、セレンディア島はメテオリテ帝国の来襲など関係なしにひどい戦乱に巻きこまれる。

　それを止めるために、パッサート家の正式な後継者であるエルザは、姉のシエヌ・パッサートをしりぞけなければならない。

「だけど、パッサート家の中で打ち勝つのは、目的の一つでしかないけどね」

　お湯がわずかに波打つ。

　エルザが近づいてきているのがニコラにもわかった。

「今の私には……ほかの目的もできたわ。だから……前より強くなってると思う」

　言いづらいことなのか、だんだんとエルザの言こと葉ば尻じりが小さくなる。

「目的って……何だ……？」

　ニコラが聞き返す。

　ちゃぷ、ちゃぷと、エルザが自分のそばに来ているのがわかる。

「ご主人様とこれからも生きていくために……戦おうって思ってる……。この戦いに勝てば、まだニコラと一緒にいられるから……」

　ニコラには見えないが、エルザの顔はのぼせたように赤くなっていた。

　その言葉を聞いたニコラの胸も熱くなる。

「エルザ……」

　ニコラは思わずエルザの名前を呼んだ。

　背中のすぐ真後ろにエルザがいる。エルザの息遣いが聞こえてくる。

「べ、別に変な意味じゃないのよ……。カクトゥスを倒しても帝国との戦いは残ってるわけだし……。だ、だから、ご主人様の下もとで戦っていきたいって思うのは、し、自然なことで……」

　エルザは少ししどろもどろになっている。

「そうだな。俺ももっとエルザと戦っていきたい」

　それがニコラのうそいつわりのない気持ちだった。

　──と、その時、ニコラの腕にやわらかな感触が伝わる。

　エルザがニコラの腕を抱きしめている。

「おい、エルザ、いくらなんでもやりすぎだろ……」

「触れることなら……少しぐらい……」

　ただ、その声が恥ずかしさをこらえているものであることは、すぐにニコラにもわかる。

　まだ、腕だけだからいいが、ニコラが少しでも背中をそらしたら、胸にぶつかってしまうかもしれない。

「エルザ、む、無理するなよ……」

「絶対に……生還しようね……。生きてアチェロに戻ろう」

　その言葉をかけるために、エルザはここまで来たのだろう。

「ああ、もちろんだ」

　ニコラもしっかりと強い声で答える。

　また、みんなでアチェロの土を踏むのだ。

「ニコラ……もし、無事にカクトゥスと戦って勝ったら……その時は──」

　不意にガラス戸が、開く音がした。

「きゃあっ！」

　その音に驚き、エルザはびくっとニコラに強く抱きついた。

　エルザの肌とニコラの肌が密着する。

　ニコラの背中に何かが当たった感触がする。

「おい、これって……」

　本当に胸が触れているのではないだろうか……。

「あっ……胸が……あぅっ……」

　エルザも自分がやってしまったことの重大さに気づいたらしく、ふるえている。

「な、何するのよ……へ、変態……！」

「俺は風ふ呂ろに入ってただけだろ！　どう考えても俺は無実だ！」

「聖せい者じやのくせに！　どうせ、聖者のくせに！」

「その聖者って言葉はやめてくれ！」

　それに、すでに新たなる問題が発生していた。

「ちょっと！　男女でお風呂だなんてふしだらですわよ！　そんなうらやま……破は廉れん恥ちなことはわたくしもした……許しませんわ！」

　シャンファがむっとした顔で、腕組みをして、立っていた。

　豊満な胸は腕組みのせいで、かろうじて隠れているが──













　かえって、そのせいで、胸の大きさは強調されている。

（シャンファって本当に胸がデカいよな……）

　どうしても、その胸にニコラの目がいってしまう。

「ニコラ、どこを見てるの……？」

　エルザが冷たい声で言った。

「わ、悪い……。いや、そもそも、なんでシャンファまで入ってきてるんだ……」

「エルザが入っていくのが見えたので、もうニコラが上がったと思っただけのことですわ。それにエルザのほうがよほどおかしいですわ。早く、その小さな胸をニコラからどかしなさい！」

　言われて、すぐにエルザは体をニコラからどけた。

「これは……あなたが入ってきて、びっくりして飛びついちゃっただけで……変な意図なんて本当にないんだからっ！」

　顔を真っ赤にして、エルザが弁解する。

「まあ、そういうことにしておきますわ。それでは、わたくしもお風ふ呂ろに入りますわね」

　シャンファが湯船に足から入る。

　浴槽のお湯がまた少し増えた。広い浴槽も少しずつ狭くなってきた気がする。

「それじゃ……俺はそろそろ出ようかな……」

　このままお風呂に入っていると、まずいことになりそうな気がする。ニコラは立ち上がって、湯船の外に出ようとした。

　だが、シャンファはニコラのそばに近づいていくと──

「バランスが崩れましたわ」

　わざとらしい声をあげて、ニコラの背中に覆いかぶさった。

　二つの胸がニコラの背中に思い切り押しつけられる。

「うわあっ！　お前、何やってるんだよ……！」

「ア、アクシデントですわ、仕方ありませんわね……」

　シャンファの声も上ずっている。

　だが、シャンファはすぐには体をどけずに抱きついたままだ。

「あなた！　なんてことをしてるのよ！　すぐに離れなさいよ！」

　エルザが猛然と抗議する。

「ふん！　あなたがやっていたことをわたくしがやっておかしなことはありませんわ……。ありませんわよね……？」

　シャンファも恥ずかしさには勝てないらしく、だんだんと語気が弱くなっていく。

「私に聞かれても困るわよ！」

「じゃ、じゃあ、ニコラは……どうお考えですの……？」

「俺に聞くな！」

　とても頭を働かすことができる状態じゃないのだ。今も現在進行形でずっとシャンファの胸が当たっているわけで……。

　すると、また勢いよくガラス戸が開く音がした。

「ひゃっ！　びっくりしましたわ！」

　シャンファが反射的に腕に力を込めた。胸の弾力がさっき以上にニコラの背中に伝わった。

「もう、やめてくれ……。俺は武人なんだ……。こんな軟派な人間じゃないんだ……」

　ニコラはほとんどのぼせそうになっている。どうにか、シャンファの腕から逃れて、湯船の一番隅の壁側に移動した。壁しか見えないが。振り返るわけにもいかない。

「シャンファさんが入っていったようですから、もう女子の時間ですよねえ」

「失礼します。お嬢様はお風ふ呂ろで眠らないようにしてくださいね」

　どうやら、今度はイーリスとトルマリーナが入ってきたらしい。ニコラとしてはもう身動きができない……。

「あの……俺は何も変なことしてませんからね……。一人で入っていただけですからね……」

　ニコラは壁のほうを見ながら、必死に弁解する。言い訳なんて男らしくないが、自分が悪くないのは本当だ。家の風呂でこんなことになるだなんて思わなかった。

「皆さんは、ずいぶんと仲がよろしいようですね」

　トルマリーナはいつも通りの冷静な調子だ。そのまま体を洗いはじめた。

「トルマリーナ、背中を洗ってくださいよう」

「少しお待ちください」

　ニコラのことなど気づいていないみたいに、二人は浴槽の外で体に泡をつけている。

　いくら風呂場が広くても、二人も少女が体を洗っていたら、脱衣所に戻る時に裸が見えてしまう。

「会長は、その……俺がいて恥ずかしくないんですか……？　そんなところにいられると見えちゃいそうですし、俺が出たあとにしてもらえると、ありがたいかな～なんて……」

　遠回しに一度風呂から出てほしいということをニコラはほのめかした。

「戦友同士、たまには裸の付き合いもいいものですよう」

　イーリスはあまりこういうことに抵抗はないらしい。

　ニコラは覚悟を決めた。

「よし、壁伝いに出るか……」

　このまま壁を見ながら、湯船を出て、風呂場の壁に沿って歩けば、ガラス戸までたどりつけるはずだ。

　見た目は不格好だが、とても裸のイーリスとトルマリーナの間を歩いていく勇気はニコラにはない。

　このまま全員が出るのをじっと待っていたら、本当にのぼせて倒れてしまいかねない。今こそ、行動の時だ。

　──と、ニコラが動こうとした時、またガラス戸が開いた。

「…………エルザお姉ちゃんが入ってるなら、ヘラも入る」

　今度はヘラだった。

　ツインテールの髪をほどいているせいか、いつもと比べると雰囲気が大人っぽい。それでも、体つきは完全に子供のままだ。

　ヘラはかけ湯をすると、壁際の湯船のところに座って、足だけを入れた。

「…………お風ふ呂ろ熱いから、ゆっくり入る」

　ニコラは嫌な予感がした。

　右側を向いて湯船の外側を見ると、思いっきり、何も隠してない姿のヘラが腰掛けていて、顔をそらした。

「ちょっと！　ニコラ！　今、ヘラのほう、見なかった!?」

「まさか、ニコラってそんな幼児体型が好きなんですの……？　そんなの、困りますわ……」

　エルザとシャンファから迷惑な誤解が飛んできた。

「違う！　偶然だ、偶然！」

　これは厄介なことになった。

　壁伝いに出ようとした進路上にヘラが入ってきてしまった。

「ヘラ、ちょっとだけ、横に移動してくれないか？」

「…………嫌だ。ヘラ、はじっこのほうが落ち着くから」

　ニコラの要求はあっさりと却下されてしまった。

　ダメだ、本当に長なが風ぶ呂ろで体が限界にきつつある。そろそろ湯船から出ないと、のぼせて倒れかねない。こんなところで倒れたら、家族にも女子と一緒に風呂に入っていたことを知られてしまうだろう。

「もう、俺は決断する！」

　ここから出ることが先決だ。

　ニコラは勢いよく、立ち上がると、そのまま湯船の外を目指した。シャンファとエルザの間を抜ける。それから湯船の外に出る。湯船の外の、イーリスとトルマリーナの裸体が一瞬見えたが、仕方なかったのだ。

「うおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　そのまま目を閉じると、ガラス戸のほうにダッシュした。足がふらついているが、そんなことも気にしない。

　もう、自分は何も見ない。脱衣所に戻るのだ。

　ガラス戸を勢いよく開き、中に飛び込む。

「よし、これで解放され────わっ！」

　何かにニコラは正面から衝突した。

「きゃっ！」

　また不吉な悲鳴が聞こえてくる。そのまま、足が絡まって、ニコラは転倒する。

　ただ、床の感触が来る前に何かもっとやわらかい感触がある。

　ニコラはおそるおそる目を開いた。

　フランの顔が、ニコラのすぐ目の前にあった。

　しかも、裸体の。

　ここは脱衣所だから、裸にもなっているだろう。

「ニコラ、ダメだよ、いきなり、こんなところで……」

　押し倒された状態になっているフランが悩ましげな声を出す。

「も、もしかして……僕の裸を見た……？　恥ずかしいけど、ニコラだったら、いいかも……」

「違う、誤解だ、誤解！」

　すぐにフランから離れようとしたところに、背中に手を伸ばされた。

「おい、フラン、手を離してくれ……」

「いいんだよ、ニコラ、自分に正直になって。僕もニコラのこと、受け入れるよう……ど、努力するから……」

「だから、違うって！　そんな意図はない！」

「でも、あんなに勢いよくぶつかってきてくれたよね」

　たしかに加速はしていたが、それは目をつぶって風ふ呂ろ場ばから離脱したからだった。

「ニコラがそこまで本気だったら、僕もそれに、こ、応こたえるから……」

「違う、そんな本気はな──」

　恐ろしいほどの殺気をニコラは感じた。

「災さい禍か乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎやく乃の罪ざい人にん仁に──」

　ニコラの背後には、外典アポクリフアの神術の詠唱をはじめているエルザが引きつった笑みで立っていた。

「いったい何をしてるのかしら……？」

　どうにか、外典の神術を本当に使われることだけは思いとどまってもらった。

　実家なのに、ちっとも気が休まらないとニコラは思った。

「みんなが風呂から出たあと、もう一回、一人でゆっくりと入ろう……」





　　　◇






　翌朝、ニコラを除くアチェロの使徒シビリエたちは再び馬上の人となった。

「それじゃ、私たちは先に天境国へ行ってるわね」

　エルザは微笑ほほえみながら、見送りに屋敷の外まで出てきたニコラに声をかける。

　エルザとヘラは天境国の実家へ、ほかの使徒は天境国の宿へ泊まることになっている。

「ああ、剣ができたら俺もすぐに追いつくからな」

「天境国でお待ちしていますよう。フラゴラのライネルさんにも場所と時間は連絡いたしました。皆さんの力でカクトゥスに一泡吹かせてあげましょう」

　イーリスの声はいつも通り、のほほんとしてはいるが、言葉はいつになく強いものだった。

「…………シエヌお姉ちゃんには負けない」

　エルザにしがみついて、馬に乗っているヘラも決戦に向けて気合いが入っているらしい。

「カクトゥスなんかに負けませんわ。名門バンディエーラ家の力を見せてあげますから」

　シャンファの表情も決戦を間近に控えた、勇ましいものだ。

　だが、その顔は、そこで妙に頼りないものに変わる。

「そして、戦いに勝ったら……そろそろわたくしも貴族の娘らしく……結婚相手を探すことにしますわ……」

　シャンファはやけに赤い顔で、ニコラのほうに視線を送っている。

「わ、わたくしは貴族ですから……結婚相手も貴族の殿方がよろしいですわね……。どこかに適任の方は……」

「シャンファ、ずるいよ！　それだったら僕も……」

　フランも対抗するようにニコラのほうを見つめる。

「僕も貴族だから、同じような立場の人がいいな……。それでいて、僕のことをよく知ってくれてるような人だったら、もっといいかも……」

「うん、二人ともいい相手が見つかるさ」

　よくわかっていないニコラが他ひ人と事ごとのように言った。

「もう……鈍感なのはわかってはいますけど……イライラしますわね……」

「その点はシャンファと完全に同意だね……」

　今度はシャンファとフランは同時にニコラをにらみはじめた。

「あれ……？　俺、何か気に触るようなこと言ったか……？」

「お二人とも、納得のいかないお気持ちはわかりますが、怒りをぶつけるのはカクトゥスの使徒にいたしましょう」

　トルマリーナが二人をなだめるように淡々と言った。

「そうね。天境国までは馬で六時間ぐらいはかかるわ。あんまりゆっくりしていると日が暮れてしまうし、そろそろ行きましょう」

　エルザが先陣を切って、馬の手た綱づなを引く。

「ニコラ、待ってるからね」

　最後にエルザはニコラに微笑ほほえみかけた。

「ああ、最高の剣を持っていくぜ」

　──そのはずだったのだが。





　　　◇






「まさか、こんなに時間がかかるなんてな……」

　アチェロから天境国へと伸びる街道を駆ける一騎の姿があった。

「もっと、もっと速く走ってくれよ！」

　ニコラは馬にムチを打つ。

　実家の馬が懸命に走っているのはニコラもわかっている。

　それでも、ニコラはどうしても遅れるわけにはいかないのだ。

　下手をすれば、一生後悔することにもなりかねない。

　なんとしても、天境国に指定時間までにたどりつかないと。

　アチェロとカクトゥスの〈統一戦争サクセツシヨン〉に間に合わなくなってしまう。

　ニコラは手綱を引きながら懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出す。

「〈統一戦争サクセツシヨン〉の開始時間まであと少し……」

　無慈悲に時を刻む時計の針を見て、ニコラは焦燥感を覚えた。自然と、遅れた原因である背中の長剣に意識がいった。

　ニコラの肩にはこれまでとは違う、新しい聖せい遺い物ぶつの剣が掛けられている。フラゴラの使徒シビリエ、ライネルとの戦いで折られた大剣ファルシオンより、ひとまわり大きい。

　間違いなく、これまでニコラが人生で見てきた中で最強の剣の一つだ。

　剣の名前はヴィクトリア、使用者に勝利を約束するものという意味の名を持つ、常識外れの巨大な剣だ。




　実家に戻った夜、鹿しか狩りから父親のコーゾンが帰ってくると、ニコラはすぐに剣が折れ、新しい剣が必要なことを伝えた。コーゾンはニコラを家の倉庫に連れていった。

　その倉庫の一番奥に、その剣、ヴィクトリアは保管されていた。

　見るからに古めかしい、それでいて、神こう々ごうしささえ放っているような剣だ。多少、刃は傷んでいるが、それでも見る者にたしかな存在感を覚えさせずにはいない。

「フォン・リッター家がカクトゥス王家に追われた時のことは覚えているな」

「ああ、親父おやじが王様を諌いさめて、恨まれたんだろ。追放の処分を受けて、逃げていく途中に追手をけしかけられた」

　忘れるはずがない。そこでニコラはリディアと離れ離れになったのだから。

「それは表面上の理由だ。王は我々を滅ぼしてでも、手にいれたいものがあったのだ」

　ゆっくりとコーゾンはその剣を手に取り、言った。

「それがこの剣だ」

　ニコラはその言葉がすぐには信じられず、目を白黒させた。

「この剣はセレンディア島に伝わる中でも、最強と呼ばれているものの一つ。我が祖先が戦功の褒賞として賜ったものだ。この剣だけで、カクトゥスの領土の半分ほどの価値があるとすら、言われていた時代もあった」

「そんな話、初めて聞いたぞ……」

「この剣ほしさによからぬことを考える者が出ないとも限らんからな。できるだけ、口外せずに、我が一族はこれを守っていた。おかげで世間的には剣のことを知る者もいなくなった。だが、王はおそらく、何かの古い文献で、この剣が我が家にあることに気づいたらしい」

　王はその剣を自分に差し出すよう、再三コーゾンに迫ったが、彼は頑として受け入れなかった。それはフォン・リッター家の栄光を示す何よりの証拠だ。

　そのせいで、コーゾンは王に恨まれた。謹きん厳げん実じつ直ちよくな彼がほかの理由で王に諫かん言げんした際、その無礼を理由に追放され、追手の軍を向けられることになった。もちろん、王の狙ねらいは剣を手に入れることだったろう。

「そんな事情があったんだな……。全然知らなかった……」

「お前に話さなかった理由はもう一つある。中途半端な力で使いこなそうとすると、この剣はその人間の寿命を縮める。あまりにも大きく重い。体力がなければ、動きが鈍る。まあ、論より証拠だ。少し持ってみろ」

　ニコラはコーゾンからその剣を受け取った。たしかにこれまで手にした剣とはまったく異なる重量感がある。

「これを振り回そうとしたら、並の力じゃ無理だな……」

　弱い者が剣の名前に魅力を感じて、分不相応に使えば、体の軸がぶれて、敵に簡単にとどめを刺されることになってしまう。

「持ってるだけで疲れてくるな。まるで力を吸い取られてるような……」

「その通りだ。これは持つ者の力を吸い取る。といっても、呪のろわれているわけではないぞ」

　コーゾンはとうとうと説明を加えていく。彼も、彼の父親から同じような話をされたことがあるのだろう。

「この剣は天てん精せいスーの聖せい遺い物ぶつとしても一級品だ。これを持って神術を発すれば、その威力は格段に増す」

「そうか、体から力を無意識のうちに引き出してくれるってわけだな」

　力が自分の中から出ていく以上、力を奪われているような感覚になるのも当然だ。

「だから、すぐれた正典使いフオーミユラでなければ使うことなどできない。だが、今のお前ならこの剣を振るうにふさわしい」

　コーゾンはニコラの目を見ると、息子の力を認めるように、小さく首肯した。

「刃が傷んでいるから打ち直しはいるが、すでにこの国で最高の刀鍛か冶じに話はつけてある。この剣でアチェロの使徒シビリエとしての役目を果たせ」

　それからコーゾンは顔を背けて、付け加えるようにこう言った。

「リディアと戦うことになっても、手を抜くな」

　ニコラはリディアがカクトゥスの使徒であることを、母親のセラスには隠したままで、コーゾンだけに伝えていた。

　コーゾンが複雑な気持ちなのはニコラにもよくわかった。実の子供同士が死闘を演じるかもしれないのだ。

　それでも、コーゾンはニコラがアチェロの使徒として生きることを望んだ。

　それはニコラの決断と同じだ。

「言われるまでもないぜ。フォン・リッター家の人間として、胸を張れる戦いをしてくる」




　しかし、剣の打ち直しが終わるまでに想像した以上の時間がかかってしまった。

　その剣の刃には特殊な金属が使われているということで、刀鍛冶が材料を取り寄せねばならなかったのだ。

　おかげで、作業を開始することがなかなかできなかった。どれだけ職人の腕がよかろうと、材料がなくてはどうすることもできない。

　ほかの聖遺物の剣で先に出立するべきか、何度も迷った。だが、中途半端な剣でカクトゥスとの死闘を乗りきれるとも思えなかった。敗北は、場合によっては死を、国の滅亡を意味する。安易な妥協は絶対にできなかった。

　そして、〈統一戦争サクセツシヨン〉当日の早朝六時、これ以上は待てないと思った時に、刀鍛冶から完成した剣が届いたのだ。

「たしか天境国の中心なら、馬だと普通は六時間かかるんだよな。開戦は朝の十時だから、普通に走れば二時間の遅刻か……。どうにかして間に合わせないとな……」

　国境に近い森の中を、ただ、ただ、懸命に駆け抜ける。

「でも、遅刻している間にすべて終わってたら……」

　すでに〈統一戦争サクセツシヨン〉開戦の刻限に迫っている。焦りながら、ニコラはまた馬に鞭むちを入れた。

　だが、そんなニコラの頭に太陽の光が差してきた。

　体を覆い隠すような森を抜けた証拠だった。石造りの家並みがちらほらと見える。

「やっと天境国に入ったらしいな」

　天境国に入ってしまえば、そこから先は早いはずだ。全行程の九割ぐらいはすでに終えているだろう。

　もう少し景色が都市に近づけば、天境国の首都であるヴェースラントだ。

「あと少しだ。頑張ってくれ！　実家に戻ったら、最高級の飼かい葉ばを食わせてやるからな」

　疾駆する馬に声をかける。だんだんと街道の両側に家が増えてきた。もう、ヴェースラントに入っただろうか。すでに視界の先には天境国の政治と宗教の象徴である中央神殿が見えている。

　目的地に迫っている。

　だが、会場に近づくにつれて、ニコラは焦りとは別種の胸騒ぎを感じた。

「なんか、嫌な空気だな……？　カサビアであいつと会った時と似てる……」

　シエヌにナイフを突きつけられた時のことをニコラは思い出した。

　ただ、その時と違うのはその空気が町中に広がっていることだ。

「まあ、いい。会場に着けば、すべてわかる」

　気味が悪いからといって引き返すわけにもいかない。ゴールはすぐそこだ。

　──と、街を馬で駆けるニコラの前方を一騎の影がふさいだ。

　ニコラは速度をゆるめて、横を通ろうとする。相手は一人の若い女騎士だろうか。薄い鉄鋼の鎧よろいを着ている。

　しかし、横にそれたニコラの進路を馬から降り立った女騎士がふさぐ。

「神殿まで行く必要はありません」

　まさか、刺客か？

　疑念がニコラの頭に広がった。

　カクトゥスの武人は卑ひ怯きような振る舞いを嫌うが、国の命運がかかっているわけだし、使徒シビリエと無関係な者がそうした行為に及ぶこともありえなくは──

「アチェロの使徒、ニコラ・フォン・リッターとお見受けします。お互い、使徒同士、ここで戦いませんか？」

　その言葉を聞いて、ニコラは初めてはっきりと女騎士の顔を見つめた。

　女騎士も自信に満ちた表情でじっとニコラの顔を見つめていた。

「カクトゥスの四し聖せいが一人、このリディア・セリクウェールがお相手をつとめさせていただきます」

　リディアと名のった少女は馬の向きを変えて、ニコラと正面から相対した。

　戦いがしやすいように、後ろで編み上げられている黒髪。自然と凛り々りしさが伝わってくるような、清せい冽れつな印象を与える相そう貌ぼう。

　その表情は、昔の泣き虫のリディアとはかけ離れた力強いものだったが──

　ニコラを見つめる大きな目だけは変わっていない。

「リディア……」

　ニコラもあらためてその少女の顔を見て、確信した。

「久しぶりですね、兄さん」

　戦い慣れた剣士の風貌の中にも、ニコラがよく知っている妹の雰囲気がわずかに残っている。

　だが、そんな少女は臆することもなく、剣をニコラの側に向けている。

　そして、リディアはわずかに笑みを浮かべて、こう付け足した。

「わたしはとても強くなりましたよ」






　２話　使徒の兄弟









「まさか、兄さんがアチェロ程度とはいえ、使徒シビリエに選ばれるだなんて思っていませんでした。十年という歳月は長いものですね」

　リディアはゆっくりと馬から地面に足を下ろした。

　ベルトには細身の剣が二本提げられている。ニコラより二歳年下の十五歳ということもあるかもしれないが、背は決して高いとは言えない。

　だが、その表情にはたしかに使徒としての矜きよう持じのようなものが見てとれた。

「あの泣き虫のリディアが使徒になっているとは思わなかったぞ」

　ニコラもゆっくりと馬から地面に降りる。

　それから戦いの場となる周囲の様子を確認する。

　場所は一直線上の道だ。道幅は五メートルほどで、両側には屋敷の壁が控えている。剣を振るうことは可能な幅だが、戦わずに離脱するようなことはかなわないだろう。

　妹と出会えた喜びよりも、戦場の確認にニコラの頭は働いていた。

　──俺はリディアを妹じゃなくて使徒として見てるな。

「お前がカクトゥスの使徒シビリエだっていうのは、本当みたいだな。選ばれた武人としての闘気を感じる」

　ニコラは大剣ヴィクトリアを抜いて構える。

　新しい剣で最初に切り結ぶかもしれないのが実の妹というのは、奇妙な因果だとは思うが、戸惑いはない。

「そうですよ。十年前、兄さんたちとはぐれたわたしは、もちろんカクトゥスにすぐに捕まってしまいました。ですがね、そこでリオノーラ様に拾われて、育てられたのです」

　リディアは思い出をなつかしむように遠い目をした。




　十年前の逃避行のあの日、森の中で一人になってしまったリディアは簡単に追手に捕らえられ、城の地下にある牢ろうに入れられた。

　兄のニコラの手を離してしまったばかりに、自分だけがこうして殺されてしまうのだ。

　アチェロから、この牢獄まであまりに遠すぎる。兄のニコラだって子供だ。来られるわけがない。

　そして、牢に入れられてから二週間ほどが経たったある日のこと。

　いつものようにうなだれているリディアの頭に影が差した。

「助けて……」

「おぬしは助けてほしいのか？」

　予期しない子供の、それも少女の声だった。

　リディアが顔を上げると、自分とほとんど変わらないような少女が立っていた。

　だが、絶対に罪人ではない。その衣服が王家の紋章の入ったものだからだ。

「おぬしがわらわのために尽くしてくれるなら、助けてやってもよいぞ」

　王族とおぼしき少女はたしかにそう言った。

「ただし、わらわを決して裏切らず、バカにしないと誓わねばならんぞ。でなければ、おぬしは罪人として処刑されておしまいじゃ」

「お、お願いします！　わたし、何でもします！」

　檻おりに手をやって、叫んだ。

　この少女に頼るしかない。

「わかった。今日からおぬしはわらわの僕しもべじゃ」

　少女はカギを取り出す。

　そして、簡単に牢を開いた。

　おそるおそる、リディアは牢から出た。

「わらわには、壮大な夢があるのじゃ。みんな、子供のたわごとと思って、聞こうともせぬ。わらわは真剣なのに……」

　何かを思い出したのか、悔しそうに少女は顔をしかめた。

「夢って、いったい……？」

「このセレンディア島を一つにまとめた大国家を作ることじゃ。アチェロとかフラゴラとかそんな国はいらぬ」

　それは、セレンディア島を征服するということだろうか。リディアには意味がいま一つ飲みこめなかった。

「ぽかんとしておるの。まあ、凡人にはそれが普通の反応であろうな」

　少女は顔を低い天井のほうに向けた。だが、その目は壁を突き抜けた、はるかな空を見上げているようにリディアには見えた。

「この島はもともとセレンディア王国という一つの国家であった。ならば、もう一度その形に戻してやって何がおかしい？　いつまでも分かれておる必要などないのじゃ」

　にやりと、悪わる巧だくみでもするような目をして、その少女はリディアの顔に視線を移す。

「じゃから、わらわがこの島を一つにするのじゃ」

　その言葉にはよくわからない説得力があった。

「あの……あなたの名前は……？」

「リオノーラ、この国の王女じゃ」

　王女──顔を見たことはないが、その名前はリディアですら知っていた。

「そして、今日からおぬしが仕える君主の名前じゃ」

　その日から、リディアはリオノーラに尽くすことを決めた。

　この国で、自分を守ってくれる家族はいない。兄のニコラも助けに来てはくれない。

　でも、リオノーラだけは自分を守ってくれる。




「リオノーラ様はわたしが立派な神しん術じゆつ師しになれるように鍛えてくれただけでなく、断絶しかけていた貴族、セリクウェール家の養女にもしてくれました。今のわたしは幸せです。あの時、兄さんが手を離してくれて感謝しているぐらいですよ」

　リディアの顔にも言葉にも過去を恨むようなところは、少しもない。

　むしろ、リオノーラに目をかけられ、自分が使徒シビリエとして育っていった過程を誇っているようですらある。

「そして、四し聖せいの一人に選ばれて、使徒にまでなれたというわけです」

　四聖とは【槍やり姫ひめ】リオノーラが組織した、カクトゥス内でも精鋭中の精鋭といわれる四人の神術師だ。そして、その四人全員がリオノーラとともに使徒に選ばれている。

　リディアは剣を一本抜いて、ニコラのほうへと向けた。

　その剣の柄つかには宝石がきらめいている。リディアの聖せい遺い物ぶつだろう。

「おかげで兄さんともこうして力試しができます」

　リディアの顔にも兄と戦うためらいはないようだった。

　ただ、ニコラにも、疑問はある。

「なあ、どうしてここで戦わないといけないんだ？　会場はもっと先だろ？」

「使徒シビリエ同士が一対一で戦うんですから、場所がどこであろうと構わないでしょう？」

　リディアは剣を下ろしはしない。

「どうせなら、お前とは正規の場所でやりたいんだけどな」

「あら、兄さん。もしかして──」

　くすくすとリディアはからかうように笑う。

「わたしと戦うのが怖いんですか？」

「違うさ」

　ニコラはリディアをにらむ。

「仲間のことが気になるんだよ」

　自分はアチェロの使徒だ。

　リディアと戦うよりも、それ以上にアチェロの使徒たちを放ってはおけない。自分が間に合わないまま、アチェロの敗北なんてことになれば、死ぬまで悔やむことになるだろう。

「なんだ、兄さんもアチェロっていう自分の国のことしか考えないようになってしまったんですね」

　少し皮肉めいた調子でリディアは言った。

「俺はアチェロの使徒なんだから当然だろ」

「まあ、わたしにはどちらでもいいことです。兄さんの気持ちはよくわかりました。早く会場に行きたいということですね」

　ニコラは小さくうなずいて、返す。

　リディアは右手で持った剣をニコラの前へ突き出した。

「だけど、兄さんを会場へ行かせたくないんですよ、わたしは」

　リディアの目に先ほどのような笑みはない。

　その目にはニコラを止めたいという意志が垣かい間ま見えた。

「どういうことだ？」

　ニコラにはリディアの意図がわからない。

「言葉の通りの意味です。わたしは兄さんをあそこへ行かせたくない。血を分けた妹がかけることのできる最後の情けです」

「どうしてだ？」

「今いま頃ごろ、中央神殿のほうは、悲惨なことになっているからですよ。おそらく、アチェロの使徒は全滅しているでしょう」

　起こったことを話すような口ぶりでリディアは続ける。

「まだ試合ははじまったばかりのはずだろ。勝手に断定するんじゃねえよ」

「常識的に考えれば、すぐにわかりますよ。さて、兄さんにはここで負けてもらいます。それなら、仲間の無様な姿を見なくてすむでしょう？」

　もう、話し合いの余地はない。

　兄と妹、立っていられるのはどちらか一人のみ。

「だったら、力ずくで通ってやる！」

　ニコラが動いた。

　相手の神術が何かわからないので、まずは剣を使った接近戦を試みる。

　それに、新しい剣がどこまで使えるものか早めに確かめておきたかった。

「うおおおおおぉぉぉぉぉっっっ！」

　まず、正面から一いつ閃せん。

「その大剣を振り回せるだなんて、なかなかできるようですね！」

　リディアも細い剣でニコラの攻撃を受ける。その勢いを殺しきれず、押されながら後ろに数メートル下がった。

　ヴィクトリア──勝利を意味する言葉を、名前として与えられた剣だ。

　わずかに振っただけでニコラは剣の実力を実感した。

　まるでメッキの模造品を使っているのかと思うほどだ。一度、勢いがつくと重さもほとんど気にならない。

　これまでのファルシオンは切り裂くというより、その重量を使って、叩たたき斬きる剣だった。だが、この剣は違う。ファルシオン以上の大剣にもかかわらず、たしかに斬る剣だ。

　そして、柄も長年愛用していた剣のように、手になじんでいた。

「これなら、いけそうだな！」

　再び、ニコラはリディアとの距離を詰める。

　神術を用いない単純な剣技だけの勝負なら、このまま押し切れそうだ。これまで使っていたファルシオンも相当な名剣のはずだが、それをはるかに上回る質の良さを感じる。

　リディアに強烈な一撃を次々に振り下ろす。

「くっ！」

　リディアも決して無力というわけではない。確実にニコラの剣を自分の剣で受け止める。もし、使徒シビリエではなく、未熟な剣士であれば、すでに勝負はついていたはずだ。

　だが──体格の差に加え、剣の重さが違いすぎる。

　ニコラの勢いまでを止めることはできない。

　リディアはニコラの一撃を受けるたびにバランスを崩す。そのせいで攻撃に転じようとしても、攻撃の態勢に入れない。

　これなら神術を使わずにリディアに負けを認めさせることもできるかもしれない。

　ニコラの雷撃の神術は威力の加減が難しい。

「次で決めてやるっ！」

　ニコラは確信して、一気に踏みこんだ。

　道での戦闘のため、前後に移動はできるが、左右を壁にはばまれて逃げきる場所はない。

「いけえええええぇぇぇぇぇっっっ！」

　思いきり、斜め上から剣を振りおろし、リディアの剣を弾はじき飛ばそうという狙ねらいだ。

　だが、リディアもその意図を読んだらしい。

「その手には乗りせんよ！」

　リディアは地を蹴けると、道の隅にある壁に向かって跳んだ。

　そして、壁をさらに強く蹴り、空を舞うように高く跳ぶ。

　踏みこんでいたニコラの剣も空を切った。

　リディアはニコラを引き離したところで、着地。

　この距離で即座に次の攻撃に移ることはニコラにもできない。

　一度、仕切り直しだ。

「なるほど。兄さん、やりますね。カクトゥスでも使徒シビリエになれるかもしれませんよ」

　他ひ人と事ごとめいた言葉で、リディアはニコラを褒めた。

「そりゃ、そうだろ。お前より強いんだからな」

　今はリディアに機転をきかされて逃げられたが、ニコラが押していることに変わりはない。

「わたしも本気を出させていただきます」

　くすり、とリディアは笑うと──

　もう一本の剣を左手で抜いた。そちらの剣の柄には宝石の装飾が見えない。聖せい遺い物ぶつではない、普通の剣なのだろう。

「何のつもりだ？」

　右手にも剣はまだ握られている。両手に剣がある格好だ。

「わたしは、二刀流なんです」

「これまでは出し惜しみだったってことか」

　ニコラは一瞬だけ苦い顔をする。そこまですぐには勝たせてくれないらしい。

「兄さんに言われたくないです。兄さんだって、剣だけでわたしを倒そうとしていたじゃないですか。神術でわたしを殺すのが怖いんですか？」

「使う必要があるか見極めていただけだ」

「だったら、覚悟を決めたほうがいいですよ！」

　今度はリディアのほうが仕掛けた。

　二本の剣を体の後ろに向けて、ニコラの下もとへと走りこむ。

　まるで、鳥がはばたく前のような見た目だった。

「真っ二つにならないように気をつけてくださいねっ！」

　ニコラに接近すると、リディアは二本の剣を前に交差するように振った。

　そのタイミングは完全に左右同時。

「くっ！」

　二本の剣を一本の剣でどう止めていいか、少しでも迷えば、それが命取りになる。

　仮に片方だけを止めたとしても、もう一方の剣でその剣をはじかれるかもしれない。

　ニコラは身を引く。

　剣を二本ともかわせたものの、体が後ろによろめいた。

　重心が背後に来てしまい、攻めに移れない。

「腰が引けてますよ、兄さん！」

　そんなニコラに対して、リディアはとめどなく二本の剣を繰り出してくる。

　それは見事な剣舞のようだった。

　ニコラは自分の前に振り下ろされる剣をその都度、大剣で止める。

　だが、一度剣を防いだと思った時には、もう片方の剣が襲ってくるので、攻めに転じる隙すきが見つからない。

「どうしたんですか？　その大きな剣は防御用なんですか？」

　攻撃をじっくり読む余裕はニコラにはない。

　これまで戦ったどの神しん術じゆつ師しや剣士とも違う動きだった。

　一人を相手にして戦っているとは思えないほどに、リディアの細身の剣がニコラの体を狙ねらう。

　軍事国家カクトゥスの使徒シビリエに選ばれた理由がわかる攻撃だ。

「早いうちに挽ばん回かいしないとな……」

　ヴィクトリアは見た目以上に軽やかな攻撃ができるのだが、防御をしていると、体にわずかな疲労感がある。

　コーゾンがヴィクトリアは神術の威力を高めるが、力を吸いとるとも言っていた。それのせいだろう。剣を持っているだけで、ニコラの体力が消耗させられているのだ。

　そのせいか、じわじわとその重量が手や腕にかかってくる。

　受け身にまわって初めて、ニコラはヴィクトリアの重さを感じていた。

　太い剣は相手の渾こん身しんの一撃を止めるのにはよいが──数をしのぐのには向いていない。

　体力を消耗する前に、どうにか手を打ちたいところだ。

　リディアの右手の攻撃を止める。

　間髪を容いれず、リディアの左手の剣の攻撃が来る。

　ニコラは地を蹴けった。

　そして、防御の姿勢もとらずに、後ろへ跳んだ。

「えっ!?」

　リディアが驚きの声をあげた。

　ニコラがリディアの間合いから離脱した。

「わたしの間合いから逃げるだけで、勝てると思っているのですか？」

　厳しい目でリディアはニコラを見つめる。

「これだけ攻撃を受け続けても、ジリ貧になるだけだからな」

　接近戦での勝負であれば、二刀流のリディアに明らかに分がある。

　ニコラが勝機をつかもうとすれば、リディアと異なる間合いから攻めこむしかない。

「俺も全力で行くぜ」

　ニコラは不敵に笑う。

　行方知れずとなっていた妹が、生き延びていて、こんなに強い武人になっていたのだ。

　妹と戦うのはつらいことのはずなのに、わずかだが、うれしいという感情が胸の中に湧わき起こっていた。

「全力でやっても、無駄だと思いますけどね」

　リディアは顔をしかめた。

　ニコラは兄だから妹のリディアに勝てると思いこんでいる。

　カクトゥスの使徒シビリエと、アチェロの使徒では同じ使徒でも格が違うとリディアは信じていた。

「まあ、いいです。すぐに、わたしの間合いまで詰めてあげますから！」

　休みなく、リディアはニコラの下もとへと駆けた。

　一方、今度はニコラもリディアに迫る。

　一気に、剣で勝負を決しようとするつもり──ではなかった。

　ニコラはすでに神術の二重暗唱を開始していた。

　高速で呪じゆ文もんを暗唱することで、結果として強力な神術が使える。

　両者の距離が縮まっていく。

「行きますよ、兄さん！」

　おそらく、リーチの長いニコラの大剣の一撃をどちらかの剣で防ぎ、直後にもう片方の剣を使うつもりだろう。

　だが、ニコラはその大剣でもリディアにまで届かないようなところから、剣を一いつ閃せんする。

「〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　火花を散らした雷撃が、ニコラの剣の先端からリディア目がけて、飛びかかってゆく。

　その速度はリディアの足などよりはるかに速い。

　──目的は斬きることではない。

　天てん精せいスーの神術を打つことだ。

　ニコラの雷撃がリディアを狙ねらう。

　この距離であれば、リディアはその一撃を身に浴びるしかない。

　そして、雷撃はリディアの体にぶつかる。

　だが──リディアの足は止まらなかった。

　雷撃がリディアの体に吸収されるように掻かき消えた。

　まったく神術が効いていないようだ。

「な、何っ！」

　即座にニコラは剣を体の前に戻し、足も止める。

　すぐに、右斜め後方へ跳ぼうとした。

「えええぇぇぇいぃぃっっ！」

　リディアの右手の一撃は避けながら止めたが、左手の剣はニコラの右足をとらえた。

　今度は腿ももに切り傷ができた。

　幸い、傷が深くないので、動くことはできそうだった。

「兄さん、神術が効かずにおかしいと思いましたか？」

　話しながら、リディアはまた剣を構える。

「わたしは神術を攻撃ではなく、体に神術を打ち消す膜を張ることだけに使っているんです。天精スーの神術を使うフォン・リッター家の血筋らしくね」

　一瞬、リディアの体に雷撃の膜から飛ぶ火花が散った。

「弱い神術なら弾はじいて止めてくれます。とくに同じ属性の天精スーの神術なら、中和して、まったくダメージになりませんよ！」

　リディアは神術を剣技の補助のためだけに利用したのだ。

　その結果、生まれたのが、敵の神術にも止まらずに猛進する獣のような剣士だ。

「カクトゥスにはもちろん、セレンディア島にも、わたしより強い剣士は存在しません。ただの剣士であれば、どれだけ武勇にすぐれていようと、強力な神術の前にはひとたまりもありません。ですが、わたしにはその神術も効きません」

　再び、リディアが攻勢に転じる。

「くそっ！」

　ニコラはどうにか一本の剣で二刀流の攻撃を防ぐ。

　しかし、こんなことを続ければじわじわと体力が落ちてくるのは明らかだ。ヴィクトリアは体力の消耗が激しいので長期戦には向かない。

　ニコラはとめどなく襲ってくる二本の剣に耐えながら、状況の把握につとめた。

　天精スーの神術で、リディアの膜を破ることはできない。

　ならば、剣だけで倒すしかない。

　だが、そんな隙すきを作り出す方法が見つからない。

「兄さん、負けを認めたほうがいいですよ。攻撃を振るうチャンスなんて、わたしは絶対に与えませんから！　神しん術じゆつ師しとしての訓練の時間をわたしは剣技だけに費やしたんですよ！」

　リディアは確かな自信を持って、剣を振るう。

　武人としての特訓をはじめたのは七歳の時。同い年のリオノーラにこう言われたのだ。「何か一つのことでよいから完かん璧ぺきまで極めよ」と。

　すべてのことができる必要はない。適材適所でその人間が活躍できる場所を与えてやる。それはいつか王となる自分の役目だ──そうリオノーラは言った。

　その言葉を信じて、リディアはあまり見込みがないと思った天てん精せいスーの神術を早々と切り捨てた。

　カクトゥス国内では彼女のことを落ちこぼれと言う者もいたが、リオノーラだけは絶対に笑うことはなかった。「おぬしの決断をわらわは尊重する」とリオノーラは言ってくれた。

　そして、カクトゥスの中で、誰だれも追随できないような剣士にリディアはのし上がった。

「もう、諦あきらめたらどうですか？」

「誰が諦めるかよ！」

「心配しなくても、命までとるつもりはありませんよ。フォン・リッター家の聖せい遺い物ぶつが剣であることは知っています。それを壊せばわたしの勝ちです」

　聖遺物がなくなれば、神術師は何も力を使うことができない。剣技が戦闘の中心のようなリディアのケースは例外だ。聖遺物がなくなれば、事実上の敗北と変わらない。

「……そうか！」

　だが、リディアの言葉が、ニコラに光明をもたらしてくれた。

「しゃべりすぎたな、リディア」

　ニコラの顔に笑みが宿る。

「どういうことです？」

　押されているにもかかわらず、笑うニコラにリディアはむっとした顔になる。

「お前の聖遺物を破壊すれば、神術で身を守ることだってできないよな」

　何も難しいことはない。攻撃対象をリディアから聖遺物の剣へと変えればいいだけのことだ。

　右手の剣の柄つかに埋めこまれている宝石、それを壊してしまえば聖遺物の効果もなくなる。

　リディアの守りを突破すれば、攻め入る方法だっていくらでもある。

「原理的には、その通りです。だけど──」

　リディアはこれまでよりも、一歩踏みこみ、右手の剣を振るう。

「兄さんはわたしの剣を壊せるほどに踏みこめますかね？　そんな実力が兄さんに備わっているようには見えませんけれど」

「ちっ！」

　リディアの一撃が、ニコラの腕をかすめた。

　かすり傷ではあるが、ニコラの手に傷が増える。

　左からの剣は、どうにか大剣で食い止めた。

「兄さんは体力がもたないはずです。そんな重そうな剣でわたしと同じ時間、戦えるわけがありませんから」

　長期戦になればなるほど自分とニコラとの体力差は開いていく──リディアの頭にはそんな算段があった。

　そんなリディアの頬ほおにも、うっすらと汗が伝っている。

　ニコラほどではないとはいえ、リディアにも多少の疲労は見えている。

「お前は体力切れを狙ねらってるんだろうな」

　それなら自分のほうに分がある。

　そう、ニコラは思った。

「だったら、俺のほうが有利だ」

「負け惜しみを言ってもはじまりませんからね！」

　リディアはまたニコラに剣けん戟げきを加えてくる。

　激しく動くリディアの動きを追いながら、ニコラは攻撃を防ぐ。

　多少の傷はやむをえない。血が抜けすぎて、動きが鈍らなければそれでいい。

　その間に、十分もの時間が経過していた。

「どうなってるんですか……？」

　まだ、リディアの二刀流の攻勢は終わることがなく、続いている。

　ニコラは淡々とその攻撃をしのぐばかりだ。

　なのに、リディアの表情からは余裕がなくなっている。汗の量が増えて、髪も湿っていた。

「こんなに攻撃してるのに、全然倒れないなんて……」

　リディアの攻撃が効いていないわけではない。

　確実にニコラに傷を与え続け、満まん身しん創そう痍いと言っていいほどの状態にまで追いこんでいる。

　有利なのは間違いなくリディアだ。すぐにでも、ニコラは負けを認めてもおかしくない状況のはずなのだ。

　なのに、その終わりがやってこない。

　まるで体力が無む尽じん蔵ぞうにあるように、ニコラは剣を構え、リディアと対たい峙じする。

「おかしいですよ……」

　こんなはずではなかったのにとリディアは思った。

　自分の剣技で兄を殺さずにすませられるかもしれないと考えていたのに。

「なんで倒れないんですか！」

　リディアは細身の剣を振るう。

　もはや数えることもできないほどの剣の傷がニコラの腕にできている。

「ここでわたしが兄さんに勝てば、兄さんは仲間が死んでいく様を見ることもなければ、ほかのカクトゥスの使徒シビリエに命まで奪われることもないはずだったんです。だから、早く倒れてください！」

「ダメだ。俺は仲間の下もとにたどりつかないといけないんだよ。会場入りする前にリタイアなんてできるわけないだろ」

　傷だらけではあるが、ニコラの頭は冷静だった。

　新しい剣には完全に慣れた。

　疲労は蓄積しているだろうが、集中力がそれを補っていた。

「もう、負けを認めてください！」

　リディアの動きが次第に大味になってきている。

　それは、経験と体力の差だった。

「俺はお前より強い。守るものがたくさんあるからな」













　平然とニコラは言い放つ。

　ニコラは今でもリディアを負かすつもりだ。

　ここで敗退するだなんて考えは微み塵じんもない。

「次で決めます！」

　リディアはニコラから距離をとる。

　もう一度、二本の剣を体の後ろに構える。

「悪いのは兄さんですからね」

　ニコラもヴィクトリアを構える。

　次の一撃で勝負はつく。

　リディアが疾走する。

　ニコラも同時に走る。

　──動きが大味な今ならばリディアの聖せい遺い物ぶつに神術を決められる。

「うおおおおおぉぉぉりゃあああああぁぁぁぁぁっっっ！」

　リディアが二本の剣をクロスさせて、ニコラを斬きり刻もうとする直前に──

「食らいやがれっ！〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　雷撃をリディアの右手に叩たたきこむ。

　蛇というよりは針金のような雷撃が、リディアの剣に埋めこまれた宝石を、打ち砕いた。

　途端に、リディアの身を守っていた雷の膜が消える。

「ひゃっ！　きゃあああぁぁぁっっっ！」

　リディアの右手に激痛が走った。

　左の手からも剣がこぼれる。

　リディアの首に──ニコラは剣を突きつける。

「この勝負、俺の勝ちだな」

　ニコラは兄らしい、落ち着いた笑みで言った。

　神術も使えず、武器も落としたリディアに勝機は残されていない。

「わ、わたしの負けですね……」

　リディアは弱々しく笑いながら、両手を挙げた。

「お前は卑ひ怯きようなことはしないと思うから、剣までは奪わずにおいてやる」

　アチェロの使徒シビリエのところへ向かわないといけない。

　神殿のほうを見て、ニコラは走り出そうとした。

　だが、そんなニコラの腕をつかむ者があった。

「兄さん、行かないでください」

　振り向くと、リディアが必死にニコラの腕をとっていた。

　その瞳ひとみは先ほどの戦闘がウソかと思うほど、か弱くうるんでいる。

　ニコラは幼い頃ころに何度も見たリディアの表情を思い出した。

「アチェロの仲間が待ってるんだ。〈統一戦争サクセツシヨン〉はお前に勝って終わりじゃないからな」

　ニコラは昔に戻ったような、妹のはかなげな表情に、できる限りの力強い笑みでこたえる。それでも、リディアのわがままに付き合うわけにはいかない。

「そんなことは、わかってます……」

　悲しそうな目でリディアは言う。

「あそこに行ったら、兄さんは絶対に殺されます！」

　危機が差し迫っていることを知っているのか、リディアの顔にはわずかの余裕もない。

「わたしも詳しいことはわかりません……。ですが、あそこには禍まが々まがしい空気があふれていました……。きっと、あれは──」

　リディアの言葉が途切れ、視線がニコラの背後に向いた。

　ニコラも瞬時に後ろを向く。

　強い殺気が彼をとらえていた。

　禍々しい空気もこれまで以上に強い。

　そこに立っていたのは、魔女。

　シエヌ・パッサートだった。

　冷たい目で、ニコラとリディアのほうに酷薄な笑みをのぞかせている。

「お前、どうしてここに……？　会場にいるんじゃないのかよ……？」

　シエヌはニコラの質問には答えず、その右手を巨大な緑のヘビに置き換えた。

　ヘビは道をふさぐほどの図ずう体たいにふくれあがり──ニコラの乗っていた馬を丸まる呑のみした。

　一瞬のうちに馬は溶かされたのか、抵抗をする様子も見せないまま消えた。馬が一頭入ったとは思えないように、ヘビの体は元のサイズに戻っている。

　ヘビはリディアのほうにまで襲いかかっている。

「もうっ！」

　リディアは表情を歪ゆがめながらも、そのヘビを斬きり殺した。

　ニコラはぞっとした顔で、その光景を見ていた。

　どうして、シエヌがカクトゥスの使徒シビリエであるリディアまで襲うのか。

　シエヌはヘビになってないほうの手で、自らの髪を抜いた。

　それを、地面に放つ。その一本一本が、また、巨大で醜悪なヘビに変化していく。

　周囲が無数のヘビで埋め尽くされる。

　ヘビたちは一斉にニコラのほうに押し寄せてきた。

　地面を這はっているとは思えないような速度だ。

「くそっ！　何なんだよ、これ！」

　ニコラもすぐに剣を構え、口を開けて襲いかかってきたヘビの一体を切る。

　そのヘビの口の中は深い闇やみとつながっているような漆黒だった。

　いや、まさに闇とつながっているのかもしれない。ヘラの操る外典アポクリフアの神が闇の世界に敵を引きずりこもうとしたように。

　一体を止めることはできても、数が多すぎた。

　切っている端から次々にほかのヘビが跳びかかってくる。

「くっ……！　こんなところで余分な力は使いたくないのにな……」

　このままでは、いずれ馬と同じように呑のみこまれる。

「いいかげんにしろよ！〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　ニコラが剣を振るうと、その先端から稲光が散っていく。

　直後、眼前のヘビたちは簡単に吹き飛ばされ、消滅した。

　だが、側面からもほかのヘビたちが襲いかかる。

　攻撃で隙すきができた。防御は間に合いそうにない！

「兄さんっ！」

　リディアが落とした一本の剣をとって、ニコラに噛かみつこうとする寸前のヘビを胴体から半分にした。

「あ、ありがと……リディア……」

　リディアの助けがなければ危なかった。

「礼はあとです……。あいつを倒さないと……」

　ヘビの大本であるシエヌ本体をつぶさないときりがないが、眼前のヘビの相手だけで精一杯だ。

「カクトゥスは正々堂々と戦う国じゃなかったのかよ！」

　ニコラは雷をまとった剣で二体を同時に葬る。

「シエヌの意図はわたしにもわかりません！」

　ニコラはヘビからシエヌのほうに目を向ける。

　危険はともなうが、道を切り開くにはそれしかない。

　仮に自分の身を守れたとしても、リディアまで守り通せるかもわからない。

　十年前、森を逃げた記憶がフラッシュバックする。

　今度は、リディアを守るのだ。

　自分は十年前のような無力な子供ではないのだから。

「シエヌ、何のつもりなのか知らないが、俺の妹まで狙ねらってるなら、ただじゃすまさないからな」

　剣をしっかりと握りなおす。

　マルス島で岩と土でできた塔を貫いた、〈戟ゲキ雷ライ霆テイ〉の準備だ。

　あの一撃でシエヌを貫く。

　二重暗唱を開始する。

　一瞬だけ、ニコラはリディアに目をやった。

「十年前、俺はお前を守れなかった。でも、今は違うからな」

　今のニコラの力は、確かにリディアを救うために手にしたものだ。

「兄さん……」

　シエヌもニコラからの殺気を感じたのか、注意を向けている。迎撃する用意があるということだろうか。

　だからといって、このまま後手にまわっても窮地を切り抜けることはできないのだ。

　そして、ニコラが剣を構え、

「〈戟ゲキ雷ライ霆テイ〉！」

　シエヌ目がけて突進する。

　構えたヴィクトリアには、雷撃が宿る。

　そして、シエヌの体を一突きで貫く。

　腹に空いた大穴から血がしたたり落ちる。

　完かん璧ぺきな一撃が決まった──はずだった。

　だが、シエヌの生命力がそれを凌りよう駕がしていた。

　シエヌは苦痛を顔に表しながらも、みずからの手を巨大なヘビに変化させる。

「ウソだろ……？」

　そのヘビが即座にニコラの首元を狙ねらう。

　この至近距離では回避もできない。ニコラが思わず目を閉じそうになったその時──

「詰めが甘いわね」

　聞き慣れた声がした。

　シエヌの後ろにある路地からエルザが顔を見せる。

　エルザはすぐに外典アポクリフアの神術の詠唱を開始する。

「調ちよう伏ぶく乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎや乃くの罪ざい人にん仁に向む計け天て、溶と可か志し焦こ可が世せ！」

　地面から黒い炎が湧わき上がり、シエヌの周囲を包んだ。

　すると、シエヌの顔にだんだんと鱗うろこのようなものが現れはじめる。

　顔も青ざめているような緑色のものに変わっていく。

「さあ、正体を見せなさい、偽者！」

　シエヌの体は完全に崩れた。そのあとには黄と黒の縞しまのある弱ったヘビが残っていた。

「死になさい」

　エルザは鞘さやから剣を抜き放つ。

　そして、そのヘビの息の根を完全に止めた。

「火で焼こうとすると大変だけど、包んで高温で蒸し焼きにしちゃえば、どうってことはないわね。ヘビは高温に弱いから、熱が強くては生きられない。外典の眷けん属ぞくのヘビといえども、例外ではないわ」

　エルザは走ってきたせいで、スカートについている土ぼこりを叩たたいて払っている。シエヌに化けていたヘビがいなくなったことで、緊迫した空気も少しはやわらいだ。

「でも、ヘラの蜂はちは死んだあとに消えてなかったか？」

　ヘラが呼び出した蜂ならば、死し骸がいはすぐに消滅していたはずだ。

「それは神術で、闇やみから大量に生み出した蜂でしょう。たとえば、さっきの姉さんの偽者が呼び出したヘビは死んだあとに消えたわよね」

　たしかにシエヌの偽者が呼び出した無数のヘビの姿はどこにもない。

「いくら、姉さんと言っても、本人の偽者を神術で生み出した上に神術の蛇を作るのは、力の消耗も激しいはずよ。だから、本物のヘビを眷属として使役することで、力の節約をしているわけよ。だから、本物が元になっているほうは消えなかった」

　本体が生身のヘビである以上、その性質からは逃れられない。エルザはその弱点を突いたのだ。

「偽者がこの一人という確証はないけれど、急場はしのげたようね」

　当面の敵は倒したと判断したのか、エルザは剣を鞘さやに収めた。

　危機が去ったとはいえ、問題が解決したわけではない。カクトゥスとの戦いは当初の想定を逸脱しはじめている。

「わたしにもよくわかりません……。数日前からシエヌの分身の姿が目立つようになって……。ただごとではない気がするんです……」

　リディアの表情はニコラに負けた直後よりもさらに曇っている。

「あなた、ニコラの妹ね。カクトゥスの使徒シビリエが悪い予感と言うのだから、よほどまずいことになっているようね」

　もう、エルザの意識は会場に向いているらしく、リディアとニコラに背を向けると、

「ニコラ、時間はあまりないわ。すぐに会場に向かうわよ！」

　ニコラは走り出す前に、リディアに目をとめた。

「リディア、お前は〈統一戦争サクセツシヨン〉の参加資格を失った。シエヌの分身が来ないような安全な場所に隠れてろ」

　ニコラはリディアの身を案じながら言った。

「危ないです、兄さん……」

　リディアは、ニコラの腕をつかんで引き止めようとする。

　だが、そのリディアの手は空を切った。

　その前にニコラの手がリディアの頭に乗る。

「必ず生きて帰ってくるからな」

　そっと、ニコラはリディアの頭を撫なでた。

　十年前に、そうしてやっていたように。

　不意に、リディアの頭になつかしい記憶が蘇よみがえってきた。

　自分は泣き虫でいつも、いつも、つまらないことで涙を流していた。

　でも、泣き声をあげるのは悲しいからだけじゃなかった。

　泣いていれば、必ずニコラがやってきて、慰めてくれるからだ。その頭をやさしく撫でてくれるからだった。

　そんななつかしい兄の姿を思い出し、リディアは今の言葉を信じようと思った。

「約束、守ってくださいね……」

「わかってるよ、絶対に守ってやる」

　それから、ニコラは少し表情を硬くして、

「あの森の時みたいに、約束を違たがえたりはしないから」

　リディアも吐息のような小さな嗚お咽えつを漏らした。

　国境に近い森で、ニコラがリディアの手を離してしまったから、二人の人生はまったく別のものになってしまった。

　それはこの十年間、ずっとニコラの胸の底に後悔となって沈ちん澱でんしていた。

「今度はウソじゃない。信じていてくれ」

　何も言わずにリディアはうなずいた。

　すべてをニコラに託そう。

　ニコラならきっとやってくれるはずだ。なにせ、カクトゥスの使徒シビリエになるほどまでに強くなった自分に打ち勝ったほどなのだから。

　今のニコラは自分を裏切ったりはしない。

　少しばかり離れていても、また戻ってきてくれる。

「ニコラの妹さん、あなたのお兄さんはちゃんと約束を守るわ」

　微笑を向けて、エルザは言った。

「あっ、あなたは……」

「エルザ・パッサート、アチェロの外典で、シエヌ・パッサートの妹よ」

　エルザの表情が引き締まったものになる。

「行くわよ、ニコラ！」

　二人は中央神殿に向けて駆けだした。




　天境国首都のヴェースラントは街にしてはやけに活気がない。

　まるで、戦場になり荒廃してしまったかのような、寒々とした雰囲気だった。

「外典の神術について調査していて時間を食ったわ。ヘラは姉さんのことでまだ気になることがあるって言って、さらに残ってた。あの子、頑固だから、何を言っても聞かないのよ」

　エルザは仕方ないと、諦あきらめ気味に言った。

　ニコラは走りながら、周囲に気を配っている。

　先ほどのようなシエヌの偽者がまた襲ってこないとも限らない。

　ニコラはフラゴラの街でのシエヌの宣戦布告を思い出す。

　戦う前からあいさつに来るような律儀な敵が、奇襲を行うとは思えなかった。

「ヘビを使うのはたしかに姉さんの神術だけど、こんな卑ひ怯きようなことを姉さんが好きでやっているとは思えないわ」

　わずかにエルザの顔が曇る。

「調べた限りでは確証が持てなかったけれど、もしかすると、姉さん以上に恐ろしい何かが関かかわっているのかもしれない」

　エルザの言葉を聞いて、ニコラも背筋が寒くなった。

「あいつ以上に恐ろしいものなんてあるのか……？」

「たとえば…………神様とかかしら」

　エルザも自信がないのか、その言葉に力はない。

「神様が襲ってくることなんてありえないだろ。ヘラが出したハルシュメイユっていう神は、言うことを聞かなくなってたけど……」

　ヘラの心が乱れると、ハルシュメイユは術者であるヘラ本人を襲おうとした。神そのものを呼び出す外典アポクリフアの神術には、それなりの危険がともなうものらしい。

「でも、神を呼び出した神しん術じゆつ師しがやられたら、神も存在できなくなるはずだ。だから、シエヌより強い神様がいたとしても、戦う可能性なんてない」

「今は考えても仕方ないわね。私たちには目の前の戦いが控えてる」

　エルザが顔を前に向けた。

「そろそろね」

　目前にドーム型の大きな神殿が近づいてくる。

　中央神殿──あの前で、〈統一戦争サクセツシヨン〉が行われているのだ。

　ニコラも、厳しい表情になる。

「みんな、無事でいてくれよ」

「もしも、みんなが敗れていたとしても、私たちだけでもカクトゥスに勝たないといけない。そうしないと──」

　エルザは、少しその先を告げるのを戸惑ったが、結局、ゆっくりと口にした。

「──セレンディア島が滅ぶわ」

　エルザの言葉は少しも大げさではないとニコラは思った。

「覚悟してね、ニコラ」

　エルザはニコラを一いち瞥べつした。

「言われなくてもわかってるよ」

　戦いに怯おびえる武人などあってはならないのだ。

　エルザも表情を少しゆるめる。

「あなたの剣も新しくなったみたいだけど、強くなったのはあなただけじゃないわよ。私の新しい力もあとで見せてあげるわ」

「期待しておく」

　開かれた門の先に二人は入っていく。

　いよいよ、〈統一戦争サクセツシヨン〉の会場にたどりついた。






　３話　生徒会長の実力









　ニコラたちが入った門の先には、石でできた巨大な正方形の台がある。

　高さは地上から一メートルほど。石は真珠のように真っ白なもので、側面には、獣や蔓つる草くさの紋様が精巧に彫りこまれている。

　それが中央神殿の石舞台──年に数回、天境国の重要な儀礼の時にのみ使われる神聖な空間だ。

　その奥に控える中央神殿に祀まつられている神を喜ばせるために、様々な饗きよう宴えんを行う場だった。

　だが、〈統一戦争サクセツシヨン〉の会場となったその日はまったく様相が違っていた。

　壇上から発せられるのは、どぎついほどの殺気。

　そんな石舞台を外側から見守っているローブ姿の三人の男たちは審議官だろう。

　アチェロとフラゴラとの〈統一戦争サクセツシヨン〉の公式戦の時にも審議官をつとめていたシンクハイムの姿がある。シンクハイム以外の二人は、どちらも年若い男だった。

　──みんな、無事でいてくれ！

　ニコラは祈るような気持ちで、石舞台に視線を向けた。

　この距離なら、はっきりと状況がわかる。

　そして、ニコラは絶望的な気持ちに突き落とされた。

　シャンファが長い髪を垂らして倒れているのが、まず目に入った。

　それだけじゃない。フランも体をくの字に曲げて、動けないでいる。

　アチェロの加勢に来てくれたはずのライネルも腹ばいになって、倒れている。

「みんなっ！」

　現実を見せつけられたニコラが声を大にして叫んだ。

　エルザもその凄せい惨さんな状況に、思わず片手で口を押さえた。

「大丈夫です」

　一人だけアチェロ側で壇上に残っているトルマリーナが答えた。

　ダメージを負ってはいるようだが、二本の足でしっかりと踏みとどまっている。

「シャンファさん、フランさん、ライネルさん──皆さん、大きなケガはされていますが、いずれも命の心配はありません」

　いつも冷静なトルマリーナの表情も、わずかにつらそうだった。それもそのはずだ。目の前には三人の敵が無傷で立っているのだ。

　女が二人、男が一人、全員がカクトゥスの軍服を着ている。

「おっ、時間通りに来ないから、逃げたと思ってたら、今いま頃ごろになってやってきたみたいだね」

　カクトゥスの使徒シビリエの一人、短い赤毛の女が言った。

　残りの背の低い女と、目つきの鋭い男もニコラとエルザを一いち瞥べつした。

　ニコラはカクトゥスの使徒たちをにらみ返す。

　相手の様子を少し見ただけで、熟練の神しん術じゆつ師しということはすぐにわかった。

　一人ひとりがまとっている雰囲気が、生半可なものではないのだ。ライネルが出していた闘気のようなものより、さらに強い。それが三人も集まっている。

　舞台の外側にいるイーリスにニコラは声をかけた。

「会長、今、どうなっているんですか！」

「見ての通りですよう」

　イーリスがつぶやく。

「お前らが、残る四し聖せいの三人か」

　カクトゥスの使徒はリオノーラを筆頭に、その下の直属の部下四名が選ばれている。部下四名は、もともと四聖と呼ばれて、恐れられていた存在だ。

「一応、自己紹介をしておく。カクトゥスの使徒、メイラ・ファン・ダインよ」

　赤毛の女が言った。

「マーシャ・エル・オラだよ」

　小さいほうの女もそれに続いた。

「同じく、キンゼイ・オル・ターンだ」

　長身の男が口を開く。

　いずれも、ニコラがカクトゥスにいなくても、聞いたことのある名門の家柄ばかりだった。

「おお、やっと来おったか。てっきり、怖おじ気けづいて、逃げ出したと思っておったわ」

　石舞台をはさんだ向かい側からも甲高い声が響く。奥に視線を移すと、巨大で長い槍やりがすぐに視界に入った。

【槍やり姫ひめ】の異名を持つカクトゥスの王女にして、使徒シビリエ筆頭であるリオノーラ・シュヴァイク・フェン・ローゼだ。

　年齢はニコラたちと同じ程度だろうか。【槍姫】という異名にふさわしい軍服姿で、銀色の髪を後ろで一箇所に束ねている。

　三メートルに届こうかというほどの槍が、リオノーラのはるか頭上できらめく。威圧感のある槍だ。

　王族らしい堂に入った態度で、世界の君主の見本にしてもいいぐらい、威厳が備わっている。

「もっとも、こちらの四し聖せいの一人も勝手にこの場から去ってしまいよるし、五十歩百歩かもしれぬがの」

　リオノーラは笑う。

「お前がリオノーラだな。俺はニコラ・フォン・リッターだ」

「パッサート家の次女、エルザ・パッサートよ」

「そうか、そうか。わらわはリオノーラ・シュヴァイク・フェン・ローゼ、カクトゥスの使徒をまとめる立場じゃ。アチェロの者どもよ、誇り高きカクトゥスの使徒と戦えることを光栄に思うのじゃ」

「どうして、こんな大人数で戦ってるんだよ！」

「一人ずつやるのも面倒なので、わらわのほうから三人一気に出す代わりに、そちらの使徒も何人出してもよい──そんなルールで戦闘をはじめたのじゃ。まあ、現状はお前らの見ている通りじゃがな」

　たしかに戦局は言葉にするまでもなかった。

　すでにアチェロの側で舞台の上に立っているのは、トルマリーナだけだ。

「さほど驚くようなこともあるまい。順当な力の差というものじゃ。舞台で一人だけ残っているそこの女が弱いとは思わぬが、カクトゥスには勝てなかった、それだけのことじゃな。それにわらわのそばには、この女もおるしな」

　さっきまで誰だれもいなかったリオノーラのそばに、シエヌが姿を現していた。

　ふっと、会場の空気が一段と邪悪で、不穏なものに変わる。

　シエヌの、先ほど戦った分身と変わらない冷たい視線がエルザを見据える。

「姉さん……」

　エルザは手を握り締めて、つぶやくように言った。

　会場にいる者の中で、シエヌだけがほかのカクトゥスの使徒シビリエとは違う異様な空気をまとっている。そうニコラは感じた。

　シエヌ自体が直接殺気を出しているわけでもないのに、ニコラは胸騒ぎを感じた。

「姉さんの好きにはさせない、絶対に……」

　シエヌは何も答えず、エルザを見つめるだけだ。

「ふん、お前らも私たちが片付けてあげるけどね」

　メイラと名のった赤毛の女が言った。

「すぐにお前たちもつぶしてやる。そこで見ていなさい」

　たしかに、四し聖せいの三人を退けないことにはシエヌと戦うどころではない。それだけでも、半端な試練ではない。

「お前たちの相手ごときでリオノーラ様の手をわずらわせるまでもない。我らの役目はリオノーラ様をお守りすることだ。〈統一戦争サクセツシヨン〉であろうと、それは変わらない」

　そのメイラの言葉も驕おごったものではない。

　セレンディア島ではアチェロよりカクトゥスのほうが軍事力でまさると考えられている。

　常識的に考えれば、アチェロの使徒がカクトゥスの使徒に勝てるわけがないのだ。事実、舞台上ではメイラたちカクトゥスの使徒が追い詰めている。

「いえ、そんなことはありませんよう」

　ニコラの横からイーリスの声が飛んできた。

「ニコラ君たちが来てくれたおかけで、わたしがあの三人の相手をできるようになりましたから」

　イーリスは挑発的なことを口にした。ただ、そののんびりとした様子はいつものイーリスと変わらない。

「ふんだ！　そんな偉そうなことを言えるほど、君が強いようには見えないよ！」

　マーシャという背の低い女の使徒が舌を出した。

　カクトゥスの使徒たちの頭の中はもう次の使徒との戦いに移っているのだろう。舞台の上で呼吸を整えている。

　当初はアチェロ四人対カクトゥス三人ではじまった戦闘も、もはや一対三に逆転、トルマリーナにとってみれば、絶望的な状況だ。

「だったら、残っている使徒を片付けて、とっとと大口を叩たたいているそこの女をこの舞台の上に呼んでこないとな」

　メイラがトルマリーナのほうに殺気を向ける。

　その手は、瞬時に赤く発光する。熱がその手に凝縮されている。

「超高温の拳こぶしで叩きつぶしてやるよ。あんた、外典の力で動く人形だとか言ってたよね。壊れないように気をつけな」

「お嬢様、もうよろしいでしょうか？」

　トルマリーナはわずかに視線を自分の後方にいるイーリスに向けた。

「お嬢様から仰せつかった時間稼ぎ、どうやら、これまでのようです」

「ええ」

　イーリスははんなりとトルマリーナに向けて返す。

「トルマリーナ、お疲れ様でした。ニコラ君とエルザさんもやってきましたから、わたしも安心して試合に臨めそうですよう」

「お役に立てて光栄です」

　一瞬、トルマリーナの表情に笑みが浮かんだ。

　どこか拙つたないところもある笑みだった。

　だが、その時には、もうメイラはトルマリーナに向けて加速し──

「くたばれ！」

　赤く熱した拳でトルマリーナの腹部を殴りつけた。

　トルマリーナは体重がなくなったみたいに、簡単に石舞台の外にまで吹き飛ばされた。地面に倒れると、そのままぐったりと動かなくなった。

「トルマリーナ！」

　ニコラとエルザはすぐさま、トルマリーナの下もとまで駆けつける。

　抱え起こすと、その瞳ひとみは閉じている。最悪の事態がニコラの頭に浮かんだが、幸い、トルマリーナの手が動いて、弱々しくも、ニコラの腕をつかんだ。

「このあとは……お任せしました……」

　限界が近いのか、小さな声しかトルマリーナは出せない。

「休んでろよ。次に目覚めた時には、俺たちが勝っている」

　トルマリーナがニコラの言葉を聞いて安心したところに、近寄ってきたイーリスが自分の秘書の手を握った。トルマリーナはほっとしたように目を閉じた。

　入れ違いのように、ローブ姿の審議官の一人が舞台に上がった。

　アチェロとフラゴラの〈統一戦争サクセツシヨン〉でも審議官をつとめたシンクハイムだった。

「この勝負、カクトゥス側のメイラ・ファン・ダイン、キンゼイ・オル・ターン、マーシャ・エル・オラの勝利とする！」

　カクトゥスの使徒シビリエたちはいずれも涼しい顔をして、その声を聞いていた。

　トルマリーナの介抱が終わったイーリスとエルザは、壇上で動けなくなっているアチェロの使徒シビリエたちを担ぎ起こした。

　倒れていたシャンファの目もフランの目も、どこかうつろだった。自分たちの力がまったく通用せず、あっさり敗れてしまったのだ。

「皆さん、気をつけてくださいませ……。カクトゥスの神しん術じゆつ師しはあまりに格が違います……」

　シャンファがか細い声で、自分を抱えているエルザにつぶやく。

「わかってるわ」

　シャンファたちの実力はエルザたちも十分に知っているが、敵はさらにその上をいっていた。勝負は非情なものだとエルザは改めて思った。

「うむ、さすがじゃ。よくやったぞ」

　ぱちぱちとリオノーラは小さく手を叩たたいた。

「さて、イーリスとやら、おぬし一人で四し聖せい三人の相手をすると言っておったな」

　リオノーラの目が石舞台をはさんで向かいのイーリスのほうに向く。

「ええ、そのつもりですよう」

「会議にも顔を出したアチェロの使徒代表としての意地か？　意地など張らずともよいぞ。つまらぬプライドで三人を相手にして命を投げ出すことはない。わらわが慈悲として一対一にしてやってもよいぞ？」

　にやにやとリオノーラは笑っている。

　アチェロの使徒が四人で勝てなかったものを、一人でどうにかできるわけがないと考えているのだ。

「無理をしないほうがいいわよ。あいつら、決して弱い相手じゃないわ」

　エルザもイーリスを止めようとする。

　イーリスの神術はまったくわからないが、あのレベルの神術師たちと一人でやりあえるとはエルザも思えない。

「会長、俺たちが一対一で戦いますから……。俺やエルザなら、勝ち目も──」

「大丈夫ですよう。この三人なら、わたし一人でも十分です」

　だが、イーリスはニコラの言葉もさえぎって、首を横に振るだけだ。

「わたしが戦闘中に居眠りでもしない限り、負けませんよう」

　平然と、イーリスは言ってのけて、石舞台のほうに近づいていく。

「そんなに死に急ぎたいなら、好きにするがよいわ」

　自分の提案を蹴けられたせいか、リオノーラは少しむっとした顔になった。

「ところで、ニコラ君の妹さんはどこに行ったんですかねえ？　最初はこの会場にいたのですが、途中で抜けていきましたよう」

「リディアなら、俺が倒しました」

　ニコラの傷の多さが使徒シビリエ同士の戦いがあったことを証明していた。

「そうですか。お気持ちはお察ししますよう。それでは残る四し聖せいはあの三人だけということですねえ」

　うんうんと、イーリスはうなずく。もはや、後こう顧この憂いもなくなったようだ。

　そして、壇上に上がる直前に、ニコラたちのほうを向いて、言った。

「この戦いはわたしが責任をとりますが、リオノーラさんとシエヌさん、残り二人をお任せいたしましたよう」

「わ、わかりました……」

　思わず、ニコラはうなずいてしまう。

　石舞台でまみえるイーリスと、カクトゥスの神しん術じゆつ師したち。

　火か精せいリィンの神術師、メイラ・ファン・ダイン。

　水すい精せいウェルの神術師、キンゼイ・オル・ターン。

　地ち精せいギアの神術師、マーシャ・エル・オラ。

「ねえ、イーリスってどんな神術が使えるの……？」

　エルザが隣のニコラに不思議そうな顔で尋ねてくる。

「私、あの人がどんな神術師なのかまったく知らないわ。わかるのは、トルマリーナを外典の力で動かしている家系ってことぐらいかしら」

「俺もまったく、同じだ。会長の神術なんて見たことがない」

　ニコラもいったい何が起こるのかと、不安と期待の混じった目で石舞台の上を見ていた。アチェロで使徒襲撃事件があった時も、マルス島でフラゴラと戦った時も、イーリスが神術を使った姿は誰だれも見たことがない。

「一瞬で叩きつぶしてあげる。石で足を固めちゃうもんね」

　マーシャがイーリスに言った。

「無駄に命を散らすことになるよ。我が家の下女はしためになるというなら許してあげなくもないけど」

　男の神術師、キンゼイは戦う前からイーリスを愚ぐ弄ろうしている。

「とっとと終わらせたいから、審議官、早く合図して」

　面倒くさそうにメイラが試合を促した。

「トルマリーナたちにはつらい役目をさせてしまいましたねえ。その仇かたきはわたしがとらせていただきますよう」

　イーリスはバカにされていることに苛いら立だつこともせず、笑っている。

　カクトゥスの三人の使徒たちは、この女が実力の差も推し量れないほどの愚か者だと思った。

　フォンテ家といえば、アチェロの中でもトップクラスの貴族だ。その家名の割りには実力があるようにも見えない。その証拠に、戦いを前にしても、まったく戦う意志のようなものが感じ取れないのだ。

　先ほど戦った使徒シビリエたちは力の差を感じながらも、無謀にも立ち向かってきた。この女はそれすらない。

　一対三で、作戦など必要ない。

　一気に蹴けりをつける。

「で、では……はじめ！」

　審議官のシンクハイムが開戦を告げる。

「それでは、やらせてもらいますかねえ」

　試合がはじまったというのに、イーリスからは戦う気がまったく感じられない。攻撃のかまえをとる様子もない。

　カクトゥスの三人の使徒たちはすぐに、自分たちの正典カノンの呪じゆ文もんを詠唱しはじめる。

　いずれの発音も流りゆう暢ちようで完かん璧ぺき。手本のような詠唱だった。キンゼイに至っては、両方の手を複雑に組んでいる。神術の威力を増強させる印いん徴ちようだ。

　だが、三人が神術を仕掛けようとする前に──

「其それは凡すべての源、分かれることなく混ざり合いし、一つにして幾いく億おくのもの。そこから、七つの精が生まれ落ちる…………」

　無防備な姿勢のまま、イーリスも神術を唱えはじめる。

　その言葉を聞いた三人の口が一瞬、止まった。

　イーリスが唱えているのは、神しん術じゆつ師しなら知らない者がいないような、非常に有名な正典の章句だった。

　正典の冒頭部に当たる箇所、何もないところに一滴の水が落ち、最高神アダンがまず生まれる。そして、アダンの手から万物の現象をつかさどる七しち精せいが生まれる。

　正典には最高神アダンを筆頭にその下に七体の神格──七精が記されている。

　一般の神術師はその七精の事績が書かれた箇所を詠唱することで神術を発現させている。

　神術師は自分の使う神術の元になる七精の正典箇所を学ぶ。一人の神術師が複数の七精の神術を使うことは、学習すればできなくはないが、極めて例外的なものだ。ほぼすべての神術師は特定の七精の神術のみの訓練を行う。

　だが、イーリスが唱えているのは、七精の上位に当たる最高神アダンの箇所なのだ。

　最高神アダンの神術師などいないはずだから、歴史上にもまったく記録が残されていない。最高神アダンを讃たたえる箇所には宗教上の意義はあっても、神術を生み出す価値はない。

　それはカクトゥスの使徒にとっても、あまりに奇妙な体験だった。

「其れは七つの精に役目を与えた。七つの精はまた、いくつもの霊を生み、また、役目を与えた。かくして、世は漸ようやく、夫それ々ぞれの意味を手に入れた……」

　けれども、それ以上に奇妙なのはそれが明らかな節を持った「謡うた」だったことだ。

　たしかに、宗教以外の場面で使わないことが皆無なわけではない。たとえば、舞踏の中で、正典カノンの章句に節をつけたものを用いることはある。

　しかし、戦闘中の神術の詠唱で謡を歌うことなどありえない。謡となるせいで、たんなる詠唱よりもはるかに時間がかかる分、戦闘には不向きだ。

　イーリスは正典の著名な章句を歌ってゆく。

　その節もまた聞いたことのないような独特のものだった。古代の舞楽のものだろうか。

「メイラ、どうする？　様子がおかしいぞ」

　得体の知れない敵に突っこむのをキンゼイは少しためらった。

「何の神術を使う気だ……」

　キンゼイはこんな不思議な神しん術じゆつ師しと戦ったことはない。

　歌う神術師など聞いたことがない。

「あいつは怖くて、変になってるのよ！　それだけのことよ！──燃え上がれ、春に咲き誇る花のごとく、燃え上がれ、空を隙すき間まなく覆い尽くす夕焼けのごとく」

　メイラは自分の手を超高熱のものに変える神術を唱える。先ほどの戦闘でシャンファの妖液物ウーズもこの力ですべて消し去ってやった。













　これで敵に大おお火傷やけどを負わせればいい。

「最後に、其それは言った。もはや、我の役目はない。ただ、凡すべての精と霊の中に我が含まれていることを、忘れぬよう……」

　イーリスの歌による詠唱は続く。

「これで終わりよ！」

　イーリスに向かって、メイラが突進する。

　イーリスが詠唱しているのは、七しち精せいのいずれの神術でもない。かといって、外典アポクリフアの詠唱ではなく、正典カノンに記された箇所だ。

　ならば、何も起きることはないはずだ。最高神アダンの神しん術じゆつ師しなどいないはずなのだから。

「──以上、最高神アダン、世を創つくり、紡ぎし物語なり」

　メイラがイーリスに到達する前に、その歌は終わった。

「きゃああぁっ！」

　突如、突風がイーリスからあたりに吹き荒れた。

　メイラもイーリスの下もとに接近するのを一度やめて、下がった。敵の動きに変化があったことを警戒したのだ。

「あの章句で風ふう精せいフスの神術なんて起こるはずが……」

　四し聖せいはカクトゥスの使徒シビリエの中でもエリート中のエリートだ。自分の扱わない神術の経典も知識として把握していた。

　神術によって発生させた風のようではあるが、常識的に考えれば風精フスによるものではない。

　ただ、なんらかの神術が使われたらしいことはわかる。

　舞台の上の空気が何かの神術の影響を受けたように、先ほどまでとは異なったものになっている。

　周囲が大きな幕で覆われてしまったような感覚がある。どことなく、息苦しい。

　だが、それ以上の変化はない。

　メイラの体にも異状はない。

「何よ、もったいぶっていた割りには子供だましじゃない。いったい、どんな神格の神術を使ったの？」

「とても有名な神格の神術ですよう」

　だが、メイラの予想をイーリスはあっさりと裏切った。

「こんな神術、聞いたこともない」

「これは、最高神アダンの神術ですよう」

　イーリスがゆったりとした声で、種明かしをした。

　もっとも、そんな答えを聞いて、素直に納得できる神しん術じゆつ師しはカクトゥスの側はもちろん、アチェロの側にだって誰だれもいなかった。

　最高神アダンの神術なんて、存在するはずがない。

　リオノーラですら、何が起きているかわからないという調子で、首をかしげながら身を乗り出している。

「仲間の皆さんには黙っていて申し訳なかったですけどねえ。わたしはアダンの神術を使えるのですよう。できれば帝国と戦うまでとっておきたかったのですけど」

　まるで、自分の勝利が宣言されでもしたかのように、イーリスは表情を変えない。

　しかし、それ以上、会場には何の変化も起きない。

「だから、何なのよ！　ダメージも何もないし、怖くもなんともないわ。仮にアダンの神術があったとして、どうやって攻撃をするっていうの？」

　正典カノンの中には最高神アダンが具体的に力を行使した記述は存在しない。そのため、詠唱で神術を起こすことも不可能なはずなのだ。

　自分に攻撃を加える神術でないことがわかると、またメイラは強気になる。

「わたしから攻撃をする必要なんてないのですよう。アダンの神術は正典の七しち精せいの神術をコントロールするものですから」

「だから、無意味な御ご託たくはもういいわ！」

　メイラの手から炎が燃え上がる。

「こけおどしで時間をとらせた罰よ！　これで大おお火傷やけどをさせてあげるわ！　死んでも知らないからね！〈鍛冶師の銑鉄の烈火バースト・エンド〉！」

　勝負を決めにメイラはイーリスに襲いかかる。

　──と、その炎がなぜか術者のメイラに向けて放たれた。

「えっ!?」

　メイラの手の炎が突然勢いを増し、自身の体に吹きつけた。

「きゃああああぁぁぁぁっっっ！　いやあああぁぁぁっっっ！」

　メイラは火ひ達磨だるまになって、石舞台の上を転げまわった。

　メイラはじたばたとはねまわった。何が起きたのかも理解できないうちに全身を焼かれた。

　火か精せいリィンの神術師が自身の炎で火傷を負うなど本来はありえないことだ。だが、そのありえないことが起きてしまった。

　予想もしないことが起こったために、唖あ然ぜんとした仲間たちは助けることもできない。

　火は長く続かずに消えた。だが、その時にはメイラは立ち上がることができないほどに疲ひ弊へいしていた。

「聞き分けの悪い人には、おしおきですよう」

　イーリスはさも当然のように告げた。

　彼女にとってみれば、ただ、因果の通りに事が起こった、それだけのことだ。

　ただ、カクトゥスの使徒シビリエからすれば、そうではない。

「な、何をしたの……？　メイラさんがあっという間にやられちゃった……」

　マーシャは呆ぼう然ぜんとした顔で突っ立っている。イーリスは何も神術を行使したように見えなかった。なのに、メイラはいとも簡単に戦闘不能に陥れられた。

　思わず、マーシャはあとずさった。

　何が起きるかわからない、しかも、敵は致命傷になるような神術を持っているのだ。そんな敵と戦うことほど、恐ろしいことはない。

「あなた方は優秀な神しん術じゆつ師しだと思いますよう。ですが、私はその上位の力──最高神アダンの力を支配しているわけです」

　イーリスはカクトゥスの使徒を相手にもしていないようだった。

　カクトゥスの使徒が先ほどまでアチェロの使徒を対等なレベルの敵とすら思っていなかったのと同じ構図だった。

「残念ですがアダンと七しち精せいの神術では、格が違いすぎるのですよう」

「何かの間違いだよ……。アダンの神術なんて、わたしたちだって聞いたことがないよ……」

「それは当然でしょう。アダンの神術は時代によっては外典以上に規制されて滅びましたから。こんなものが自在に使えたら、世界の枠組みがおかしくなってしまいますからね。三十六代続いたフォンテ家には奇跡的に伝わっていたということですよ」

　さっきまで侮っていた何の変哲もない少女が立っているだけで、こんな絶望的な気持ちにさせられるとは、カクトゥスの使徒たちも思わなかった。

　それは自分たちを凌りよう駕がする単純な暴力ではなく──

　高位の次元の神格からの理不尽な介入だった。

　まるで、幼児のケンカにいきなり大人が出てきたような、なす術すべのない戦闘。

「というわけで、終わらせましょうか。ごきげんよう」

　イーリスがそう告げた瞬間──

　キンゼイの手から毒水があふれだし、彼の体にかかり、全身を焼いた。

　彼の得意とする神術が、みずからを襲い、思いもしない激痛を与えたのだ。キンゼイはそのまま、膝ひざをついて倒れた。

　だが、深手を受けている間も、彼はまったく得心がいかなかっただろう。

　彼は神術を使おうともしていなかったのに、勝手に神術が発動し、彼の身を攻め立てた。

　マーシャの足下からもゆっくりと土が彼女を飲みこんでいった。

　もちろん、マーシャはそんな神術を使いはしていない。

「不思議に思われているかもしれませんから、教えてあげますね」

　もう、勝負はついてしまった。話しても不都合はない。

　それに、知ったところで逃げることなどできない。

「わたしがあなたたちの神術を無断で使わせていただきました」

　なぜならば、ここがアダンの神術の支配下にあるからだ。

　マーシャの顔を絶望が覆う。

　彼女のそばでキンゼイが毒の水を全身に浴びて倒れた。肌が焼けたのか、白い煙があがっている。

　そして、マーシャの全身はだんだんと土に包みこまれていく。腰が土に隠れ、それが腹部にまで広がっていく。自分の体がいずれ土に埋まるのではないかと思うと、マーシャは半狂乱になりかけた。

「あなたの神術はわたしが完全にコントロールしています。あなたの全力よりもはるかに強力な神術を使えると思いますよう。試してみますかね？」

「神術を勝手に使われるとか……」

「だから、言っているではありませんか」

　ほんの一瞬だけ、イーリスは普段見せたことがないような冷たい目になる。

「──格が違いますと」

　マーシャは、寒気を覚えた。

「七しち精せいの神しん術じゆつ師しごときが最高神アダンの神術師に勝てると思うことすらおこがましいのですよ」

　当然の事実を告げるように、イーリスは言った。

「わたしがアダンの神術を詠唱し終わった時点で、あなたたちが勝てる可能性など存在しなかったのです。そうでなければ、七精がアダンを倒せることになる。それでは、正典カノンの記述に誤りがあることになるではありませんか」

　七精の神術師が最高神アダンの神術師に打ち勝つことなど、原理的に不可能だ。

「さてと、もうおしまいですねえ」

　イーリスはマーシャに背中を向ける。

　もう、勝負を見届けるまでもないというように。

「助けてっ！　自分の力で土に覆われるだなんて！」

　イーリスは振り返ろうともしない。

　だが、マーシャは勝負を諦あきらめていなかった。

　二本の手はまだ土に覆われてはいない。

　胸のポケットからナイフを取り出す。

　このナイフをイーリスに刺せば……。

　幸い、イーリスは勝負がついたと思っているのか、背中を向けて、アチェロの使徒シビリエたちのいる場所に帰ろうとしている。

　これで、後ろを向いているイーリスの胸を貫いてやれば、自分の逆転勝ちだ。

　最高神アダンの神術とはいえ、術者が死ねば、この神術の効果も消えるはずだ。

　マーシャはまだ運命が自分を見捨てていないと感じた。

「し……死ねえっ！」

　マーシャは右手からナイフを投げようとした。

　しかし──ナイフは飛ばなかった。

　それどころか、マーシャの手を離れることすらなかった。

　ナイフを投げようとした瞬間、その手が完全に石化したのだ。

　それはマーシャの別の肉体石化の神術だった。

　土に覆われる前に、マーシャの両手は石のように白く硬く変わっている。

「もうダメだ……」

　マーシャの全身は足から迫ってきた土によって覆われて──沈黙した。

　カクトゥスの名高い使徒たちは何もできずに全滅した。

「審議官さん、舞台の上の敵は戦えないようですから、わたしの勝ちでいいですよねえ？」

　イーリスは足を止めずにそのまま審議官のシンクハイムの近くにまで向かった。

　シンクハイムは怯おびえたように背筋を伸ばし、イーリスの勝利を宣言した。

「あ、そうだ、リオノーラさん」

　イーリスは世間話でもするかのようにリオノーラに言った。

「先ほどニコラ君から聞いたのですが、そちらの使徒であるリディアさんはニコラ君に会場の外で戦いを挑んで敗れたようですよう。残りはリオノーラさんとシエヌさんだけですねえ」

「なかなか面白い技が使えるようじゃな」

　だが、リオノーラは楽しげに笑うだけだ。

「わらわがセレンディア島を支配したあかつきには、おぬしにもそれ相応の地位をくれてやろう」

　リオノーラは自分が敗れるつもりなど、まったくないらしい。

「わたしはカクトゥスに仕えるつもりなんてないんですけどねえ」

「仕える気がなかろうと、仕えさせてやるわ。おぬしの力はわらわの右腕となるにふさわしいものじゃからの」

　傲ごう然ぜんと、リオノーラは言い切った。

　彼女にとって、ほかの人間の意思などないに等しい。

　自分がどう思うか、それがすべてだ。

「まあ、もしもその時が来たら考えておきますよう」

「わからぬ奴やつじゃの。おぬしの考えなど関係ないのじゃ」

「わたしは誰だれかに従うのは苦手なんですよう」

　ため息をついて、イーリスは舞台を降りた。

「生徒会長の役目は果たせましたかねえ」

　いつもと変わらぬほわほわした顔で、イーリスはアチェロの使徒シビリエたちのところに戻ってきた。

「あなた、とんでもない化け物だったのね……」

　エルザは少し遠巻きにイーリスのことを見ていた。

　ニコラも少しおっかなびっくり、イーリスに近づいていく。

　あまりにも信じられないような結末だったので、勝利を祝福する気持ちよりも驚きのほうが強い。

　神術を使った影響からか、わずかにイーリスの息が荒い。

　と、眠りについていたトルマリーナの手がかすかに動く。続いて、ゆっくりと目も開いて、体を起こした。

「トルマリーナも目を覚ましましたか」

　イーリスはトルマリーナに勝利の報告をするように、やさしい視線を向けた。

「帝国との戦いにとっておくことはできませんでしたが、お嬢様が晴れの舞台で力を発揮できたようで、よかったです」

　トルマリーナは起きたばかりとは思えないほどに平静を保っていた。

　シャンファやフランたちもまだ疲れは見えるが、イーリスを祝しているのが表情からわかった。

「会長、すごすぎますよ……」

　ニコラは驚きのまなざしでイーリスを見た。

　実はわずかに疑っていたのだ。イーリスは外典アポクリフアの技術でトルマリーナを動かしていた。それだけでも、神術としてはすごい力なので、神術がほかに使えないのではないかと考えていた。

　そんなことはなかった。すべてを統すべる最高神アダンの力を使えば、どんな神しん術じゆつ師しを敵に回しても、勝てるのではないか。

「ただ、この力で支配できるのは正典カノンの神術だけですからねえ。エルザさんやヘラさんと戦ったら、わたしは何もできないかもしれません」

　だとしても、シャンファたちが束になってもかなわなかった三人を、一人で片付けてしまったのだ。

「会長は本当にすごいです。ただ、……納得のいかないところがあるんですが……」

「あら？　何ですかねえ？」

「これだけのことができるなら、もっと早く使ってほしかったです……。ほかの四人で立ち向かわなくても、最初から会長一人が出たら……」

　ニコラは戸惑い気味に言う。

　そうすれば、シャンファたちはケガをすることもなく、以後の勝負に参加できたのではないだろうか。

「それはちょっと無理だったんですよう」

　しかし、あっさりとイーリスは首を横に振った。

「どうしてです？」

「秘密にしておきたかった」とかそんな理由を言われそうな気がして、ニコラは再度追及した。おおっぴらにしづらい能力なのはわかるが、四し聖せいに戦いを挑んだシャンファやフランに命の危険だってあったのだ。

「それはですね…………あっ」

　イーリスの体が少しふらついて、頭からニコラの腕の中に倒れこんだ。

　足に力が入っていないらしく、ニコラが支えないとそのまま地面で頭を打ってしまっただろう。

「ど、どうしたんですか、会長！」

　手に当たっている首がひどく熱を持っていた。

　ニコラはイーリスの額に手を当てた。

　焼けるほど、発熱しているのがすぐにわかった。

「うわ、すごい熱！」

「違いますよう……。このアダンの力は一度使ったら、わたしもしばらく動けなくなってしまうんですよう……」

　イーリスの声もつらそうに聞こえる。

「なので、カクトゥスのお姫様やシエヌさんと戦える候補がいないまま、使うわけにはいかなかったんです……。そこでニコラ君が到着するまで、仲間の皆さんに時間稼ぎをお願いしたというわけです……」

　もし、ニコラやエルザが来なければ、仲間の使徒シビリエたちがリオノーラやシエヌと当たるかもしれなかった。その場合、四聖との戦い以上に命の危険が伴うだろう。

　だから、イーリスはその力を使うことができなかった。

「ニコラさん、エルザさん、あとは任せましたよう……」

　最後の気力をふりしぼるようにして、イーリスは顔に笑みを作る。

「ええ、会長、ゆっくり休んでてください」

　ニコラはイーリスを安心させるように、少し胸を張って答えた。

「あなたが三人も倒したんだもの。私たちも一人や二人、倒さないと格好がつかないわ」

　エルザもイーリスの活躍を見て、意気が上がっている。気持ちは決戦に向いている。

「それでは、皆さん、よろしく頼みましたよう……」

　イーリスはニコラにもたれかかったまま、「すう……すう……」と小さな寝息を立てはじめた。

「上出来すぎますよ、会長」

　眠りについているイーリスをニコラは両手で抱きかかえる。そのまま、ニコラはイーリスをトルマリーナの下もとに運んだ。

「トルマリーナ、あとは任せていいか」

「もちろんです」

　ゆっくりとトルマリーナはイーリスをニコラの手から受け取った。

「お嬢様はいつも私を困らせますが、寝顔だけはかわいいんですよ」

　普段、ほとんど表情を顔に出さないトルマリーナがいとおしそうにイーリスを見つめていた。

「今はゆっくりとお休みください」
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「よし、ここからは俺とエルザの番だな」

　ニコラは敵方のカクトゥスの陣営に目をやる。

　しかし、四し聖せいが全員敗れたにもかかわらず、カクトゥスの残り二人はどちらも、意に介した様子もない。

「実に面白い余興を見せてもらったわ。これは、わらわも応こたえんといかんな」

「残ってるのはお前らだけだぞ。次はどっちが出てくる？」

「ふむ、そうじゃのう」

　右の人差し指を頬ほおに当てて、リオノーラは何やら思案する。

「シエヌに任せてもよいのじゃが、一度ぐらいはわらわも使徒シビリエとして戦いたいものであるしな。シエヌよ、お前は妹と戦わせてやるから、わらわにはあの男と戦わせてくれぬか？」

「ええ、どうぞ」

　腕組みをしたまま、シエヌは同意を示した。

「私は、妹以外のことはどうでもいいから。それにあなたは言い出したらどうせ聞かないでしょう？」

「わらわは、このセレンディア島を統一する人間じゃからのう。誰だれの指図も受けるつもりはないし、わらわが決めたことを誰にも覆させるつもりもないわ」

　リオノーラは右手を伸ばして、ニコラを指差す。

「ニコラ・フォン・リッターとやら、おぬし、リディアを倒してきたようじゃの」

「ああ、全力でぶつかってきたぜ。リオノーラ、あんたには正直、感謝してる。あんたがリディアを助けてくれたことは聞いてる」

「感謝じゃと？　お前に喜ばれる筋合いなどないわ。わらわは支配者として、あやつに力があったから使った、それだけのことじゃ」

　あきれたように、リオノーラは自分の髪をかきあげた。

「そして、あやつの価値はもうなくなった」

　もう、リオノーラの目にはリディアに対するわずかな感傷もない。

　カクトゥスの使徒シビリエとして敵の使徒と戦い、敗れた。

「何だよ、あいつを道具みたいに──」

「よくわかっておるではないか」

　リオノーラはくすりと笑う。

「道具──リディアはわらわが利用する道具そのものじゃ。別にリディアだけがそうというわけではない。四し聖せいも、その下にいる無数の神しん術じゆつ師しも、カクトゥスの民もすべてわらわが栄光をつかむための道具にすぎぬ。そこに貴き賤せんはない」

　傲ごう慢まんなはずの言葉も、なぜかリオノーラが話すとそう思えない。

　あまりにもその言葉が自然に聞こえるのだ。

「まあ、これからも仕えたいというなら、これまでの功績を賞してそれなりの官職にはつけよう。じゃが、それだけじゃ。これからの時代に、あやつは必要ない」

「これからの時代って何だよ……？」

　リオノーラの言葉が、妙にニコラの耳に引っかかる。

「それは、おぬしらもすぐに目撃することになるじゃろう。さて、ニコラ・フォン・リッターよ、おぬしがアチェロの使徒筆頭であろう。次の勝負は使徒筆頭同士、わらわと一対一で勝負をせよ」

　そして、ゆっくりと巨大な槍やりを片手で動かすと、ニコラに向けて突き出す。

「これはカクトゥス王家に長らく伝わってきた聖せい遺い物ぶつじゃ。これまでにこの槍で突き刺された者は一人の例外もなく絶命したと言われておる。そして、この槍が次に血を吸うのがおぬしになりそうじゃな」

　リオノーラは王女という立場から、使徒筆頭に立っているのではない。あくまでも彼女が四聖やほかのカクトゥスの神術師の誰よりも強い、純粋な実力を有しているから選ばれたのだ。

　もっとも、それは現時点ではカクトゥスの中での最強に過ぎない。

「わらわは今からカクトゥスの使徒シビリエ筆頭からセレンディア島の使徒筆頭に──つまり、セレンディア島最強の神しん術じゆつ師しになるのじゃ」

　そんなリオノーラを止められるのは、ニコラだけだ。アチェロの使徒筆頭として、ニコラはリオノーラを打ち倒さないといけない。

「あんたに敗北を教えてやるよ」

　ニコラも剣を抜き、石舞台に上がろうとしたが──

「しかし……このように傷んだ舞台はわらわにはふさわしくないのう」

　不服そうな目をリオノーラは石舞台に向けた。

　長年神聖な場所としてひびも入らぬように完かん璧ぺきに整備されていた石舞台は、先ほどまでの戦いで、ところどころに亀き裂れつが入り、ひどく傷んでいる。

「そうじゃ、よいことをひらめいたわ」

　リオノーラは悪わる巧だくみを企たくらむように笑った。

「審議官たち、高貴なるわらわにこんなところは不適当じゃ。あの神殿の中で戦わせよ」

　リオノーラは槍やりで、神殿のほうを指した。

「中央神殿の内部が大きな空洞になっておることは知っておる。戦うことには何の不都合もなかろう？」

　だが、審議官たちの顔は曇った。

　シンクハイムと二人の若い審議官は目で合図をし合った。その提案に対する回答は審議官たちにとって、あまりにも当然のことだ。

　三人の審議官たちは、リオノーラの前に出る。三人を代表して最年長のシンクハイムが口を開いた。

「申し訳ありませんが、神殿内部はセレンディア島のへそであり、正典カノンの神すべてが集まると言われるほどの神聖な場所。いかに石舞台の使用までは許可したとはいえ、中央神殿を争いごとの場にするなどということはできません……」

　天境国の側にとってみれば、ほかの回答などあるわけがなかった。

　石舞台を会場にしているだけでも、天境国としては最大限の譲歩なのだ。いくら、一国の姫君の要求であろうと、最大の聖地を争いの場にしてよいわけがない。

「おぬしたちは何もわかっておらぬようじゃの。これは単なる私闘ではないぞ。セレンディア島の未来を決める一戦なのじゃ。聖地を使って何が悪い？」

「どうか、ご容赦ください……」

　何を言われたところで、意見がくつがえるわけがない。カクトゥスの姫の気まぐれで聖地を破壊されてはたまったものではない。

「つまり、わらわの要求が聞けぬ、そう受け取ってよいな？」

　自分の意見を否定されたはずなのに、リオノーラはかえって楽しそうな表情を浮かべている。

「そういうことでございます」

　リオノーラの気迫に押されながらも、シンクハイムはきっぱりと要求を蹴けった。

「そうか。わらわの言葉は聞けぬか」

　リオノーラは視線をそばのシエヌのほうに向けた。

　そして、短く一言──

「やれ」

　シエヌは無言でうなずくと、みずからの左の手のひらを開き、そっと息を吹きかけた。

　その手のひらから一匹の小さなヘビが現れ、床に落ちる。

　もっとも、小さかったのは、生まれ落ちた瞬間だけだ。それは、すぐにむくむくとふくれあがり、象一頭を丸まる呑のみにできそうなほどの大きさに成長した。

　あまりの巨体に、審議官三人の体が陰に隠れたほどだ。

「シャアアアアアアッッッ！」

　ヘビが審議官の前で大きく口を開いた。

「ひゃあああっ！」

　年若い審議官の一人が腰を抜かした。

　まさか、自分たちの命が狙ねらわれるなどとは想像もしていなかった。審議官に攻撃を仕掛けるなど、あまりにも無道な振る舞いであるし、そこまでして、自分の主張を通す意味がわからない。

「こ、こんなことが許されると思っているのか……！」

　尻しり餅もちをついた審議官が、あわてて叫ぶ。

「たしかに許されぬだろうの。〈統一戦争サクセツシヨン〉のルールで考えれば、そうであろう。けれども──」

　リオノーラの顔に、はっきりと嗜し虐ぎやく的な笑みが現れる。

「──おぬしがこのわらわに逆らったのも事実よ。それを許すことはできぬ。死んで償え」

　ヘビが年若い審議官を簡単に丸呑みにした。

　アチェロの使徒シビリエたちは呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていた。

　ありえない、いや、あってはならないことが起きて、動けなかった。

「わらわは、いずれ、このセレンディア島を統一する者じゃ。そのわらわに反逆したとなれば、死罪となるのもおかしくはあるまい」

　もう一人の年若い審議官がヘビの前に飛び出してきた。

「くっ！　審議官に刃向かったお前たちカクトゥスは規定により失格とする！　よって、アチェロの勝利とする！　カクトゥスの者たちは、即刻この場から去れ！」

「去らぬと言うたら？」

「実力行使で追い出させてもらう！」

　審議官の手が淡く光る。彼は事前に神術を唱えていた。

　天境国の審議官たちは優秀な神しん術じゆつ師しでもある。使徒シビリエ同士の戦いが拡大した時に、自分の身を守る力が〈統一戦争サクセツシヨン〉を見届ける者として、最低限必要だからだ。

　審議官は氷の刃やいばをヘビに打ちこむ。

　ヘビはそれに合わせるように巨大な口を開けた。その先はどす黒い闇やみで、そのまま死の世界につながっているようですらあった。

　これは効いたと審議官は直感的に思った。

　いくら、神術で生まれた強大な化け物と言っても、体の中であれば、外側の皮膚よりははるかにやわらかいだろう。この一撃で致命傷を与えることもできる──

　しかし、ヘビは氷が無数に突き刺さった口を何でもないふうに動かすだけだ。苦しそうな様子すらない。

「弱者が長生きできる方法を教えてやろう。強い者に逆らわぬことじゃ」

　ヘビは再び大口を開けた。

「おぬしらごときに、わらわの処遇を決める権利など、ありはせん」

　ヘビが氷の刃ごと、その二人目の審議官も口に入れた。

「あああああぁぁぁぁぁっっっ！　た、助け…………あああぁぁぁぁっ！」

　その審議官の悲鳴はだんだんと小さくなり、やがて聞き取れなくなった。

「な、何てことなの……」

　エルザはその凄せい惨さんな光景を目にして、思わずその場にへたりこんだ。

　とても直視できないような現実だ。

「お前ら、いったいどういうつもりだ！」

　ニコラの声は怒りで裏返りそうだった。

　仮に神殿の中で戦うという自分の要求が聞き入れられなかったとしても、殺す必要など、まったくなかった。

　デモンストレーションのためだけに、リオノーラとシエヌは審議官を殺した。

「リオノーラ、お前も姫とはいえ、武人だろ……。こんな無意味な殺生を重ねるだなんて、武人として恥ずかしくないのか……」

　リディアから聞いた話では、リオノーラは信頼できる人物のはずだったのに、とてもそうは思えない。

　リオノーラの行動はニコラの理解を絶していた。

「お前はリディアを助けてくれたような、慈悲深い人間じゃなかったのかよ……」

　リディアはリオノーラのおかげで命を助けられた。そのあとも、彼女の配下である四し聖せいということを誇りにすらしていた。

　少なくとも、リディアが慕うような君主であったはずなのだ。

　なのに、今、ニコラが見ているリオノーラは残虐な暴君でしかない。

「くだらぬな。わらわは武人である前に支配者なのじゃ。服従する者は赦ゆるし、刃向かう者は退ける、そこには何の歪ゆがみもない。リディアはわらわのコマとして戦っていたのだから罰するわけがないし、今の審議官はわらわの邪魔をしたから殺した。どこに矛盾があるというのじゃ」

　リオノーラはニコラの言葉に答えると、ゆっくりと歩いていく。

　その先には、残った審議官、シンクハイムがいた。

「戦いを見届ける者はおぬし一人おればそれで足りるであろう」

　その表情には罪の意識など、わずかばかりも含まれていない。

「あの神殿でやらせよ」

　リオノーラは槍やりをシンクハイムの首元に突きつける。

「どうする？　お前が断ろうと、従おうとわらわはどちらでもよい」

　リオノーラはシンクハイムの目を凝視した。

　シンクハイムも、あまりの想定外の事態に頭が真っ白になっていた。













　しばらく、両者は黙っていたが、やがて──

「わかりました……。神殿をお使いください……」

　やむなく、シンクハイムは首を縦に振った。

　それは天境国がカクトゥスに屈した瞬間だった。

「そう、これが現実というものじゃ。あっはっはっは！」

　リオノーラは声を上げて大笑した。

「あの審議官たちがなぜ、死んだのか。無力だったからじゃ。正義を語るには必ず力が伴わねばならぬ。その力を手にしている者がわらわじゃ」

　誇らしげに、リオノーラは胸を張った。

「この力がある者だけが、セレンディア島を帝国などという薄汚いネズミどもから守ることができる」

　その顔には姫の、支配者としての矜きよう持じがあった。

　このセレンディア島を守るのは自分たちであるという自負。

　リオノーラにとって、正義と力は限りなく近い概念だ。

　そして、無力な者は、弱者であり、悪だ。

　弱者である以上、とりうる選択肢は従うことのみ。逆らえば、殺す。

　それは、これから戦うことになる誰だれに対しても同じだ。

「わらわとシエヌは、先に中央神殿に入っておる」

　リオノーラとシエヌは、アチェロの人間を無視して、神殿に向かう。

「命が惜しくないという者だけが、来るがよい。その覚悟と引き換えに、新しい時代の幕開けを見せつけてやろう」

　中央神殿の高い門のような鉄扉の中に二人が消えるまで、誰も口を開くことはなかった。

「イ、イーリスの懸念は当たってしまいましたわね……」

　傷ついて、動けなくなっていたシャンファがゆっくりと体を起こした。

「この地が戦いの場所に選ばれたのは、やはり何か意図があるのですわ……。中央神殿に入っていったのも、石舞台が汚いとか、そんなことだけが理由とは思えませんわ……」

　リオノーラはやけに中央神殿の中で戦うことにこだわっていた。

　あの神殿に入らないといけない理由があるということだろう。

「とにかく、あそこに行けばその理由も見届けることができますわね。わたくし、すでに戦う権利はありませんけれど、真相をこの目で──」

「ダメよ」

　シャンファの言葉をエルザが断ち切った。

「リオノーラは命が惜しくない者だけが入ってこいと言ったわ。あいつは根拠のない脅しを言うような人間じゃない。負傷してるあなたが入れば、本当に死ぬかもしれない」

「で、ですが、わたくしもアチェロの使徒シビリエ──」

「足手まといだって言ってるのよ」

　あえて、冷たくエルザは言い放つ。

　ここから先は好奇心だけで踏み入っていい場所ではない。

「四し聖せいに完敗した人間が入れば死ぬわ。さっきの審議官みたいに、あなたたちも殺されるかもしれないの」

「そうだよ、ここは引こう」

　フランも体を起こして、シャンファの肩に手を置いていた。

「残念だけど、この先は僕らの想像を超えてる。神殿の外からみんなの勝利を願うことにしよう」

　フランはシャンファを気づかうように言った。その顔はまだ痛みが残っているのか、ぎこちない。

　ただ、フランの必死さはシャンファにもたしかに伝わった。

「わかりましたわ……。こんなところでわがままを言っても仕方ありませんわね」

「わかってくれてありがとう」

　エルザは丁寧にシャンファに礼を言った。

「私は眠っているお嬢様をここで見守ることにいたします。負傷している方もいらっしゃいますし」

　イーリスを抱えているトルマリーナも、自分の意志を伝えた。

　ライネルもまだ傷が癒いえていないようで、つらそうな顔をしている。

「神殿には、私とニコラの二人で行くわ」

　──と、その時、エルザたちの前に黒い箱のようなものが浮かびあがる。

「…………ヘラも行く」

　その漆黒の箱の中から姿を現したのは、ヘラだった。

「…………遅刻しちゃった、ごめん」

「本当にそうよ──と言いたいところだけど、私も人のことは言えないわ」

　戦いを前にして張り詰めていたようなエルザの表情も、ヘラの顔を見たせいか、少しやわらいだ。

「…………シエヌお姉ちゃんを止めないといけない」

　もうヘラの目は中央神殿のほうに向けられている。

「それじゃ、三人で入るってことだな。俺はリオノーラに名指しで呼ばれてる。売られたケンカは買う。リオノーラは俺が倒す」

　誰だれが向かうかの話はついた。早く入らないと何かが中で行われていそうな気がして気味が悪い。

「…………ニコラ、シエヌお姉ちゃんに注意したほうがいいよ」

　珍しく、ヘラがニコラに声をかけた。

「あいつが恐ろしい敵だってことはわかってる。リオノーラを倒しただけで気を抜きはしないさ」

「…………少し前から見てたけど、さっきのヘビを出したシエヌお姉ちゃんは、お姉ちゃんじゃないかもしれない」

「それって、どういう意味だ？」

　ヘラはニコラに対してうなずくと、

「…………シエヌお姉ちゃんは厳しかったけれど、あんな無慈悲な仕打ちはしなかった。シエヌお姉ちゃんは厳しさの中にも愛はあったよ。別人みたい」

　あのシエヌも偽者ということなのだろうか？　でも、それなら本体は今いま頃ごろ、どこにいるのか？

「まだ、確証はないけど、ヘラの言うことはわからなくはないわ」

　エルザもヘラの言葉を肯定した。

「でも、まずはリオノーラのほうよ」

　エルザはそこで言葉を切ると、ゆっくりと神殿の鉄扉のほうに目を向けた。

「行きましょう。すべての答えはあの中にあるわ」




　中央神殿はドーム型の高い屋根が特徴的な吹き抜けの建造物だ。

　建物の規模としては、高さも広さも天境国中で最大を誇る。内部も石舞台を四つは並べられるほどに広い。

　天井が最も高くなっている中心部の床には、七色のタイルで作られたモザイク模様が描かれている。

　その色はそれぞれ七しち精せいを意味している。

　地ち精せいギアを示すねずみ色。水すい精せいウェルを示す水色。火か精せいリィンを示す赤。風ふう精せいフスを示す黄色。樹じゆ精せいティルを示す緑。天てん精せいスーを示す白。闇あん精せいヴァスを示す黒。

　そして、その真上の天井には透明なガラスが張られてある。

　それが最高神アダンを表すものだ。

　この地に、正典カノンの神がすべて集まることを象徴しているのだ。

　ゆえに、この神殿は最も清浄でなければならず、まして血が飛び散るかもしれないような争いなど、通常は禁則とされていた。

　だが、その禁則もセレンディア島全体の命運を左右する戦いと、リオノーラの力の前には破られるしかなかった。

　ニコラたちの視線の先には、中央の七色のモザイクでできた床のところにリオノーラが立っている。

　まるで権威の象徴として杖つえを持つ王のように、槍やりを床と垂直に押し立てている。

　そのかなり後方では、シエヌが見守るように立っていた。

「見知らぬ子供が増えておるようじゃが、まあよいわ。入ってきたのは、三人か。賢明な選択であろうな。もっとも、ここに入ってきたおぬしらが賢明か阿あ呆ほうかは判断が難しいがの」

「とっととはじめようぜ」

　ニコラも大剣を構える。

「せっかく、覚悟を決めて、この神殿の中にまで入ってきたのじゃ。おぬしらに面白い話をしてやろう。殺し合うのはそのあとでもよかろう」

「それで、何を話すんだ？　過去の悪事の自慢か？」

「そう、せくでない。これから面白い話をしてやるからの」

　リオノーラは声を立てて笑った。




「〈統一戦争サクセツシヨン〉を開くことを提案したのはわらわじゃ」




　思わず、ニコラからも、エルザからも、声が漏れた。

　考えてもいなかったような言葉が、リオノーラの口から出たせいだ。

「おかしいだろ……。〈統一戦争サクセツシヨン〉は帝国が攻めてくるから決めたことだろ……？」

「いかにも。帝国が無ぶ粋すいにもセレンディア島の侵略をにおわせたのは、事実じゃ。もちろん対策を急いで考えねばならん。じゃが、これを好機であるとわらわは思った。そこで帝国と戦うために三国の統一をわらわは説いたのじゃ。そして、アチェロも、フラゴラも、いや、父であるカクトゥスの王までこれに乗ってきた」

　心なしか、天井からリオノーラに差す光が強くなっているように感じられる。

「三国はすべてお前の手のひらの上で踊らされていたってことかよ……。なんで、こんなことを画策する必要があったんだ……？」

「まだわからぬとは、ずいぶんと鈍い男じゃのう。セレンディア島を再び一つにまとめあげるのじゃ」

　リオノーラは「再び」という言葉を使った。

　たしかに、数百年前に前例はあるのだ。

　かつて、セレンディア島は島全域でセレンディア王国という一つの国家だった。それがいつしか分裂し、三国が鼎てい立りつする形になったのだ。

「お前たちはこの島が三国に分かれていることを自明のように感じておろう。しかし、これは普通のあり方ではない。本来、一つの島であるのだから、一つにまとまるべきであろう？　心配せんでも、帝国が攻めてきたところで、どうせわらわの新しい国の敵ではないわ」

　だから、元に戻す──そうリオノーラは言った。

「すべては、わらわが新たなセレンディア王国の王となるための計画だったのよ。四し聖せいたちもその計画を手伝うための道具であったというわけじゃ。もっとも、カクトゥスという国そのものからして、わらわの道具であったのじゃがな。カクトゥスの国からして、すでに実権はわらわに移っておる。老い先短い王では何もできぬ」

　言葉を紡いでいくリオノーラの顔は、愉ゆ悦えつにひたっていた。

　セレンディア島の中で、今のリオノーラほどこの殺伐とした状況を楽しんでいる者はいないだろう。

「さて、どうしてわらわがこの中央神殿で戦おうと言ったか、その答えも示しておかねばならんな」

　リオノーラは両腕を大きく広げた。

　天井の透明なガラスから太陽の光が降り注ぐ。

　まるで、この世界すべてがリオノーラのために存在しているかのように。

「太陽より落とされし其その熱の一滴を煎せんじ詰つめ、煎じ詰め、我は愈いよ々いよその魂を取り出せり。其れは宛さながら雪のごとく白く輝きつる……」

　神術の詠唱としては聞き覚えのない言葉をリオノーラは紡いでいく。

「最高神アダンよ、我に太陽でできたその血を与えよ。我はアダンの現うつし身となりて、この大地に杖つえを立てん……」

　その詠唱の内容で、エルザは予想がついた。

「ニコラ、あの詠唱はまずいわ！」

　エルザが叫んだ。

「イーリスが使ったような神術かもしれないわ……」

　先ほどのイーリスの力を思い出して、ニコラも怖おぞ気けが走った。

　あのイーリスのような力を行使されたら、恐ろしいことになる。

「わらわをみくびるでない。そんな程度の低い神術ではないわ」

　リオノーラは笑う。

「わらわは今から最高神アダンの力を得て、正式にセレンディア王国の再興を宣言するのじゃ。公おおやけにはされておらぬから知らぬじゃろうが、文献によると、セレンディア王国の王たちは皆、この儀式を経て、即位したようじゃからの」

　リオノーラは天井を見上げた。

　ガラス製の天井から光が降り注ぐ。

　時間はちょうど正午。

　太陽が真上に来る時間だった。

　恍こう惚こつとした顔で、リオノーラは天井からの光を浴びる。

「そして、中央神殿のこの中心の場こそ、セレンディア王国の王が、神しん術じゆつ師しとして大いなる力を手にする場であったのじゃよ。最強の神術師であることと、王であることは本来、同一のものであった。しかし、天境国はそのような力を手に入れさせないようにするために、この場所を神聖なものとして管理することで、儀式を中止し、抹殺した。わらわはその秘密をカクトゥスの王家に伝わる古い記録から解き明かしたのじゃ」

　セレンディア島全域に及ぶ版はん図とを持っていたかつての偉大な王には、それ相応の力が伴っていた。それをリオノーラは資料から見つけ出し、復活させようとした。

「儀式の時間は太陽が真上に昇る時、ちょうど今じゃ」

　もうすぐ、正典カノン世界を支配する最高神アダンの力が、リオノーラのもとに降りてくる。

　儀式のせいなのか、熱がこもっているからなのか、神殿内部はやけに熱い。だが、熱ければ熱いほど、リオノーラの気分は高揚しているようだった。

「攻撃をしても無駄じゃぞ。神の力を得るわらわを、おぬしらが止められるわけなどないのじゃからの」

　はっと、ニコラは我に返った。

　すぐにでもリオノーラを止めないと取り返しがつかないことになる。

「無駄かどうか確かめてやるよ！」

　ニコラはすぐに二重暗唱を行う。

〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉をリオノーラに打ちこむことで、この危機を打開してやる。

「食らいやがれ！」

　だが、剣を振りぬこうとして、ニコラは初めて異状に気づく。

「何っ！」

　体がいうことをきかない。

　そのまま、身動きできないまま、ニコラはその場に崩れた。足が思うように動かない。

「くっ！　どうなってるんだよ、これ！」

「無駄じゃと言ったではないか。どうして、わらわがおぬしらにウソをつかねばならぬのじゃ」

　ニコラの周囲をいくつもの禍まが々まがしい気配が覆っている。

　そして、ニコラたちは絶望的な光景を目にした。

　自分たちの外側をシエヌの姿をした者たちが囲んでいるのだ。

　そのシエヌの手からは何か光の糸のようなものが中空に発せられて、結界のように張り巡らされている。

「あっ……何よ、これ……」

　エルザも床に倒れてしまう。ヘラも同様だ。

　これは結界の中にいる者の動きを封じる神術なのだろう。

　最初から、儀式の妨害をされないように手は打たれていたのだ。

「シエヌに一時的に金縛りを起こす神術を使わせておる。そこでゆっくりと見ておるがいい」

　リオノーラの得意げな声がニコラの頭に響く。気づいた時には、何もできなくなっていた。

「このシエヌの分身はすでに天境国中に散らばっておる。まずは天境国が新しいセレンディア王の領土となる。そのあと、アチェロとフラゴラにもこの分身どもを送りこんでやろう」

　リオノーラの言葉がニコラの頭にかぶさってくる。

　力ずくで、リオノーラはセレンディア島統一の野望を実現しようとしているのだ。

「くそっ……体が動かない……」

　分身とはいえ、何人ものシエヌたちが使用している神術だ。その威力は並のものではない。手足が締めつけられるように痛む。

「さあ、いよいよじゃ！　シエヌよ、例のものを出せ！」

「あわてなくても、わかっているわよ」

　シエヌの手にはいつのまにやら、大きな冠が握られている。全体が金でできているらしく、遠くからでも強い光を放っているのがわかった。

「これは、カクトゥスの王冠じゃ。わらわが即位のために父から譲りうけてきた。セレンディア王の王冠までは残っておらぬからのう。ひとまずはこれで代用とすることとしよう」

「ここでカクトゥスの王にはなれても、アチェロはお前を支配者だなんて認めないぞ！」

　リオノーラの言葉にはアチェロやフラゴラの意向は一切入っていない。

「ニコラよ、おぬしは本当に物わかりが悪いのう。わらわはカクトゥスの王ではなく、セレンディア島すべての王になるのじゃぞ。何の問題もあるまい」

　ゆっくりと、王冠を両手に持ったシエヌがリオノーラのほうに歩いていく。

「それに、カクトゥスの生せい殺さつ与よ奪だつならすでにわらわが握っておる。わらわに逆らえる権力を持つ者など誰だれもおらぬ。シエヌの力でにらみを利かせてやれば、みんな、すぐにすくみあがってしまったわ」

　リオノーラの尊大な態度は、口先だけのものではない。

　いくらカクトゥスの軍事力がすぐれているとはいえ、その中にすらリオノーラに立ち向かえる者はいなかった。

　何も不思議なことはなかった。使徒シビリエはもともと、その国の上位五名の神しん術じゆつ師しで構成されているものだ。

　もし、その五人が共闘して、国を乗っ取ろうとすれば、なす術すべなどない。

　そして、カクトゥスの使徒シビリエは全員がリオノーラの側の人間──リオノーラと四し聖せいなのだ。

　これは偶然ではない。リディアがリオノーラの下もとで鍛えられたように、リオノーラは自分の同志を育ててきたのだ。

　すべてはセレンディア島を統一するため。

　そして、その機会がようやく訪れた。

「この戴たい冠かん式と共に、わらわはセレンディア島を統すべる王となり、同時に最高神アダンとも同一化する。誰だれにも負けぬような力が具そなわるのじゃ！」

　両方の手で王冠を恭しく掲げながら、シエヌは神殿の中央のリオノーラの下もとへと一歩一歩と近づいていく。

　その時、シエヌの口元にいやらしい笑みが浮かんだ。その目はヘビのように見開かれている。

　その表情を見て、ヘラの疑念が確信に変わった。

「…………お前はシエヌお姉ちゃんじゃない！」

　たしかにシエヌは厳しかった。それでも、ここまで残忍そうに見える目をするようなことはなかった。

　そこまで、シエヌの性格が変わってしまったのだろうか。

　違う。そうじゃない。

　これはシエヌの人格ではない。別の恐ろしい何かがシエヌを操っているのだ。

　ヘラにとってシエヌは厳しくても、大切な存在だった。

　そんなシエヌの姿を借りて、ひどいことをするその何者かが許せなかった。

「…………蜂はちだったら、縛れないでしょ」

　次の瞬間、甲高い羽音のようなものが神殿を埋め尽くした。

　ヘラの周りから無数の蜂が湧わくように現れていた。

　その蜂の勢いは収まる気配を見せず、黒い雲のようになる。

「…………絶対にやっつける」

　ヘラは床に倒れたままだが、その闘争心はたしかにシエヌたちに向けられている。

　分身しているシエヌの数が多いとはいっても、その数には限りがある。

　ならば、闇やみから生み出した数千の蜂で迎え撃てばいい。

「…………ヘビより蜂の毒のほうが強いんだから」

　数え切れない蜂が、敵のほうに突っこんでいく。

　王冠を持っているのがシエヌ本体だが、何人もの分身も同時に狙ねらった。

　羽がこすれ合う大音量で神殿のガラスがきしむほどだった。

　蜂の猛攻を受けて、何人かのシエヌの分身が倒れ、弱々しいヘビに姿を戻した。

「体が動かないからって、攻撃できないわけじゃないわよ！　ヘラ、私も手を貸すからね！」

　エルザの黒炎も数人のシエヌを巻きこみ、吹き飛ばしてゆく。

　二人の攻撃で、分身の数は確実に減っていた。

「よし、いいぞ！　少し金縛りが弱まってる！」

　ニコラの足がわずかに動いた。立ち上がることができれば、ニコラでもシエヌとリオノーラの妨害ができる。

「ふむ、なかなかやりおるようじゃが、わらわまで狙ねらう余力はないようじゃの」

　リオノーラの表情には余裕がある。

　むしろ、強くなる光を浴びて、ますます気持ちがたかぶっているようだった。

　シエヌは平然と蜂はちの群れの中を歩いている。

　蜂の幕に対するは──シエヌが生み出した神術による光の幕。

　シエヌ本体を刺すほどには、蜂たちは接近することができない。

「…………うん。歩くのは止められないけど──光は止められるよ」

　ヘラの表情がわずかにゆるんだ。

「…………狙いはシエヌお姉ちゃんだけじゃないよ」

「なぜじゃ！　光が弱まっておる……！」

　リオノーラは異状に気づいた。

　天井から差しこむ光がだんだんとまばらになっている。むしろ、儀式が終盤に向かうにつれて、強くなっていかねばならないのに。

　そして、天井を見上げて、異様な光景に直面した。

　蜂の塊が、天井の光を遮っているのだ。

「…………光が必要みたいだったから、邪魔しちゃう」

「シエヌの妹め、なかなか小こ癪しやくなことをやりおるではないか……」

　リオノーラは顔をしかめ、ヘラをにらんだ──が、

「詰めが甘いのう」

　すぐにまた悠然とした態度に戻る。

「焼け死ぬがよいわ！〈神しん界かい聖せい炎えん〉！」

　リオノーラの持つ槍やりの切っ先から炎が飛び出て、即座に天井に達した。

　蜂に、炎に打ち勝つ耐性などない。ふらふらと焦げた蜂たちが落下し、途中で消えた。

　また、光は燦さん然ぜんとリオノーラを照らし出す。

「さあ、シエヌよ、その冠をわらわに捧ささげるがよい！　この戴たい冠かん式を完遂させよ！」

　まだ、ヘラの体は自由にはならない。早く、元に戻れと心の中で自分を叱しつ咤たした。

　そして、想おもいの強さのせいか、ヘラは先に立ち上がった。

「…………ヘラがやっつける！」

　自分にはまだやれることがある。

　ヘラのすぐ近くに漆黒の闇やみが姿を現す。

　その闇の中にヘラは手を伸ばす。

「…………出てきて、ハルシュメイユ。お仕事だよ」

　その闇から出てきたのは、大木にも匹敵するほどの巨大な蜂はちだった。

　しかも、普通の蜂の足ではなく、人のような手が何本も生えている。

　これがヘラの操る外典アポクリフアの神、蜂の王ハルシュメイユだ。

　ヘラの精神が乱れると、ヘラを闇にとりこもうとすることがあるが──今のヘラの心は落ち着き払っている。

「ヴオオオオヲヲヲヲヲヲッッッッッ！」

　地響きのような低音をハルシュメイユは上げた。

「…………一緒にやっつけるよ！」

　ヘラとハルシュメイユは一気にシエヌ目がけて、突っこんでいった。

　足はぎこちないが、もう体を動かすことはできる。

　あの禍まが々まがしい偽者の動きを止める！

　シエヌはわずかにヘラのほうを向くと──ぞっとするような冷え切った目で笑った。













　そして、光の塊のようなものを放った。

　次の瞬間、ヘラは簡単に神殿の壁まで吹き飛ばされ、叩たたきつけられた。

　──現実は非情だ。

「…………いた……いよ……」

　その言葉を最後に、ヘラは床にあおむけに崩れた。

　それと同時にハルシュメイユも姿を消してしまう。術者の意識が消えて、この世界に存在できなくなってしまったせいだ。

「大切な儀式なんだから、お利口に見ていないといけないわよ」

　シエヌの顔には、ヘラを案じる気持ちなど微み塵じんもない。

「ヘラ！　大丈夫なの？　ヘラ！」

　動かなくなった妹のほうへ、エルザは駆け寄った。シエヌの結界はすでに解かれている。

　ヘラの胸がわずかに動いているのがわかり、エルザは心から安あん堵どした。

「ヘラ、あとは任せて……」

　エルザは両手で、ヘラの右手を包みながら、つぶやいた。

　ヘラの想おもいは確かにこの目で見届けた。

　その気持ちは姉として必ず引き継いでみせる。「シエヌ」を止めてみせる。

　もう一つ止めないといけないものがあった。

　シエヌが力を貸している、セレンディア島の王になろうとしているリオノーラだ。

　すでに儀式はクライマックスに差し掛かっている。

　太陽が中央神殿の真上に昇った時──

「凡すべての上に立つ者、凡ての中にある者、凡ての上に立つ者、凡ての中にある者……」

　リオノーラは最高神アダンを讃たたえる呪じゆ文もんを繰り返し詠唱する。

　そして、シエヌは両方の手で王冠をリオノーラの頭に載せた。

　その王冠に光が差し、目を開けていることもできないような閃せん光こうが神殿の中に満ちた。

「おおお……これが、セレンディアの王たる者の力か……。恐ろしいほどに力がみなぎっておるぞ……」

　うれしさを噛かみ締めているのか、リオノーラの体はわずかにふるえていた。

　今までも強大な力を持ってはいたが、それとは次元の異なる力を手に入れたとリオノーラは感じ取っている。これ以上ないほどの全能感。自分はセレンディア島の神しん術じゆつ師しの頂点にあると直感的に思った。

「セレンディア王リオノーラの誕生じゃな」

　ついにリオノーラの宿願がかなったのだ。

　ばらばらに分かれていた三国は今からまた一つに戻る。

　セレンディア島の歴史は、今日を以もつて、塗り替わる。

「きっと、わらわは理想の国家を作り上げてみせるぞ……。セレンディア島の民たちよ。絶対王たるわらわを崇拝せよ。必ずや、先史以来、例がないほどの素晴らしい国にしてや──」

「いや、まだだぜ」

　しかし、そこに水を差す者がいた。

　セレンディア島の君主の邪魔をするのは、いったい誰だれか。そんな不敬なことを言って許されると思っているのか。

　リオノーラは声のするほうに目をやった。

　ニコラが大剣の切っ先をリオノーラに向けて、立っている。

「気が早すぎるぜ。この〈統一戦争サクセツシヨン〉でお前がアチェロに敗れれば、そんな野望もご破算だろ」

　今すぐに攻撃に転じてもおかしくないほどの気迫がみなぎっている。

「わらわが敗れることなど、ありうるわけがなかろう。お前に何ができると言うのじゃ？」

　だが、ニコラはリオノーラを恐れる気配もない。

「さあ、使徒シビリエ筆頭同士の勝負をはじめようぜ」

　うるさいものを見るような目でリオノーラは槍やりを構えた。

「わかった。とっとと、殺してやるわ」






　５話　セレンディア王との決戦









「今いま頃ごろ、中では何が起こっていますの……？」

　シャンファは中央神殿の扉を祈るような顔で見つめている。

　悔しいが、今のシャンファたちは見届ける力がない。この傷ついた体で踏みこんでも、足手まといになるだけだ。すべてをニコラたちに託すしかない。

「ニコラ様たちであれば、大丈夫ですよ」

　静かな声で、けれど、励ますように、トルマリーナが言った。

「もし、カクトゥスが勝利していれば、敵が出てくるはずですから」

　その言葉にシャンファとフランは少し不安げな表情をやわらげた。

「心配などいらん」

　傷だらけのライネルは石舞台に腰を降ろしていた。ようやく、起き上がれるようにまで回復したらしい。

「あのニコラという男は、勝ち目のない戦いを勝ち残ってきた男だ」

「まったくですわ。普通なら、ニコラはすでに死んでいると思いますわ」

　だから、今回もきっと大丈夫だ。

「ニコラたちはまたボロボロになって、死にかけて、でも、どうにか勝ってくれるよ。だから、僕らは今、できることをやろう」

　フランはそうつぶやくと、目を閉じて、両手を組んで、願いをこめた。





　　　◇






　神殿の中は奇妙な空気で満ちていた。

　長らく、神殿は神聖な場所として天境国の者によって、厳粛に丁重に守られてきた。

　その空間は焚たき染しめられた香がかすかににおうような、清浄な場所だった。

　しかし、今、この神殿を支配している空気は「混こん沌とん」としか呼べないようなものだ。

　戴たい冠かん式が終わったあとの空気と、死闘がはじまろうとしている空気、周囲には、ヘビの死し骸がいが転がり、傷ついたヘラが倒れている。

　だが、そんな中で、リオノーラとニコラは共に悠然と構えて、向き合っている。

「リオノーラ、あらためて一対一で勝負だ。カクトゥス王だか、セレンディア王だか知らないが、俺がぶっつぶしてやる」

「ふん、返り討ちにしてやるわ。じゃが、その意気だけは買ってやってもよいぞ。よいな、シエヌも手出しをしてはならぬぞ」

　リオノーラは後ろに控えているシエヌを一いち瞥べつし、ニコラにすぐに視線を戻した。

　ニコラの後ろではエルザが不安そうに手と手を組んで見つめている。

　中央にニコラとリオノーラが対たい峙じし、それぞれの外周にエルザとシエヌが立って見守っている構図だ。

「そういえば、おぬしはカクトゥスから逃げたフォン・リッター家の者であったな。そんな男がわらわを止めに来るとは、まったく、フォン・リッター家とわらわは妙な縁で結ばれているようじゃの」

　フォン・リッター家はリオノーラの父親の王によって追われ、その過程で、リオノーラは逃げ損ねたリディアを配下に加えることになった。そして、今度はその兄のニコラがリオノーラの前に立ちはだかっている。

　リオノーラはじろじろとニコラに視線を送っている。

　その表情からはこれから生死を分かつかもしれない決戦に挑むという気負いは感じられない。

　あるのは王者としての落ち着きだ。

「そのずいぶんと大きい剣は、もしや、いわくつきのヴィクトリアではないかのう。おぬしらはその伝説の名剣を持っていたばかりに、わらわの父上に狙ねらわれることになったという話じゃのう」

「そうだな。俺たちの一族がアチェロに行かなかったら、歴史は変わってただろうな。俺がカクトゥスに残ってたら、こうしてお前と戦うこともなかったからな」

　数奇な運命を感じるという点では、ニコラもリオノーラと同じだ。

「俺がアチェロに行ってなかったら、あんたはセレンディア島の支配者になってたかもしれない。でも、あんたはここで俺に敗れる」

「ふん。わざわざ殺されにきおった物好きめ。使徒シビリエになどならなければ、平和に暮らせたものを」

　リオノーラの槍やりの切っ先からはすでにわずかな炎が上がっている。

「リオノーラ、あんたは俺の妹の恩人だ。聞くわけはないとは思うが、一応、礼として言っておく。ケガはさせたくない。とっとと降参してもらえるとありがたいな」

　ニコラも本当にリオノーラが聞き入れてくれるとは思っていないが、リオノーラには妹に対する恩義がある。

　いくら、リオノーラが絶対に倒さねばならない敵であるとしても。

「あっはっはっは！　本当に勝つつもりでおるのか！　まったく、面白いことを申す輩やからじゃ！」

　リオノーラは声を上げて嘲ちよう笑しようする。

　その様子を、エルザも呆ぼう然ぜんとしながら見つめていた。

「そんなにわらわを殺したくないのなら、今すぐ自害して果てよ。ならば、わらわはケガ一つすることもないであろうな」

「やっぱり、聞き入れてはもらえないか」

　あとは、この大剣ヴィクトリアで、リオノーラと剣を交えるまでだ。

「今更、そんな甘いことを言っておるか。思い上がりもはなはだしいわ」

　リオノーラは床に槍の尻しりの部分を貫くように突きつけた。

　カアァァァンという硬質な、甲高い音が神殿内に響く。

「王の力を手に入れたわらわに勝てると思うなよ！　王家の炎よ、赫あかく、熱く、燃えよ！」

　リオノーラの叫びとともに、長い槍から炎が轟ごう々ごうと燃え上がる。

　まるで巨大な松明たいまつか何かのように。

「わらわは火か精せいリィンの神しん術じゆつ師しじゃ。カクトゥスの王家は代々、火精リィンの神術を会得しておる」

　リオノーラの表情は自信に満ちている。

　その自信は国家が積み上げてきた歴史の長さに裏打ちされている。カクトゥスは軍事国家として栄光ある勝利を積み重ねてきた。だから、今回の戦いもその栄光に一ページが加えられるだけだ。

「そして、この槍やりも代々王家が継承してきた聖せい遺い物ぶつ。『聖せい槍そう』と呼ばれておる。セレンディア島の中で最強の槍じゃ」

　その槍は刃の部分が極めて長い、異形のものだった。

　それだけではない。刃の部分を螺ら旋せん状になった別の刃が覆っている。まるで炎が槍にまとわりついているようだった。

　とても実戦用の武器とは思えないほどに美しい。しかし、その槍からは凄せい惨さんな殺気がにじみ出ている。

「さあ、刃向かうものはすべて灰にしてやろうぞ！」

　威勢よく、リオノーラが叫び、両手で槍を構えた。

　右手で槍を支え、左手は軽く槍に添えている。

「雷撃で黒焦げにしてやるよ！」

　ニコラはヴィクトリアを構えて、間合いを測る。

　中途半端に接近すれば、刺し貫かれる。

　自分に適している間合いを早く把握するかどうかが勝負を決める。

「手加減はしないぞ、姫様」

　ニコラは神術の二重暗唱を開始する。

　一度、敵の間合いに入ったら、やることは一つだけだ。

　リオノーラを討ち滅ぼす。

「いくぞっ！」

　ニコラは地を蹴けった。

　全速力で、リオノーラのふところに入りこむ。

　わずかでも躊ちゆう躇ちよすれば、それは死のリスクを高めるだけだ。

「うおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ！！！」

　刺し違えてでも、一撃をリオノーラに決める覚悟で突っこむ。

　カクトゥスの使徒シビリエ筆頭相手に、安全で確実に勝てる方法などありはしない。

　ニコラの気迫に一瞬、リオノーラが身を引いたように見えた。

　そして、ニコラは自分の間合いに入ると同時に──

　雷撃を巨大な剣にまとわせる。

「食らいやがれっっっっっ！〈戟ゲキ雷ライ霆テイ〉！」

　そして、渾こん身しんの一撃をリオノーラに突きつける。

　剣に雷をまとわせ、あらゆるものを刺し貫く必殺の一突き。

　今のニコラが放てる、最大の破壊力を持った刺し突とつ。

　その一撃をかわす、わずかな隙すきもなければ、防ぎきれるほどの強固な盾もない。

　ニコラはリオノーラの槍が動くのをその目で見とめた。

「ふん！　自分から串くし刺ざしになるか！」

　ニコラの目にリオノーラが「聖せい槍そう」をニコラのほうに突き出してくるのが見えた。切っ先からは紅ぐ蓮れんの炎があふれんばかりに輝いている。

　このままニコラが槍やりに当たれば、確実に即死するだろう。ニコラが一撃で決めにきた以上、リオノーラもこの一撃にすべてをこめるしかないはずだ。

　そして、槍の間合いにニコラが入る。

「死ねっ！」

「〈雷ライ疾シツ風プウ〉！」

　一瞬、ニコラの足下に電流の火花が散り、小さな爆発が起きた。

　爆発力で突進の速度をさらに上げたのだ。

　その速度はたとえリオノーラといえども、出し抜く自信がある。

「なっ！　槍をかわしたじゃとっ！」

　リオノーラを守るものは、もはやない。

「食らいやがれっっっ！！！！！」

　巨大な剣がリオノーラの腹部を打ち抜いた。

　貫かれたリオノーラの体がくの字に折れ曲がる。

　それで勝負はあった。ライネルに決めた時より、ニコラの〈戟ゲキ雷ライ霆テイ〉ははるかに威力を増している。それが今までの剣とヴィクトリアとの違いだ。

「どうだ！　これが俺の、アチェロの使徒シビリエの力だ！」

　ニコラは勝利を確信した。

　これでリオノーラとの戦いに決着がついた────かと思われた。

「くっくくく……」

　体を突かれたリオノーラから忍び笑いが漏れる。

　それは見ている者にとって、あまりに異常な光景だった。

　腹を貫かれて、平然としていられるなんて人間ではない。

　絶命していないばかりでなく、リオノーラは笑うほどに余裕がある。

「こんなに簡単にわらわが死ぬわけがなかろう。わらわには、このセレンディア島を統一するという使命があるのじゃぞ」

　痛みを感じていないかのように、リオノーラは饒じよう舌ぜつにしゃべっている。

「会心の一撃がぬか喜びになってしまったのう。じゃが、敗れる側にも一度ぐらいは勝った気持ちを味わわせてやろうと思ってなあ」

　突然、リオノーラの体の輪郭が乱れる。

　ニコラが貫いたリオノーラの体も槍も煙のように消えうせてしまった。

「き、消えた……!?」

　ニコラの表情が曇る。

　たしかに、腕には攻撃が決まった感触があった。

　実体のないものを攻撃した感覚はなかった。

「よほど信じられぬという顔をしておるのう。熱で作った偽者は本物と寸分たがわぬ存在感と質感を持っておる。わらわが消すまで実体のない幻だとおぬしは気づかなかったであろうな」

　気配のなかった背後から、そんな声が聞こえてきた。

「空気中の熱を操ることによって、わらわは幻を生み出せるのじゃ。火か精せいリィンの力は炎で焼き尽くすだけではない。高貴で激しい熱は、空間すら支配するのじゃよ。ただの暴力的な攻撃一辺倒のものと思うなよ」

　ニコラはすぐさま体を反転させ、声のする自分の後方にヴィクトリアを斬きりつけた。

「そこかぁっ！」

　ゆっくりとリオノーラの解説を聞く余裕などニコラにはない。

　たしかに、ニコラの背後にはリオノーラがいた。

　ニコラの剣はリオノーラの姿を切り裂いたかのように見えた。

　だが、リオノーラが受けた剣の傷口から白い煙のようなものが現れる。

　その煙はリオノーラ全体に広がり、霧散してしまった。

「これも偽者かよ！」

「元よりカクトゥスの使徒シビリエ筆頭のわらわに、最高神アダンの加護が加わったのじゃ。わらわの力はさらにその強度を増しておる。敗れることなど万に一つもないわ！」

　再び、ニコラの背後からリオノーラの声が聞こえてくる。

　同じように、剣で切りつけても、リオノーラはすぐに消える。

「くそっ！　本物はどこにいるんだ！」

　まさか、火精リィンの力で、幻覚を操る神しん術じゆつ師しがいるとは思わなかった。火精リィンの神術は、七しち精せいの中でも攻撃に特化したもののはずだからだ。

「お前ごときの下げ賤せんな者はわらわに傷一つつけることはかなわぬ。何もできぬまま、殺されるのじゃ」

　ニコラは周囲を探すしかない。しかし、前後左右、どこにも敵は見つからない。

　目で追うのをやめて、ニコラは周囲を流れる空気を読むことに徹した。

　敵が幻術を使える以上、視覚に頼ることは意味がない。

　そして、一瞬、背後に殺気が現れた。

　即座にニコラは背後に神術を放つ。

「〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　槍やりを持ってニコラに攻めかかろうとしていたリオノーラに雷撃が飛びかかる。

「ほう、見破ることができたか」

　リオノーラは地を蹴けり、横っ飛びになり、その攻撃をかわした。

「ようやく、本物を見つけられたぜ」

　ニコラも余裕の笑みを見せようとするが、息は上がっている。

　ほんのわずかでも集中力が途切れれば、そこを狙ねらわれる。

　その途端に死の危険が自分にふりかかる。

「ほほう。わらわの扱う幻に騙だまされず、的確に本物のわらわに攻撃を仕掛けるとは──実に愉快じゃ」

　先ほどの一人目の幻と何も変わらない顔と声でリオノーラは笑いだした。

「何がおかしいんだよ」

　リオノーラは真剣の殺し合い自体を心から楽しんでいるようだ。

「姫であるというだけで、カクトゥスの者は皆、全力を出すのを控える。全力を出したところで、わらわにかなう者などカクトゥスの中におらぬというのにじゃ。おかげで、わらわは長らく、このように力を尽くして戦う機会に恵まれなかった」

　リオノーラはつまらなそうに過去のことを思い出している。

「そして、やっと張り合いのある敵にこうしてめぐり合えたのじゃ。命懸けの勝負というものは本当に面白いのう。リディアといい、フォン・リッター家は実にわらわを楽しませてくれる。褒めてつかわすぞ」

　そのリオノーラの薄笑みに殺気が宿る。

「だからこそ、こちらも本気で向かわせてもらう」

　リオノーラの槍やりから上がる炎の色が赤から紫に変わっていく。

　ニコラがこれまで見たことのない炎の色だ。

　ニコラの頭には、エルザの使う蠍サソリの神の黒い炎が浮かんだ。

　エルザの炎はたんなる炎などより、はるかに破壊的な力を持つ外典アポクリフアの神術だ。普通の赤い炎と違うということは、また正典カノンにない神の力によるものなのだろうか。

「まさか、お前も外典の神しん術じゆつ師しなのか……？　火か精せいリィンの神術師じゃなかったのかよ……？」

「外典じゃと？　そんな忌まわしいものではないわ。まさに王者にふさわしい、正統と言ってしかるべき神術よ」

　リオノーラは不快そうに眉まゆ根ねを下げたあと、誇らしげにその槍を足下に勢いよく突き立てた。

「火精リィンの炎はその強さによって、色を変じてゆくのじゃ。その中で、最も力の弱いものが赤い炎。ほとんどの二流の神術師たちは、自分たちの使う赤い炎しか、炎がないと信じておる。愚かな話じゃ」

　変化は炎の色だけではなかった。

　リオノーラの体が揺らめいていく。

　そこだけではなく、神殿全体が揺らいでいるように見える。

　ニコラは自分の手を見つめる。

　目の前にある自分の手すら、一箇所に定まらず、たゆたっている。

　自分の体が溶けようとしているみたいだった。

「また幻影か……？　いや、体中が熱い……」

　ニコラが表情を歪ゆがめる。敵を撹かく乱らんするような神術だとしたら厄介だ。

　しかも、神殿の温度が急に上がったように感じられる。強い熱でリディアと戦った時の傷が開きそうだった。

「幻影じゃと？　違う。わらわの発する熱によって、この神殿内の空気を乱しておるのじゃ」

　ニコラの顔から、知らず知らずのうちに汗が吹き出ている。

　まるで蒸し風ぶ呂ろの中に入れられているみたいな気分だった。

「このたぎるような熱こそ、わらわの真骨頂よ。火か精せいリィンの神しん術じゆつ師しはこうでなければのう。しかもアダンの加護で、いつも以上にわらわの生み出す熱がたぎっておるぞ！」

　さらにリオノーラの炎は紫から緑へと変色していく。

「うむ。まだまだ熱を上げることもできるが、おぬしとの戦いを長く楽しむことも考えると、このあたりがちょうどよいであろうな」

　その緑色の焔ほむらをはためかす槍やりを向けると、リオノーラはニコラ目がけて跳んだ。

「さあ、どちらが武人として最後まで立っていられるかの！」

　リオノーラの槍はニコラの予想をはるかに超えて速い。

　視界すら熱による大気の乱れで定まらないのに、まるでニコラの眼前から打ってきたかと思うほどの速度だ。

「そうやすやすと、やられるかよっ！」

　吹き飛ばされないように体の重心を下げて、ヴィクトリアを上から槍に向けて振り下ろす。

「くそっ！」

　どうにか、槍の勢いを殺すことに成功した。

　リオノーラの槍の切っ先が床についている。

　ニコラが剣で槍を上から押さえつけているせいだ。

「ほう、押さえつけるとはなかなかやるのう！」

　リオノーラも槍を持ち上げようと力をこめる。

　見た目だけなら華きや奢しやな少女だが、リオノーラの力は決して弱くはない。

　油断すれば、剣を吹き飛ばされて、胸を突き刺される。

　ギシギシと槍やりと剣の刃と刃の部分がこすれて音をたてる。

　わずかな時間でも気を抜くことはできない。

　ニコラの額から汗が落ちた。

　炎を放つ槍が近くにあるためか、火傷やけどしそうなほどに体が熱い。

　その熱が、リディアとの戦いで受けた傷を疼うずかせる。

　すでにリディアとの一戦を経験している分、体力だけでみればニコラのほうが圧倒的に不利だ。

「こんなつばぜり合いでの決着はつまらんな。のう、アチェロの使徒シビリエよ！」

　一度、ニコラの下もとからリオノーラが距離をおく。

　そして、リオノーラが上空に跳ぶのをニコラははっきりと視認した。

　だが、次の瞬間、リオノーラの姿が忽こつ然ぜんと消失した。

　ニコラの背後に強烈な殺気が現れる。

「そっちか！」

　ニコラがヴィクトリアを振りかざす。

　だが、その場にいたリオノーラはまたも霧のように消えた。

　今度は側面から新たな殺気が来る。

　体勢を変えては、間に合わない。

「〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　ニコラが剣から放った雷撃は正面だけでなく、横にも広がった。

　剣を変えたおかげで範囲が以前よりも伸びているのだ。これで側面にも攻撃ができる。

　だが、その雷撃を打たれたリオノーラは再び消えた。

　それも幻だ。

「炎の色が変わってから……幻影の数が急に増えたな……」

　炎が赤い時から幻影は厄介だったが、その比ではない。

　先ほどまでは一つだけだったリオノーラの気配までが、複数入り乱れているのだ。

　そして、無から湧わいてくるように、次々にリオノーラが攻めたててくる。

「どうした、アチェロの使徒よ！　リディアを倒したという腕はその程度か！」

　頭上からもリオノーラは降ってくるように現れる。その幻影を剣で一いつ閃せんして消し去った直後──

　リオノーラが正面からすさまじい殺気とともに、緑色の炎で覆われた槍を持って突進する。

　何体も見てきたリオノーラと明らかに殺気の質が違う。今度こそ、本物のリオノーラだ。

「死ねっ、アチェロの使徒！」

「うおりゃあああぁぁぁ！！！」

　胸を突かれる直前に剣で槍やりの矛先をわずかにかわした。

　勢いを殺せなかったリオノーラはニコラを通りすぎ、再び距離が開く。

「ようやりおるわ。しかし、どれだけ耐えられるかのう？」

　そして、またリオノーラは幻の中に消える。

「くそ、もてあそんでやがるな……」

　ニコラの息が荒くなる。

　リディアとの戦いで、体力を使っていた。だが、リオノーラは一瞬も気を抜く暇を与えてくれない。おまけに灼しやく熱ねつの中での戦いだ。

　汗が手の中でにじみ、ヴィクトリアまで落としそうになる。

　リオノーラの槍がニコラの足下を狙ねらう。

「動きが鈍っておるぞっ！」

「食らうかよ！」

　ニコラがリオノーラの槍をかわそうと、ジャンプした直後──

「──あれ……」

　ニコラはその場に膝ひざを屈した。

　心はまだ戦おうとしているはずなのだが──

　体が動こうとしない。

　中央神殿の中は、リオノーラの神術のせいか、高温で熱せられている。

　不利な環境下での長期戦が体力を予想以上に奪っていた。

「くそっ……。まだ、こんなところで倒れちゃダメだろ……」

　自分を叱しつ咤たするが、二本の足に力が入らない。

「ニコラ！」

　エルザの声がニコラの耳に届く。

　このままでいいわけがない。

　体力が尽きて立てなくなるだなんて、そんな決着はあまりに無様だ。

　だが、視界がぐるぐるとまわる。高熱で感覚が異常をきたしている。

　人間の活動できる限界を超えている。息をするだけでも、ノドが焼けるようだ。

　それでも、自分はまだ戦えると思っていたのだが……。

　ニコラは自分が握っている剣のことを思い出した。

　ヴィクトリアのせいだろうか。

　この剣は神術の力を体から引き出してくれる。

　しかし、その分、体力の消耗も激しくなる。

　そして、自分は体力が尽きて、動けなくなった。

「体力切れで決着がつくとは見苦しいのう、ニコラ・フォン・リッターよ。もっとも、この空間がお前が戦い続けられないような環境であることはわらわも承知しておったがの。あまりの熱に息をするのもつらいであろう？」

　頭に影がかかった。

　リオノーラが自分を見下ろしているのだ。

「おぬしはそれなりに健闘しておったとは思うぞ。リディアを倒したというし、相当の腕があるのじゃろう。だが、所しよ詮せんそこまでじゃ。おぬしにはわらわを倒し、アチェロに勝利を呼びこむだけの器がないのじゃ」

　目に汗が入ってきて、強くしみた。

　立ち上がろうとするが、また足が萎なえて床に沈む。

「そうじゃ、わらわの前ではすべての者がひざまずけばよいのじゃ！　ずっと、床でうずくまっておれ！」

　敗者を嘲あざ笑わらうかのように、リオノーラはニコラを見下ろしていた。

「これが力の差というものよ。おぬしらは掲げる理想を形にするだけの力がない。せいぜい、弱いことを恨むがよいわ！」

　リオノーラの言葉に反論する体力さえない。

「やはり、王としての初陣は、セレンディア島の中心であるこの神殿で行うべきであったな。わらわの出発にはふさわしい場所じゃ！」

　リオノーラの言葉がニコラの頭に反響する。

　さっきの金縛りの時のように体が動かない。

「それでは、アチェロの使徒シビリエ、ニコラ・フォン・リッターよ。おぬしの血でわらわの門出を祝ってやるわ」

　リオノーラは動けないニコラの上に槍やりを振り上げる。

「おぬしの名前は、わらわに敗れた使徒として、未来永えい劫ごう語り伝えられるであろう。死して名を遺のこす、これこそ武人の誉れであろう？」

　まだ終わっちゃいない──そう口にする体力さえ、今のニコラにはない。

　あと少しだけ時間の猶ゆう予よがあれば、打開策も見つかったかもしれないのに。

　しかし、そんな時間はない。

「ニコラッ！」

　エルザが黒い炎をリオノーラに向かって打ちこむ。

　このままニコラが死ぬのをじっと見守っているのは耐えられなかった。

　──しかし、

「無粋なことをするな、小娘」

　リオノーラの槍から放たれた濃緑色の炎は黒い炎にぶつかり、それを相そう殺さいした。

「私の炎がこんなに簡単に……止められるだなんて……」

　エルザもリオノーラの力に驚きを隠せないでいる。

「この勝負はわらわとニコラ・フォン・リッターの戦いであると言うたはずじゃぞ。あまりつまらぬことを繰り返すようであれば、処罰するぞ」

　リオノーラはエルザに向けていた目を再び、ニコラの側に戻す。

　ニコラにはまだ立ち上がる力はない。

　一対一の戦闘中に動けなくなった武人が死ぬのは当たり前のことだ。

　ニコラの頭に、リディアの顔が浮かんだ。

　最後にリディアに一度でも出会えてよかったと思い、目を閉じる。

「さあ、死ぬがよいっ！」

　長大な槍やりが持ち上がる。

「ニコラッ！」

　エルザの声が響いた。

　だが、エルザもリオノーラを止めるには間に合わない。

「リオノーラ様、お待ちください！」

　高く、よく通る声が、リオノーラの手を止めた。

　槍が振り下ろされる直前──

　──神殿の中に人の気配が一つ増えていた。

　リディアが、神殿の扉を開けて、中に飛びこんできていた。

　全力で駆けてきたせいか、息も上がっている。

　ニコラもどうにか頭を上げる。

　たしかに、そこにはリディアの姿があった。

「リディアか。無断で〈統一戦争サクセツシヨン〉の会場から抜け出たと思ったら、今いま頃ごろ戻ってきおったか。どうした？　兄の命を助けてもらいたくなったか？」

　ひややかにリオノーラは言った。

　自分の時間に水を差されて、気分も悪そうだ。

　リオノーラにとって、リディアの役目はすでに終わっている。

　もはや、リオノーラはセレンディア王になった。〈統一戦争サクセツシヨン〉において、リディアが果たせる役目など、もう何も残ってはいない。

　いずれ、リオノーラが新たな国を立ち上げれば、役目もあるだろうが、今は関係のないことだ。むしろ、今頃になって邪魔をするリディアにリオノーラは不愉快の念を抱いていた。

「リオノーラ様、本当の敵はその男ではございません……」

　息を切らしながら、リディアは言う。

　その言葉遣いは明らかにニコラの命を乞こう態度ではなく、リオノーラの家臣として、主君に何か伝えようとするものだ。

「その男を殺せば、リオノーラ様は殺されます」

「戯たわ言ごとを言うな。いったい、誰だれに殺されると言うのじゃ？　そのエルザとやらが殺しにくれば返り討ちにするだけじゃ」

　そんなことではない。やはりリオノーラは勘違いをしているとリディアは思う。

「違います。シエヌ・パッサートです」

　何のためらいもなく、リディアは味方であるはずの外典アポクリフアの名前を告げた。

　一瞬、場の空気がしんと静まり返った。

「今、シエヌは、リオノーラ様がその男にとどめをさすと同時に、リオノーラ様を殺そうとしておりました。その瞬間、リオノーラ様に最大の隙すきが生まれるからです」

　神殿にいた者のすべての目がリオノーラの後方に控えているシエヌのほうに集中した。

「まさか。言いがかりはやめてほしいわね」

　と疑惑を否定する。

「あなた、おかしくなったんじゃない？　何か言い含められでもしたのかしら？」

　シエヌは皮肉めいた笑みを浮かべるが、外典の神がここに顕現しているかのように、薄気味悪いものだった。

　エルザはヘラが神殿に入る前に言っていた言葉の意味が腑ふに落ちた。

「神殿の空気は息苦しいけど、リオノーラのせいだけじゃない。これは姉さんが出している空気。いや、姉さんじゃない……」

　今のシエヌが放っている存在感は、人間のそれではない。

　もっと醜悪な化け物がいるような感覚なのだ。本当に、巨大なヘビがそこにいて、人間を食らおうとしているようにすら感じる。

　エルザやヘラの知っているシエヌとは別人としか思えない。

　冷酷というよりは人間としての心がないような感じがするのだ。一緒に暮らしてきた二人には、その違いがわかる。

　だったら、あれは誰なのか？

　目の前の女がシエヌ・パッサートの顔をしていることも事実なのだ。決して、神術で生み出した幻影のようなものではない。

　一方、リディアの言葉に、リオノーラも表情をわずかに引きつらせた。

　シエヌが背くなどと考えたことはなかった。

　理由は単純だ。シエヌはずっと妹二人のことにしか関心を払っていなかった。シエヌが話すのは二人の妹のことだけで、外典のことや〈統一戦争サクセツシヨン〉のことも話さなかった。セレンディア島の支配になど一切興味を持っていなかったのだ。

　そんな女が自分を殺して得られるものなどないだろう。カクトゥスの姫を殺せば、それどころではなくなるはずだ。

　しかし、今のリディアの緊迫した表情は真実味を帯びていた。

「敵にでもたぶらかされたか？　シエヌがどうしてわらわを裏切る？　セレンディア王たるわらわを殺した者を誰だれもが次の王と認めるわけではないぞ。それにシエヌが王位に興味を抱いてないことはわらわがよく知っておる」

　自分を安心させるために、リオノーラはそんなことを言った。

「今のシエヌは正常な状態ではないように見えます……いえ、明らかにまともではありません！」

　リディアはリオノーラをじっと見つめた。

「シエヌが普通の状態ではないのに、どうしてリオノーラ様は気づかれないのですか？　いや、気づいておられるのですよね？　ただ、それを受け入れるのが怖いから気づかぬふりをしてらっしゃるのですよね？」

「無礼なことを申すでないわ！」

　リオノーラは冷たく言い放った。

　リディアの言葉をリオノーラも笑い飛ばす余裕がなくなっているようだった。

　リオノーラのすぐそばまでリディアは近づいていった。

「姫様もご存じのはずです……」

　リディアはリオノーラの目から一度視線をそらした。

「シエヌと戦っても勝てないと……」

「おぬし、いいかげんにせんか！」

　リオノーラが激げつ昂こうするが、その表情にはどこかむきになっているところがあった。

　堂々としていたリオノーラに初めて焦りが見えていた。

　シエヌの力はそれほどまでに恐ろしいのだ。

　たとえ、最高神アダンの力を得たとしても、その正典カノンの枠からはずれた外典アポクリフアの神の力は未知数だ。

「ふん！　暴言はもうよい！　お前の兄を殺したあとにお前も誅ちゆうしてやるわ！」

　リオノーラは再び槍やりをうずくまるニコラに向けて振り上げた。

　しかし、リオノーラの臣下はそれを黙って見てはいなかった。

　リディアはリオノーラの下もとに走りこみ、飛びこむ。

「させません！」

　リオノーラはバランスを崩して、お尻しりから倒れた。

　まさかリディアがそこまでしてくるとは思わなかったのだ。臣下にそんなことをされるのは屈辱的だ。

「おぬしは、わらわが拾ってやった恩も忘れたのか。結局、わらわを裏切って、血のつながった兄を守るのか……」

　リオノーラは立ち上がると、リディアをにらみつける。

　自分の計画が臣下に邪魔されているという事実が、怒りを倍加させる。

「恩を忘れていないから、こうしているのです！」

　しかし、リディアは毅き然ぜんとした表情で、リオノーラに臆おくすることなく進言した。

　リオノーラは記憶の奥底にそれと似たものを見たことがあるのを思い出した。

　あれは、たしか十年前だっただろうか。自分の父である王に、ある下級貴族が民に重税をかけるのをやめるよう、何度も宮中に諌いさめに来たのだ。

　悪評の立っているその貴族を幼いリオノーラは興味本位でのぞいていたこともある。

　その下級貴族は結局、国を追放処分になった。

　名前は、たしかコーゾン・フォン・リッターといったはずだ。

「そうか……。血は争えぬわけか……。自分の身がどうなるかも考えずに、思いこみを貫こうとする……」

　自分に楯たて突つくリディアにリオノーラは熱い怒りの視線を向ける。

「わたしはカクトゥスの誇り高き使徒シビリエ！　カクトゥスのためにしか剣を振るうことはありません！」

　リディアは鞘さやから一本の剣を抜いて、掲げた。

「これはリオノーラ様から下か賜しされた剣です。こんなわたしがリオノーラ様に逆らうことなどありません！　どうかお話を聞いてください！」

　リディアは必死だった。一歩間違えば、リオノーラがシエヌに殺されてしまうと確信しているようだった。

　根拠があると言えばウソになる。それでもリディアの胸騒ぎが収まらない。

「おぬし、それは聖せい遺い物ぶつではないほうの剣ではないか。そうか、聖遺物の剣を破壊されて、そちらしかもう残っておらぬのか」

　緑の炎をまとった槍やりの真ん中で、リオノーラは簡単にリディアを突き飛ばす。

　リディアは近くの柱に叩たたきつけられた。

「うっうぅ……。リオノーラ様、どうかお話を……」

「話を聞いてほしくば、おぬしに力が残っていることを示せばいい。無力な者の言葉など誰だれも聞いたりはせぬ。聖遺物のないおぬしなどただの小娘同然。そんな小娘の言葉はどこにも届かぬの──」

「届かせます」

　リディアはリオノーラの言葉をさえぎって、すぐに立ち上がる。

「わたしにはリオノーラ様に海より深い恩義があります。リオノーラ様がいなければ、わたしはそのまま処刑されていました。だから、あなたが殺されるかもしれないのに、黙って見ているわけにはいかないんです！」

　その言葉をリオノーラは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で聞いていた。

　何度退けようとしても、リディアは自分が目を背けようとしていた現実を見せつけようとしてくる。

　セレンディア島を統一するリオノーラの夢を現実で塗りつぶそうとする。

「今、倒すべきはあのシエヌ・パッサートです！　あの者がいる限り、リオノーラ様の天下は安泰ではありません！」

「もう、よいわ」

　リオノーラはゆっくりと首を横に振った。

「おぬしの言葉などわらわは聞きたくない。そして、黙れと言っても黙らぬ。ならば──おぬしから殺す。じゃが、最後の情けじゃ。この神殿から出ていけ。さすれば、命だけは助けてやる」

　それでも、リディアは、首を横に振った。

「殺されるなら本望です。わたしはリオノーラ様の道具として、その務めを果たさねばなりませんから」

「ふ、ふざけおって……」

　リオノーラも槍やりを振り上げてしまった手前、もう後戻りはできない。

　不敬を働いた臣下を咎とがめずに許しては、王者としての沽こ券けんにかかわる。

「おぬしなど、十年前、あのまま処刑されておればよかったのじゃ。こんなにわらわの命令を無視する者は初めてじゃ……」

「悔やまれても、その決断をされたのはリオノーラ様ですから。もはや、過去は変えられませんよ」

　リディアはリオノーラから視線をそらさずに答える。

　それがリディアの四し聖せいとしてのプライドだ。

「死ぬがよいわ！」

「──そこまでだ」

　その声のするほうに、リオノーラは顔を向けた。

　ニコラが力強い足取りで立ち上がっていた。

　体力も多少は回復している。

　手にもしっかりとヴィクトリアが握られている。

「仲間割れはあとでやれよ。まずは俺を殺してみろよ、姫様」

　リオノーラを救いたいという気持ちだけで、リディアは死をも厭いとわずに立ち向かった。

　妹がそこまで奮闘しているのに、疲労で立てないだなんて言っていられない。

「まずは、おぬしから殺せと言うのか。ならば、願い通りにやってやるわ」

　リオノーラはニコラを強くにらんだ。

　だが、ニコラの視線は、リディアのほうに向けられている。

「リディア、お前の意地、たしかに見たぞ。親父おやじにも胸を張って報告できる。あんたの娘は本当に立派になってるってな」

　ニコラは素直にリディアの勇気を讃たたえた。

　国は違えど、リディアもまた誇り高い武人だ。

「兄さん……立派でもなんでもありませんよ……。主君のために働くのが、武人のつとめなだけですから……」

　リディアは照れを隠すように、すました顔で言った。

「兄さんはアチェロの使徒シビリエ、わたしはカクトゥスの使徒としてやるべきことをやろうとしている、それだけです……」

「お前はこんな時でも生き真面目まじめだな」

　ニコラは苦笑する。

「お前の願いをかなえてやる。俺が姫様に勝てば、いいだろ」

「兄さん……無理です……。兄さんの力程度では、リオノーラ様にはとてもかないません……」

　リディアの目から見れば、この状況からニコラが勝つことなど想像もできないらしい。たしかに立ち上がったとはいえ、今から無傷のリオノーラとやりあえるようには見えないだろう。

　しかも、今のリオノーラは最高神アダンの加護を得て、さらに強くなっているはずなのだ。

「心配するな。こんな窮地を俺は何度も乗り切ってるんだよ」

　ニコラは剣と視線をリオノーラのほうに向けた。

「リオノーラ！　あんたは俺が倒す！」

「ふん、死に損ないが」

　忌いま々いましそうにリオノーラは槍やりを構えた。

「ならば、わらわもこの力を見せつけてやるわ」

　ニコラの視界がこれまで以上にゆがんだ。

　目の錯覚だろうか。リオノーラが次々に分裂していくように見える。

　一人が二人になり、さらに四人になり……すぐに数えきれないほどの数になって、ニコラを囲んでいく。

「なんだよ、また幻かよ。それならさっき見たぞ」

「見た目だけなら同じように見えるかもしれんのう。先ほど、わらわが使っていたものは、たしかにただの幻じゃ。実体は本物のわらわしかいなかった。だから、おぬしでもかろうじて防ぐことができたであろう。じゃが、これは違う」

　リオノーラ全員の口が同じように動いているせいで、どこから声が聞こえているのか、まったくわからない。

　ニコラを取り囲んでいるリオノーラたちの声が重なる。

「今、使っている分身は熱を帯びた空気で作った『実体』じゃ。いずれも、おぬしを刺し殺すぐらい造作もない。複数のわらわの攻撃を受けて、死ぬがよい」

　たしかに、どの槍やりの切っ先も、怪しく黒光りしていた。

「最高神アダンから授かった力、これだけではないぞ」

　リオノーラは神術を詠唱していく。

「──蒼あおき焔ほむらは即すなわち命なり。命の焔に触れる時、ほかの命もまた焔と変じて焼けん」

　緑色だった炎の色が青いものに変わっていく。

　燃え盛るものとは違う静かなおもむきの炎だったが──神殿の中の温度はさらに上昇している。

　戦いを見守っているエルザでさえ、立っているのがつらいほどだった。神殿の天井のガラス戸ですら、熱さで割れる音がした。

「青い炎か。わらわの力であれば、ここまでたどりつくのは決まりきっておったことじゃ」













　リオノーラは楽しそうに、その炎に目をやった。

「青い炎はな、火か精せいリィンの中で、最強のものと呼ばれておるのじゃ。我が王家で、この炎を扱えたのはカクトゥスを建国した初代の王だけ──新たな国の門出として、実に幸さい先さきがよいではないか」

　カクトゥスの初代国王が青い炎を用いたように、新生セレンディア王国の初代となるリオノーラもその至高の炎を操る。

　青い炎の勢いが数倍に増した。

　もはや、刺し殺すまでもない。その槍やりの先端から出ている炎が近づくだけで敵を絶命させられるだろう。

「おぬしごときが、全力を出したところで、わらわを倒すことなど、絶対にできぬ」

　まさしく、自分は神しん術じゆつ師しの中で最強であるとリオノーラは確信した。

　自分を倒す力など、このセレンディア島の中にはない。

　この青い炎で焼き殺せない者などない。

　すべての神術師は自分に対してひざまずけばいい。自分は王であると同時に最強の神術師としてこの地を支配するのだ。

「さすがだな。でも──その程度なら俺は勝てる」

　だが、ニコラは口元に小さく笑みを浮かべる。

「世よ迷まい言ごとは聞きたくもないわ」

　ニコラをリオノーラは鼻で笑った。

　この力を前にして、勝てると豪語できるような根拠がどこにあるのか。

「熱のせいで、もはやまともなことも考えられなくなったようじゃの。お前は今から串くし刺ざしと同時にこの炎で灰となるのじゃ！」

「強がりじゃないさ。俺にだって勝ち目はある」

　そう口にしつつ、ニコラは二重暗唱を開始した。

　いや、二重暗唱では足りない。

　ニコラは暗唱にさらに暗唱を重ねる。

　三重暗唱が頭の中をリフレインする。

　わずかでも集中力が途切れれば、すべては無に帰す。

　しかし、今はそれをやるしかない。

　自分も命を懸けてやる。

　さらに神しん格かく観かん想そうをそこに加える。

　天てん精せいスーの男なん体たいとも女によ体たいとも言われている姿を精確に細密に思い浮かべる。二人の天精スーが自分に力を分け与える姿、いや、一時的に自分が天精と一体化する様子を想像する。

　力を貸してほしいと天てん精せいスーに祈った。

　そこに、ニコラの全身から雷撃が生まれる様子を加える。

　剣はニコラの力を最大限に引き出してくれる。あとはその力をすべてリオノーラに叩たたきつけてやればいい。

「ふん、怖おじ気けづいて動くこともできんか」

　嘲ちよう笑しようするようにリオノーラが言った。

「そのまま刺し貫いてやるわっ！」

　リオノーラが動いた。

　無数のリオノーラが一斉に中央のニコラを目指して疾駆する。

　この囲まれた状態の攻撃から離脱できる神しん術じゆつ師しなどいないだろう。

　しかも、熱気のせいで、リオノーラの体はそれぞれが波打ったようになっている。距離感をつかむことすら難しいのだ。

　ニコラは目を閉じる。

　視覚は邪魔だ。かえって、集中が途切れる。

　リオノーラの足音を聞き分ける。

　方向は無視していい。

　自分の間合いにリオノーラが入ってくる、そのタイミングだけを把握できれば十分だ。

　あとは直前まで引きつける。

　ニコラがリオノーラに刺し殺される直前まで。

　時間の進み方が極端に遅く感じられる。

　集中力が時間の知覚を変えているのだ。

　──わかる。

　どこでこの一撃を放てばいいのかが。

　打つタイミングも、打つ威力も、いずれかがわずかでもずれれば自分の負けだ。

　今、必要なのは、恐れずに待つことだけ。

　来た。炎の熱をはっきりと感じた。

　そして、ニコラはその剣を振り下ろした。

　リオノーラではなく、神殿の床に。

「吹き飛ばせえっ！〈万バン雷ライ霆テイ〉ィィィィィィィィ！！！！！」

　床に突き刺さった剣から全方向に雷撃が発せられる。

　その轟とどろくような雷撃がリオノーラたちを同時に襲った。

　幻影が次々と消えていく。

　正面からニコラを狙ねらっていたリオノーラの槍やりが衝撃と共に手から離れて、吹き飛ぶ。

　それに続いてリオノーラ本人が飛ばされ、柱の側面に思いきり激突した。

「くっ……う……ぐはっ……」

　槍やりに宿っていた青い炎も消えた。

　それから、リオノーラは柱にもたれるようにして、がくりと膝ひざをついた。

「わ、わらわが立てぬじゃと……？　このわらわが……セレンディア島を統一するわらわが……膝を地につけておるじゃと……？」

　リオノーラの口元は信じられないといったように、ふるえている。

「成功したか」

　ニコラは剣を立てて、自分の体を支えた。

　攻撃は決まったが、体力消耗も激しい。

「まさか、全方位同時に攻撃するなど……そんなことができたところで……威力が分散するはずじゃ……」

　リオノーラは信じられないという声で尋ねた。

「そうだな。お前の言う通り、威力は分散するさ」

　ニコラも首肯する。

「なら──どの方向から本物が来ても叩きつぶせるだけの威力があれば、俺の勝ちだろ？」

　ニコラは全方向に敵を一掃するだけの雷撃を放った。

　それがリオノーラを倒す唯一の方法だった。

「そんな力がお前に残されているはずはないのじゃ！」

「これだよ」

　リオノーラに対して、ヴィクトリアを向けた。

「この剣は俺の体から、力を引き出してくれる。だから、全体力を引き出した。この一撃をはずしたら後がないから、俺はお前をとことんまで引きつけないといけなかったんだよ」

　剣を持っていないほうの手を胸に当てた。

「実力だけならあんたのほうがはるかに上だろ。その差をどうにかするために、俺は自分の命を燃やした。俺にはもう、それしかないからな」

　単純な能力だけなら体力が残りわずかなニコラが最高神アダンの加護を受けたリオノーラを上回ることは不可能だ。

　だからこそ、ニコラはその一撃に懸けた。

「俺の妹が命を懸けてるのに、俺が無様に逃げるわけにはいかないだろ」

　ニコラはリディアのほうを見て微笑ほほえんだ。

「兄さん……」

　リディアもほっとしたような笑みを浮かべた。

「お前の主君の命は奪わずにすんだみたいだぞ」

　リオノーラは苦しそうではあるが、命にまで別状はないようだ。

「くそ……こんなことは認めぬ……認めぬ……。わらわは、セレンディア島の王で……あらねばならぬ……」

　ゆっくりとだが、リオノーラは立ち上がった。

　そんな力など彼女には残っていないはずなのだ。カクトゥスの使徒シビリエ筆頭としての意地だろうか。

「いくら何でもそれ以上戦うのは無理だろ？」

　先ほど力を使い果たしたはずなのに、なぜかニコラの体力も戻りつつある。

「そういうわけにはいかぬ……」

　リオノーラは手から離れていた槍やりをゆっくりと拾い、杖つえ代わりにする。

「わらわはセレンディア王国を築くために今日まで生きてきたのじゃぞ。こんなところで無様に倒れてしもうたら、わらわの生きてきた意味はいったい何になるのじゃ！」

「簡単なことよ」

　小さいが、よく通る声だった。

　白い光の弾がリオノーラのほうに飛び──

　その体を貫く。

「あっ…………」

　か細い声を出したかと思うと、リオノーラは血を吐いて、頭から崩れた。

　シエヌの手から、かすかな煙が漂っていた。

　何か神術を使った証拠だ。間違いなく、シエヌは味方を撃ったのだ。

「セレンディア王国の夢は失敗。だから、あなたの生きてきた意味は何もないのよ、リオノーラ」

　仲間を撃ったシエヌは心底楽しそうに笑った。

「あなたたちごときに、この島は渡せないわ」






　６話　〈統一戦争〉終結









「リオノーラ様！」

　リディアが悲痛な声をあげた。

「シエヌ！　やはり、お前、裏切ったんですね！　許しません！」

　リディアは剣を抜くと、柱にもたれかかっているシエヌの下もとに走っていくが──

「うるさいわね」

　シエヌはその剣をかわすと、リディアの腹を殴打した。

「あうぅ…………」

　その一撃で、リディアは意識を失って、膝ひざをついて倒れた。

「リオノーラとニコラの決着がつくまで待っててあげただけありがたく思いなさい。まあ──リオノーラは邪魔だったから、どっちみち殺すつもりだったけど」

　シエヌはさも当然のように言った。

「どうしてリオノーラをやった！　お前の仲間じゃないのかよ!?」

　ニコラがシエヌを激しくにらみつけた。リオノーラは確かに非道な敵だったが、自分の目的のために全力で生きてきた、そんな武人としての覚悟を合わせ持っていた。その点はニコラも認めていた。

　それなのに、いとも簡単にリオノーラを裏切ったシエヌが許せない。

「リオノーラと私じゃ、目的が対立するんだから仕方ないでしょう」

「どういうことだよ……？」

「私はこの女の体を使って、セレンディア島を支配する。そして私を最高の神格とする、新しい正典カノンを編へん纂さんするの」

　そのシエヌの言葉に、エルザは違和感を覚えた。

「あなた、何者なの……？」

　エルザもその女の正体がわからない。

「そういえば、自己紹介がまだだったわね。私はオルドアリケ、シエヌが契約していた外典の神よ」

　ニコラは寒気がした。

　外典アポクリフアの神を操るエルザやヘラも、最高神アダンの加護を得たリオノーラも見てきたが、自分を神だと名のる者になど会ったことはない。

「正典が編纂される時期、私は危険な存在としてほかの多くの神と一緒に排除された。だから、ずっとチャンスを窺うかがっていたの。いつか、自分が表の世界に出て、自分があがめられる世界を築こうとね。そのためには、私の力でセレンディア島を支配しないと、私があがめられることなんて、起こりえないでしょう？　帝国なんてものは私が叩きつぶしてあげるから、心配しないでいいわよ」

　恍こう惚こつと、シエヌの体を借りたオルドアリケは自分の夢を語っていく。

　リオノーラも強敵だったが、それ以上にオルドアリケが危険な存在であるのは明らかだ。

「お前はまさか、シエヌの人格を乗っ取ってるっていうのか……？」

　体そのものが仮かり初そめのものであるようには見えない。出てきている人格が誰だれであろうと、これはシエヌの体だ。

「あら、私のこと、全然知らないのね。それもそうね。シエヌですら、私の全ぜん貌ぼうは知らなかったみたいだし、調べても詳しいことはわからないわよね」

　リオノーラの神術による、うだるような熱は引いていた。

　代わりに、オルドアリケの放つ寒々とした空気が場を覆っている。

「シエヌの心は私が食べたわ。私は契約者の心を食べる神格だから」

　エルザの顔が凍りついた。

「シエヌはなかなか、立派な子だったわよ。妹たちを救うためには自分が強くなるしかないからって、私と契約したの。おかげで、妹に対する愛情だけがやたらと強くて、そこだけ食べきるのに時間がかかったけど、それもようやく終わったわ」

　シエヌの体を奪ったオルドアリケはにやにやと観察するようにエルザのほうに視線を送った。

「もう、黙って」

　冷え切った声で、エルザはつぶやいた。

　それから、細身の剣を鞘さやから抜いた。

「その体を使って、くだらないことをいつまでもしゃべらないで。今すぐ、あなたを叩きつぶす。それで、アチェロを〈統一戦争サクセツシヨン〉の勝者にする」

「俺も手を貸すぜ」

　ニコラもエルザの横に並んだ。

「何人で来てくれてもいいわよ。どうせ、この神殿の中の神しん術じゆつ師しはすべて倒すつもりだったから。放っておいても、私の邪魔に来るでしょう？」

「ニコラ、自分の身ぐらいは自分で守りなさいよね」

　エルザもニコラの加勢に驚きはしなかった。

　こんな時、ニコラなら必ず戦うと言う。

「お前が負けるわけがない。これまでお前の戦いを見てきた俺が保証してやる」

　ニコラはボロボロの体で無理矢理笑顔を作って送り出す。

「ニコラに保証してもらうまでもないわ」

　いよいよ〈統一戦争サクセツシヨン〉最後の戦いがはじまろうとしていた。

「さあ、来なさい。二人ともかわいがってあげるわ」

　シエヌはすぐに仕掛けてくるつもりはないらしい。挑発的に手招きをしている。

　エルザは不敵な笑みを浮かべた。

「私もね、この数日間、天境国で何もしていなかったわけじゃないのよ。この戦いに勝つための方法をずっと探っていたの」

　言葉を紡いでいくエルザの顔にはまだずいぶんと余裕がある。

「そして、やっと見つけたのよ、私の使う黒い蠍サソリの神の名前をね」

「エルザ、その蠍の神って名前がなかったんじゃ……？」

　ニコラが不思議そうに尋ねた。

　エルザは名もなき蠍の神として、その外典アポクリフアの神を使っていた。

　これまで、エルザがその神の名を呼んだことは一度もなかった。

「そうよ。でも、それは蠍の神に名前がなかったからじゃないの。パッサート家の中で、伝わってなかっただけ。だから──この数日、天境国内で調べて、私はその名前を見つけだした」

　そして、ゆっくりとエルザはその神の名前を呼ぶ。

「出てきなさい、蠍の神ミルガタスネ！」

　黒い炎を体にまとった巨大な蠍の姿をした神が現れる。

　これまでにエルザが使役してきた蠍の神よりもはるかに炎の勢いが強く、激しい。

「名前を知ったことで、神格の把握ははるかに深くなるわ。つまり、蠍の神の神術がこれまでより格段に強くなるの」

　炎の勢いだけではない。火炎の猛たけ々だけしさが重さを持っていそうなほどだ。

　見ているニコラもその力の底知れなさに驚いていた。

「オルドアリケ、あなたの企たくらみごと焼き払ってあげるわ！」

　エルザの表情にも自信が満ちる。

　これまでにない力を使えている自覚がある。

「食らいなさい！〈ミルガタスネの口づけミルガタスネ・バーチヨ〉！」

　蠍の神は燃え盛る黒い炎をたてがみのようになびかせて──

　シエヌと同化したオルドアリケに向かっていく。

　炎の外典の神そのものが襲ってくるのだ。その威力は、尋常なものではない。

　直撃すれば、炎に焼き尽くされて、骨すら残らないはずだ。

　黒い炎がオルドアリケを飲みこんだ。

　エルザは勝利を確信した。仮に神の存在が不滅だとしても、シエヌの肉体のほうは死滅するだろう。

　なのに──

「やっぱり、この程度なのね」

　ありえないはずの声が聞こえてくる。

　ミルガタスネの黒い炎を受けても、オルドアリケは平然としている。

　オルドアリケは蠍サソリの神であるミルガタスネのハサミを両手で止めていた。

「外典の神を生身の人間の体で止めるだなんて！」

　エルザは本気で困惑していた。

　かわして無傷ならわかる。だが、オルドアリケはミルガタスネの直撃を受け止めることを選んだ。

「あなたごときが私に勝つなんておこがましいのよ」

　オルドアリケはミルガタスネのハサミを二つとも引きちぎる。

　名前を取り戻したミルガタスネもそんな目に遭うとは思わなかっただろう。いくら、ミルガタスネが神であろうと、同じ神格同士がぶつかれば、どちらが勝つかはわからない。

「そちらの男も戦うつもりだったわね」

　オルドアリケはその燃え盛るハサミをニコラに向けて投げつける。

　超高温がニコラに接近する。

　いくらヴィクトリアでも止められない。

　熱量が高すぎる。防ぐ手段も思いつかない。

　しかし──その途中でハサミは忽こつ然ぜんと消えた。

　何があったのかとオルドアリケのほうを見ると、傷ついていたミルガタスネの体がなくなっている。

「あらら、引き裂かれたダメージで、この世に現出できなくなっちゃったのね。おかげで命拾いしたわね」

　オルドアリケは涼しい顔をして言った。手にも火傷やけどの痕あとすらないようだ。

「ど、どういうことよ……」

　エルザはどうしようもない無力感を覚えた。

　これまでパッサート家の後継者になるため、必死に戦ってきた。ハルシュメイユを操るヘラにも、打ち勝った。

　なのに、自分の力がここまで通用しないとは思わなかった。

「傷一つつけられないだなんて……」

「あなたが蠍の神の名前を知ったからといって、同じことよ。自分の意志を持ってこの世界に干渉している私と、あなたに唯い々い諾だく々だくと従っている蠍の神、そんなもの、比べるべくもないでしょう？　あなたは神そのものと戦っているのよ」

　オルドアリケは驕おごっている様子もなく言った。

　いくら優秀な神しん術じゆつ師しといえども、一人で神そのものに抗あらがうことなどできない。

「どんなに強い神の力を得たところで、神の力を借りている人間は、神にはかなわない。それは単純に次元が違うから。勝てるかもしれないと期待するだけ、無駄というものよ」

　エルザはくちびるを噛かんだ。

　こんな恐ろしい存在にどのようにして立ち向かえばいいのか。

　シエヌのままですら強敵なのに、彼女の体を乗っ取った外典アポクリフアの神に勝つ手段なんて、とても考えられない。

「何が次元が違うだ」

　エルザの前に飛び出してくる人影があった。

　ニコラがエルザを守るように立っていた。

「神様だか何だか知らないけど、お前は超越的な存在じゃない。シエヌっていう人間に乗り移ってるだけの不完全な存在だろ。だったら、俺たちでも勝ち目はあるはずだぜ」

　ニコラの声はオルドアリケに対する挑発のように、エルザには聞こえたが──

「だから、諦あきらめるなよ、エルザ」

　その言葉はエルザに向けられたものだった。

「お前が負けるわけない。お前はパッサート家の後継者だろ」

　エルザの心が折れそうになっていたのを、ニコラは見抜いていた。

　エルザには、前にいるニコラの顔は見えないが──

　ニコラはきっと今、不敵な笑みを浮かべていると思った。

　まだ致命傷を受けたわけでもなんでもない。戦うことはできる。自分はパッサート家を継ぐべき人間なのだ。

「そうよね、後継者として、こんな無様な真ま似ねできないわ」

　後継者として、特別に教えられた神術の中に、こんな危機を切り抜けるものが交じっていたはずだ。

　そうだ、パッサート家は長らく外典の神格と寄り添うようにして、その力を伝えてきた。

　シエヌのように、体を外典の神に奪われた例が過去に皆無だったとは思えない。

　そして、対処法が一つ頭に浮かんだ。

「ニコラ、少し時間を稼いでくれない……？　打つ手があるわ」

「わかった！」

　ニコラはオルドアリケの側に足を一歩踏み出す。

　何分でも耐えてやる。危機なら何度も乗り越えてきた。

「何様のつもりなの？　あなたごときの力じゃ、何もできないわよ」

　オルドアリケはニコラを見て、顔をゆがめている。雑ざ魚このくせによく吠ほえるとでも思っているのだろう。

「何かよほど素晴らしい策があるのかしら？」

「策なんてないさ。ただ、今の俺は力がみなぎってるんだ」

　ニコラにも理由はわからないが、リオノーラとの戦いが終わった直後から、明らかに力が戻りはじめている。むしろ、これまで以上だ。

　疲労はたまっているはずなのに、体もむしろ軽いぐらいなのだ。

　ニコラには、オルドアリケの手のひらに白い弾が現れるのが見えた。

「リオノーラのように打ち抜いてあげるわ」

　ただ、大きさが違う。リオノーラを貫いたのは小石ほどの大きさのものだったが、オルドアリケの手にあるのは、握りこぶしほどの大きさがある。

「これは、神術の力の源になっている純粋なエネルギーの塊。このエネルギーを元にして、あなたたちは神術を使ってるわけよ。神術になる過程で、力の何割かは確実に失われる。でも、私は完全なままの力で、神術を使えるのよ」

　原初のエネルギーの光が神殿を満たす。

　それは、オルドアリケが神である証左だった。

「あなたたちがどれだけ頑張っても、威力が違いすぎるの」

「あんまり手の内を見せると、後悔するぜ」

　だが、ニコラは怯おびえることもせずに、オルドアリケとの間合いをつかもうとしている。

「勝ち目がないと思って絶望しなさい。神と人の越えられない壁を感じればいいわ」

「俺がそんなに諦あきらめのいい男だと思ってるのかよ」

「これから殺されるあなたの性格なんて知らないわ。うっとうしいから、あなたから消えなさい」

　オルドアリケは光の弾を投げつける。

　それでニコラは吹き飛ばされて死ぬ──はずだった。

「頼むぜ、ヴィクトリア！」

　ニコラは巨大な剣で、その光の弾を半分に切り裂いた。

　二つに分かれた弾はニコラの後ろで爆発した。

　体と剣には電流がばちばちと流れている。

「エネルギーの塊を切った……!?」

　オルドアリケの顔に初めて、驚きの色が映る。

　どうして、ただの人間が、神の力をとどめることができたのか。

「だから、言っただろ。お前は超越的な存在じゃない」

　強い神しん術じゆつ師しとなら、これまで何度も戦った。

　その都度、ニコラは生き残り続けてきた。

　難しいことはない。これまでと同じことを繰り返せばいいだけだ。

　その様子を見ていて、エルザは確信した。

　ニコラが時間を稼ぐと言えば、本当に稼ぐのだ。たとえ、敵が外典アポクリフアの神だろうと、そんなことは関係ない。

「私も、集中しなきゃね」

　特殊な神術の詠唱をエルザは開始する。

「此こ乃の世よ徒と異こと奈な留る者もの余よ、此こ乃の世よ乃の理ことわり仁に相あい容い礼れ奈な以い者もの余よ……」

　この神術で状況を打開できるはずだ。

　今は信じるしかない。

　だって、ニコラも自分を信じて戦っているのだ。

　エルザも迷うわけにはいかない。

　必ず、この神術を成功させる。

　一方、オルドアリケはそんなエルザのことは完全に無視していた。

　外典の神である自分の攻撃を防いだニコラのことに、どうしても意識を奪われる。

　どう見ても、相手はただの人間だ。自分に立ち向かえるはずなどないのだ。

　だから、その証明のために、ニコラを叩きつぶさねばならない。

「さっきのは何かの間違いよ。死になさい！」

　オルドアリケは光の弾を次々に投げつける。

　一発でも当たれば、人間の命を奪うぐらいはできる。

　これで、早く、誤りを糾ただしてやるのだ。

「お前の力はその程度かよ！」

　なのに──オルドアリケの見通しははずれる。

　ニコラは同じように、光の弾を切り裂き、打ち払う。

　白い雷撃をまとった剣で。

「あなた、いったい何者なの……？　人間じゃないの……？」

「人間に決まってるだろ！　アチェロの使徒シビリエ筆頭、ニコラ・フォン・リッターだ！」

　ニコラの体にはリオノーラと戦った疲れはない。

　体の中に熱い血が流れている感覚がある。今ならいくらでも戦える。

　先ほど体力が尽きかけたと思った時から、明らかに力が回復している。いや、これまで以上にみなぎっている。

「俺たちの気持ちがお前に打ち勝ってる、それだけだよ！」

　そんな言葉で、オルドアリケは得心がいくわけがなかった。何か仕掛けはないのかと剣を振るうニコラを凝視する。

　ニコラの背後に影のような者が立っている。

　直感的にオルドアリケはそれが何かわかった。

「まさか……まさか……天てん精せいスーと同化しているの……!?」

　オルドアリケの驚きよう愕がくの声が響く。

　それなら外典アポクリフアの神である自分の攻撃を防ぐことだってできるはずだ。神格同士の力比べであれば、どちらが勝つかはわからない。

「そんなこと知るか！　お前に勝てる力なら、何だっていいんだ！」

　そんな現象が起こったことなどニコラにはない。もちろん、ほかの神しん術じゆつ師しの話でも聞いたことはない。

　もし、一つだけ、心当たりがあるとすれば──

「これが……ヴィクトリアの力なのか……」

　この剣は伝説的な武器のはずだ。

　だとしたら、その力が最大限に発揮された時、そんな奇跡が起きてもおかしくはない。

　ふっと、ニコラの頭に何かが語りかけてくる。

　──お前は決して恐れなかった。だから、力を貸そう。

　それが天精スーのものなのか、高揚した感情の中での幻聴なのか、そんなことはわからない。

　とにかく、オルドアリケと戦う力を貸してくれるなら、何でもいい。

　──倒れるまで、この剣を振るえ。必ず道を切り開いてやろう。













　言われなくても、そうするつもりだ。

「此こ乃の世よ乃の者もの天で奈な以い客人まろうど世よ、遠とお起き遠とお起き世せ界かい仁に帰かえ礼れ」

　そして、エルザの詠唱が終わった。

「ありがとう、ニコラ！　ここからは私の番よ！」

　エルザは両手を前に突き出し──

　すべての力を指先に集めて、打ちこむ。

　この一撃ですべてを覆してやる。

「行くわよ、喰くらいなさい！　パッサート家の後継者だけに許された秘術！〈神魂純化クオーレ・イノセンツア〉！」

　白い光の矢のようなものが、エルザの手から伸びて──

　オルドアリケの体に撃ちこまれていく。

「きゃああぁぁぁぁぁっ！」

　オルドアリケが悲鳴をあげ、何歩もあとずさった。

「よしっ！　効いてるぞ！」

　ニコラも快かい哉さいを叫ぶ。

「効いてるといっても、これは攻撃用の神術ではないけれどね」

　オルドアリケに異変が起こる。その体から、半透明な何かが抜け出していく。

　そして、体から出てきたのは、人頭蛇体の醜悪な怪物だった。

　その怪物が出たシエヌ・パッサートの体は、意識なく、その場に倒れた。

「あの化け物が、オルドアリケの本体よ」

　強力な神術を使ったせいか、エルザの息は少し荒い。

「これは生き物に寄生した神格を引きずり出すためのものよ。ぶっつけ本番だったけど、しっかり効いてくれたようね」

「ま、まさか……。そ、そんな神術が今の時代にまだ残っていただなんて……」

　分離したオルドアリケの声は、低く不気味なものだった。

「この神術はね、パッサート家の後継者だけに伝えられてきたものなのよ。後継者と認められた私だけが教えられたの。一族に神に呑のまれた者が出てきた場合、当主はその者を処分しないといけないから」

　エルザの表情は先ほどとは比べ物にならないほど、落ち着いている。

　今のオルドアリケは太刀打ちできない相手ではない。

　自分たちの力でも封じこめられる。

「正直、トップクラスの神しん術じゆつ師しである姉さんの体を乗っ取ったオルドアリケに勝とうと思ったら、ほぼ手はなかったわ。オルドアリケの力なら姉さんの力をさらに何倍にもできるからね。でも──」

　エルザの顔に笑みが宿る。

「オルドアリケだけを切り離せば、戦えないことはないわ。ニコラの言う通り、超越的なものでもなんでもない！」

「同じことよ。いくら、シエヌの体から抜け出したからって、あなたたち二人程度では神を倒せないわ」

　オルドアリケの顔にはまだ余裕があるようだ。

　単純な実力だけなら、シエヌの体から離れたとはいえ、神しん術じゆつ師し二人ぐらいで自分を乗り越えられるわけがないと思っているのだろう。

「お前にとっては、不可能なことでも、俺たちには違うんだよ！」

　ニコラはもう一度、エルザのそばに立つ。

「エルザ、ここから先は一緒にやろうぜ。俺にも天てん精せいスーがついてるらしい」

　ニコラのその表情は死線をかいくぐったとは思えないほどに明るい。

「さっきやられた蠍サソリの神様は呼べそうか？」

「大丈夫よ、神様は人間とは違って、一回呼び出して死んだらおしまいってわけじゃない」

　そこまで聞いて安心したようにニコラはうなずいた。

「こっちは神格が二人分だな。向こうは一人分だ。負けるわけがないだろ」

「それもそうね」

　エルザも軽口で返す。

　この勝負、勝てる。

　負けるという可能性が今のエルザには思いつかない。

「あの蠍の神の、最強の黒い炎をぶつけてくれ。俺も天精スーの最強の雷撃を決めてやる」

「ご主人様のお願いとあらば、やらないわけにはいかないわね」

　エルザも快活に笑った。

　あとは全力で戦うだけだ。

　そして、勝つ。

「あなたたち、二人とも消してあげるわ！」

　無数の光の弾が二人に向けて放たれた。

　それに合わせて、二人は散開する。

　ニコラは光の弾をヴィクトリアで切り裂いて進む。

　エルザも、黒い炎で襲ってくる光の弾を相そう殺さいする。

「そっちの娘まで私の攻撃を防ぐっていうの？」

「簡単なことよ！　あなたの力がさっきより弱ってるの！」

　ニコラはオルドアリケの正面から進撃。

　一方、エルザは背後から進撃。

「うっとうしいわね！」

　二方向からの攻撃でオルドアリケを討つ。

　だが、神はまだいくつも手の内を隠していた。

「両方から来るなら、各個撃破するだけよ！」

　オルドアリケは、一度、両方面へ攻撃をやめて──ニコラの側のみに無数のヘビを生み出す。

「くそっ、邪魔だっ！〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　ニコラの剣から飛び出た雷撃がヘビを一掃した。

　しかし、間髪を容いれず、ヘビが道をふさぐ。

「くそっ！　これじゃキリがない！」

「さあ、シエヌの妹、まずはあなたからよ！」

　オルドアリケはエルザのほうに体を向ける。

　手にはすでにいくつもの光の弾を同時に撃ちこむ準備をしている。

　エルザは血の気が引いた。

　ミルガタスネの炎だけでは防ぎきれない。

　体に穴を空けられて──死ぬ。

　だが、自分のすることは決まっている。

「ニコラ、あとは任せたわ」

　今、使える最大級の黒い炎をオルドアリケにぶつける。倒せなくても、相当なダメージにはなるはずだ。

　その先はニコラにすべてを託せばいい。

「死になさい、シエヌの妹！」

　そして、オルドアリケが神術の光の弾を一斉に放つ。

　しかし、その光の弾をさえぎる者がいた。

　光の弾をすべてその体で受け止めたのだ。

　意識もなく倒れていたはずの、シエヌ・パッサートだった。

「なっ!?　あなたの心なんてもう残ってないはず……」

　オルドアリケはわけがわからなかった。心は完全に喰くらい尽くしたのに……。

　なのに、シエヌはたしかに動いた。

　エルザを想おもう心がわずかでも消えずに残っていたのだろうか。

　シエヌがオルドアリケと契約をしたのは──エルザとヘラ、二人の妹を守るために力が必要だったからだ。

　そのシエヌの心を完全に奪い去ることはオルドアリケにもできなかった。

　エルザをかばったシエヌはすぐに木の葉が舞うように倒れていく。

　倒れる時、顔をエルザのほうに向けて──微笑ほほえんだ。

　攻撃が防がれたせいで、オルドアリケに取り返しのつかない隙すきができた。

　エルザの作戦は何も変わらない。

　一撃を敵に向けて叩たたきこむだけだ。

　両手を思いきり突き出して、全身全霊の神術を放つ。

「これが私の全力よ！〈蠍サソリの神〉──ううん、〈ミルガタスネの抱擁ミルガタスネ・アブラツシオ〉！」

　すべて溶かすほどの高温の漆黒の炎が、オルドアリケに直撃する。

「きゃあああああああああぁぁぁぁぁぁっっっっっ！」

　悲鳴とともにオルドアリケの体が燃えていく。

　だが、まだ攻撃は終わりではない。

「これで終わりだっ！」

　ニコラはヴィクトリアを大きく振り上げると──

　体ごと、オルドアリケに向かって、跳んだ。

「〈戟ゲキ雷ライ霆テイ〉ィィィィィィッッッッッ！」

　強烈な雷撃をまとった丸太ほどに分厚い剣が──

　オルドアリケの体を貫いた。













「あっ……あぁ……人間なんかに、私が……」

　この世に形を残せないほど傷ついたオルドアリケの体は、煙となって消滅した。

　神殿の中の空気が一瞬にして異なるものになった。

　本来の神殿にふさわしい、神こう々ごうしく厳粛な空気が戻っている。

「終わった……みたい……だな……」

　急に疲労感を覚えたニコラはその場で膝ひざをついた。ヴィクトリアで無理矢理、自分の限界以上の力を引き出したせいだろうか。

「そうね……」

　エルザも全力の一撃を打ったせいか、床に手をついた。

　勝ったという喜びや達成感よりも、すべてが終わったという虚脱感のほうがニコラを支配している。これまでの張り詰めていた緊張感がふっと薄らいだ。

「とにかく、〈統一戦争サクセツシヨン〉はアチェロの勝ちで決まりだな……」




　公暦一五一六年五月十二日。

　アチェロの勝利により、〈統一戦争サクセツシヨン〉は終結した。






　エピローグ









〈統一戦争サクセツシヨン〉が終わったあと、セレンディア島はしばらくの間、戦後処理の期間に入った。

　まず、学術国家アチェロがセレンディア島の全権を委任されることになった。

　天境国での死闘の十日後、アチェロの首都、カサビアには海洋国家フラゴラと軍事国家カクトゥスの代表者が手続きのために訪れた。

　カクトゥスの代表として参加したリオノーラは粛々と調印した。全面的にアチェロに従うと認めた。

　彼女はオルドアリケの攻撃を受けたものの、そのあとの治療で奇跡的に生き延びたのだ。

　調印式のあと、リオノーラはアチェロ正典学院のニコラの下もとを訪ねた。

「久しぶりじゃの。息そく災さいでやっとるか」

「ああ、どうにかな。いったい、何の用だ？　調印式なら終わったんだろ」

　リオノーラの表情がずいぶんと落ち着いているので、ニコラも緊張を解いた。

「わらわの夢はアチェロに引き継がせたからの。セレンディア島すべてを背負ってると思って戦え。絶対に帝国などに負けるでないぞ」

　リオノーラはわざわざ戦った相手を激励に来たらしい。

「それなら、何も心配いらないぜ。だって、お前たち、カクトゥスもフラゴラも力を貸してくれるんだからな」

　アチェロはカクトゥス、フラゴラの両国にさんざん苦しめられた。その二国が協力してくれるのだから、こんなに心強いことはない。

「それとな、もう一つ用件があったのじゃ。わらわは自分の臣下に暇を出したのでな」

「暇？」

　リオノーラの後ろから、リディアがおずおずとうつむきながら出てきた。

「あの……アチェロ正典学院に編入することになりました……。兄さん、よろしくお願いします……」

「わらわは自分に一度でも楯たて突ついた者は使わぬことにしておるのじゃ。おぬしが面倒を見てやれ」

　悪わる巧だくみをしているように、リオノーラは笑っている。

「ええと、編入だったら……ひとまず、会長のところに連絡しに行ったほうがいいのかな……」

「あの……編入日程は十日後なんです」

「え？　じゃあ、それだったら、早すぎるんじゃないか？」

　少し、面おも映はゆそうにリディアは顔を赤らめた。

「久しぶりに……実家に里帰りしたいんですが……父さんと母さんに顔を合わせに……」




　二日後、ニコラはリディアを連れて、実家に戻った。

「はい、いったい、どなたかしら？」

　いつものように、のんびりとした足取りでセラスが屋敷から出てくる。

　ニコラにとってはどこかなつかしくもある、やさしい母親の表情をしていた。セラスは一日の大半をやわらかな笑みを浮かべて過ごしている。

「あら、ニコラと、それと…………えっ……まさか……」

　そんなセラスの表情から珍しく笑みが消えた。

　それから、瞳ひとみにじわりと涙がたまってくる。

「ただいま、お母さん。遅くなりました」

　リディアはゆっくりとセラスに近づくと、その肩を抱いた。どこか照れくさそうにしていたリディアの顔も、自然と泣き顔に変わっている。

「カクトゥスとの戦いで、ニコラですら生きて戻ってこないかもって思ってたのに……ニコラだけでなく、リディアも帰ってくるだなんて……」

　セラスは声を涙でふるわせながら、つぶやいた。

　その様子を後ろで見ていたニコラも、もらい泣きしそうになった。

　武人は不用意に涙を見せるものではないけれど、今は許してもらいたい。四し聖せいというカクトゥス最高峰の武人だったリディアですら、泣いているのだ。

　その日の夕方、狩りから帰ってきた父親のコーゾンは、「よく帰ったな。まあ、ゆっくりしていけ」とぶっきらぼうに言うだけだったが、夜に夫婦の寝室に入ったあと、声を立てずに泣いていた。セラスがあとでこっそりと教えてくれた。

　アチェロ正典学院に戻る日、家族の顔は皆、晴れやかだった。

「今度は帝国との戦いなのね。ケガに気をつけてね」

　見送りに出てきたセラスが子供二人にいたわるように言う。

　まだ戦いは終わったわけではない。むしろ、これからが本番なのだ。その戦いで、セレンディア島全体の命運が決する。

　それでも、ニコラとリディアの目には迷いはない。

「絶対に勝つさ。こっちにはフラゴラもカクトゥスもついてるんだからな」





　　　◇






　メテオリテ帝国との戦いに備え、各国では個別に準備が進められていた。













　海洋国家フラゴラでは、使徒シビリエ筆頭だったライネルが、海軍をまとめあげ、来きたるべき争乱を待っていた。

　帝国が攻めてくるとすれば、フラゴラかアチェロの港町に来襲してくることが予想された。まずはフラゴラが敵の船団に打撃を与えるのだ。

　また、沿岸部では、地ち精せいギアの神しん術じゆつ師しであるガラシアが、土と岩でできた塔や壁をいくつも建設していた。塔の上からは火か精せいリィンの神術師たちが、帝国の船団に火をかける手て筈はずになっている。

　そして、ヘラが無数の蜂はちを従えて、待ち受ける予定だ。上陸に成功した帝国の軍は、すぐさま容赦ない蜂の攻撃に倒れることになる。

　そんなヘラは、今、天境国の実家でより強い蜂を生み出す神術をものにするための、試行錯誤を続けている。

「…………みんな、やっつけるからね」

　狭い部屋でヘラは蜂の神術を繰り返している。そこに、シエヌが熱いお茶を持って、入ってきた。凶暴な蜂もシエヌを刺そうとはしない。

「少し、休憩したら？」

　今のシエヌには、オルドアリケがとりついていた時のような残忍な表情はどこにも見られない。

　天境国での〈統一戦争サクセツシヨン〉が終わったあと、シエヌはどうにか一命をとりとめた。

　ただ、シエヌを操っていた外典アポクリフアの神がいなくなったせいで、力は大きく落ちてしまったが。今はヘラと一緒に実家で力を取り戻す訓練をしている。力が戻ったあとに、もう少し安全な外典の神格を使うつもりだ。

「…………うん、ありがとう、シエヌお姉ちゃん」

　わずかに表情をゆるめて、ヘラは受け取る。カップにふうふうと息を吹きかけると、湯気があがった。

「どう、おいしいかしら？」

「…………ちょっと、怖い」

　怯おびえたように、ヘラは首をすくめた。

「何がよ？」

　不思議そうにシエヌが尋ねる。

「…………シエヌお姉ちゃんがやさしすぎて、怖い」

「昔からずっと私は妹にやさしいのよ」

　苦笑しながら、シエヌはヘラの頭を撫なでた。




　さらに、ヘラの蜂たちの後背には、カクトゥスの神術師が控えている。

　指揮をとるのは、【槍やり姫ひめ】リオノーラだ。一度はカクトゥスを壟ろう断だんしようとしたリオノーラだったが、結局、彼女に代わるような強力な神しん術じゆつ師しはカクトゥスには存在しなかった。彼女とその部下が帝国の神術師たちに大打撃を与える予定だ。

「よいな。アチェロの使徒シビリエどもに戦功をとらせる必要はないからの。カクトゥスが帝国を討ち倒したと歴史に刻みつけてやるのじゃ！」

　王城で、リオノーラは神術師たちに向けて、士気高揚のための演説を行った。

　リディアが抜け、四し聖せいを改め三聖になったメイラ、キンゼイ、マーシャも戦いを待ち望んでいるようだった。

「ただし、おぬしらはわらわのために戦わずともよい。このセレンディア島を守るために戦え。わらわもそのつもりじゃ」

　神術師たちは意外そうな表情をしていた。そのリオノーラの言葉は、〈統一戦争サクセツシヨン〉の頃ころと相当に異なっている。

「早く、わらわも槍やりで帝国の愚か者どもを貫いてやりたいわ」

　今のリオノーラの瞳ひとみは、セレンディア島の支配とは異なる目的を見つめているようだった。





　　　◇






　そして、アチェロのほうでも帝国を迎え撃つ準備が着々と進んでいた。

「よし！　さっきより速くなったな！　その調子なら、本番までには実戦レベルになるぞ」

　学院の庭に生徒たちを集めて、ニコラは学院の隅から隅まで届きそうなほどの大きな声を上げていた。

　アチェロ正典学院の特別講師として、ニコラたちは仲間の神術師の指導を行っていた。ニコラの役割は暗唱による神術のレベル向上だ。

　神術師同士の戦いは神術の威力と、速さで決まる。どんな強力な神術だろうと使用前に敵の攻撃を受ければ意味がない。逆に言えば、威力が弱くても、敵が動く前に打倒してしまえば、無傷で勝利することもできる。

　そこで、暗唱を詠唱に匹敵する力で使えるニコラの指導がはじまったというわけだ。もし、これが実を結べば、帝国に大きな脅威を与えられるだろう。

「裏庭のほうでも熱心にやってるみたいだな」

　シャンファの声が時折、風に乗って聞こえてくる。シャンファは印いん徴ちようの指導をする立場だ。同じ神術の利用でも、手などを細かく動かす印徴が備わっていれば、威力を増すことができる。

　一年のうちで日も長い時期だが、それでも夕暮れが近づいてきた。昼からずっと暗唱の特訓をしている。

「それじゃ、ひとまず、今日のところはこれぐらいで終わりにする。帝国の奴やつらにセレンディア島の実力、思い知らせてやろうぜ」




　部屋に戻ると、ほんのりと甘い香りがした。

「ニコラ、どう？」

　ルームメイトのエルザは、部屋で椅い子すに座って何か本を読んでいた。ただし、格好が少し不自然だ。

「エルザ、どうしてエプロンなんてしてるんだよ……？」

　エルザはいつもの服の上からエプロンをつけている。

「あっ、これは…………。ちょっと待ってて……」

　立ち上がると、エルザは棚から皿を取り出した。

　そこには小麦色のクッキーが並んでいる。

「昼間に時間があったから、焼いてみたの……。ニコラもそれなりに頑張ってるようだし……」

　顔を赤くしながら、エルザは視線をニコラからそらしつつ、言った。

「あっ、ああ……ありがとな……」

　手作りのクッキーを女の子に作ってもらったことなんてないので、ニコラも落ち着かない。

「おいしくなかったら、言ってね……。お世辞言われるの、嫌いだし……」

「わかった……。正直に答えるな……」

　クッキーは焼きたてなのか、まだほんのり温かい。ゆっくりと、口に運ぼうとしたその時──

　勢いよく、部屋の扉が開いて、エルザの手にある皿からクッキーが一つひったくられる。そして、そのクッキーはすぐに取った人間の口に入った。

　いきなりのことで、エルザもニコラも何も言葉が出なかった。

「うんうん、なかなかおいしいですね」

「ちょっと！　いきなり何の用よ、リディア！」

　エルザがびっくりした顔で叫んだ。そこにいるのは、間違いなくニコラの妹であるリディアだ。先日、アチェロ正典学院に転入したばかりだ。

「リディア、お前な、ここは一応、男子寮なんだから、あんまり入ってくるなよ……」

　ニコラはクッキーを手に持ったまま、硬直している。なんとなく気恥ずかしくて、食べるタイミングを逸してしまった。

「ほら、早く自分の女子寮に戻れって」

「いえ、実は今日からここがわたしの部屋になったんです」

　意味がわからず、ニコラとエルザは目を白黒させる。

「本当ですよう」

　そこにイーリスとトルマリーナが入ってきた。

「会長、いったい何ですか……」

「いえ、ニコラ君のご実家に提案していたのですよう。ニコラ君とリディアさんが同室なら寮費も一部屋分になりますが、いかがですかと。そうしてくれとお返事が来ましたので、本日からリディアさんにもこの部屋を使っていただきます」

「二人も三人も同じようなものですし、今更かまわないでしょう」

　トルマリーナが淡々とした調子で付け加える。

「いいわけないでしょ！　そんな話、認めないわよ！」

「エルザ、よくぞおっしゃいましたわ！」

「そうだよ、こんなのおかしいよ！　それだったら、元ルームメイトの僕にも権利があるはずだって！」

　そこにシャンファとフランまで入ってきた。

　二人用の部屋なので、さすがにこんなに人数が増えたら窮屈だ。

「おやおや、反対票が急にエルザさん、シャンファさん、フランさんと三人になってしまいましたねえ」

　他ひ人と事ごとのようにおっとりした調子でイーリスが言う。

「わたしはこの部屋がいいんですけど。女子寮の部屋の荷物はもう引き払っちゃいましたし」

　リディアは素直に戻るつもりはないらしい。

「私は立場上お嬢様の考えを支持いたします」

　トルマリーナは、イーリスの側にまわった。

「つまり、賛成票もわたしとリディアさんとトルマリーナで三票。同点ですねえ」

　いや、票数の問題じゃないだろうとかニコラもいろいろと言いたいことがあったが、頭がすぐにまわらない。

「では、ニコラ君の一票で決めていただきましょうかねえ」

　楽しそうにイーリスが言った。

「えっ!?　そんなこと、急に言われても……」

　一斉に視線がニコラのほうに集中する。

「ご主人様、もちろん、どう答えるのが最善かわかってるわよね？」

「ニコラ、ここが男子寮だということをお忘れではありませんわよね？　女子二人と暮らすだなんて、破は廉れん恥ちなことは許しませんわよ！」

「もう、僕もこの部屋で暮らしてもいいんじゃないかな？　ほら、元々、ルームメイトだったわけだし、何の問題もないよね！」

「兄さん、妹を追い出したりなんてしないですよね。まさか、恥ずかしいからだなんて理由だけで、フォン・リッター家の家計を圧迫するような選択はとりませんよね？」

　いつのまにか、ニコラはエルザたち四人に包囲されていた。

「いや、一度にしゃべられても聞き取れないっていうか……」

　敵に周りを囲まれることは、武人にとっては絶体絶命の危機だが、あながち今の状態も大差はないのかもしれない。

　ちらっと、ニコラは窓のほうを見た。

　ドアのほうはイーリスとトルマリーナにふさがれている。

　それならば、まだ、あちらのほうが望みがある。

「一人になって、ゆっくり考える！」

　ニコラは強引に包囲を抜けて、窓に突っこむ。

　窓はすぐに開いた。あとは、このまま逃げ切れば──

「逃がさないわよ」

　そう言って、エルザが引きつった笑みを浮かべながら、神術を暗唱している。

「まだ帝国との戦いが控えてるんだから、神術はやめてくれ！」

「大丈夫よ。ちょっと熱いぐらいだから、戦いに影響はないわ。反省してもらうだけだから」













「痛みの多い反省になりそうだな……」

　もはや、逃げる以外に選択肢はないようだ。

「反省も俺一人でやるから！」

　窓から出ると、ニコラは全力で走った。

　背後から、黒い炎が追ってくる。

　ある意味、これ以上ないほどに、実戦的な練習になりそうだ……。





あとがき




　お久しぶりです、青あお山やまあまらです。

『神暦のアポクリファ』、この三巻で無事に完結という運びとなりました！




　三巻の内容は、一言で言いますと、〈統一戦争サクセツシヨン〉カクトゥス編です。フラゴラとのバトルロイヤル的な戦いから一転して、ひたすら会場でバトルをし続ける！

　カクトゥスの使徒シビリエ筆頭である【槍やり姫ひめ】リオノーラと四し聖せいと呼ばれる四人の使徒たち。さらにその中にはニコラの妹であるリディアの姿も。

　一方、リオノーラはリオノーラで何か野望のようなものがあり、外典アポクリフアでエルザの姉であるシエヌも、どうも様子がおかしい……という感じで、敵の設定が二巻と比べてもてんこもりになっております。

　それと、これまで神術を全然使ってこなかったアチェロの生徒会長イーリスが、ついにその神術を解禁!?　果たして、その能力とは……!?

　バトルに次ぐバトルの展開、楽しんでいただければ幸いです。




　さて、ここから先は読んでいただいた方用の内容になります。

　ネタバレも含まれるかもしれませんので、未読の方はご注意ください。




　まず、イラストを担当してくださったＮｉｄｙ－２Ｄ－先生、本当にこれまでありがとうございました！

　二巻のお風ふ呂ろイラストが強烈に印象に残っておりまして、今回も当初のプロットにはなかったお風呂シーンをけっこう強引に入れました。エピローグにもダメ押しで入れようとしていたのですが、さすがにやりすぎなので、自重しました。

　また、新キャラのリディアはすごくかわいく、リオノーラはものすごく強そうで、かっこいいです！

　リオノーラは展開的に、かなり黒幕チックな動きをするのですが、いかにも何か仕込んでそうなキャラにしていただきました。

　実は、このシリーズで一番思い入れがあるキャラがリオノーラです。

　今回、最初のプロットを一回崩して、もう一度組んだのですが、その時にリオノーラの腹黒さみたいなのが、大幅に上昇したんですね。能力も当初の設定よりかなり派手になりました。

「これ、本当に戦ったらアチェロの側は勝てないよな……」と思いながら、本文を書いていました。ある意味、ラスボスのシエヌよりも、ラスボスっぽい動きをリオノーラがしてくれて、二倍おいしい感じになってくれて、よかったです。

　それと、イーリスが活躍するイラストもすごくかっこいいです！

　最後なので書いてしまうと、思い入れがあるキャラの二位がイーリスでした。どうやら、自分の性格的に、もったいぶって力をなかなか見せない奴やつが好きなようです。あと、表情をあまり変えないタイプのキャラも。

　なので、イーリスはもともとドストライクなキャラだったんです。二巻で表紙に抜ばつ擢てきされた時も、すごくうれしかったです。今、二巻の表紙を見返しても胸デカいなあと実感します（何の感想だ）。

　せっかくなので、このまま思い入れのあるキャラ第三位も発表しますと、ヘラです。

　表情をあまり変えないキャラがタイプと数行前に書きましたが、まさにヘラがそういう奴なんですよね。表情はずっと一緒だけど、けっこう内に秘めた思いはあるぞという……そういうのが好きです。

　なんか、見事にメインのキャラが入ってませんが、もちろん、それはそれで好きです！　ただ、どうしてもポジション的に、動かせる範囲が決まってくるためか、制限の少ないほかのキャラにも愛着が……。




　編集の中なか道みちさん、いろいろとご迷惑おかけしました。そして、お疲れ様でした。

　二巻で、打ち合わせで使ってる新しん宿じゆくの某ファミレスの店員さんに名前覚えられてそうと書いたのですが、そのあと、そこでバイトしていた人と偶然会う機会があり（なんとこちらと似たような小説の業界で現在活躍中の方でした。世間は本当に狭いです）、「あの店で仕事してましたよね」と言われました。まさか、本当に認識されていたとは知らず、冗談抜きでびっくりしました。

　あと、最後まで読んでくださった読者の皆さん、本当にありがとうございました。ここまで続けてこれたのは、ひとえに皆さんのおかげです。

　それでは、またどこかでお会いできる日を夢見て！





二〇一四年　吉日　青あお山やまあまら



















　著者

　青山あまら（あおやま・あまら）

　　寒い冬が終わってきたと思ったら、花粉症の春がやってきて、割とまた地獄です。




　イラスト

　Ｎｉｄｙ－２Ｄ－（にでぃ）

　　イラストレーター・キャラクターデザイナー。

　　『聖剣の姫と神盟騎士団』（角川スニーカー文庫）などのイラストを担当。
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